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泉屋遺跡第16.19.21次発掘調査報告書

(第1分冊）



序

本県には、旧石器時代の遺跡をはじめとする数多くの埋蔵文化財包蔵地があ

り､10,000カ所以上にも及ぶ遺跡が確認されております｡先人の残した文化遺産

を保護し、保存していくことは、私たち県民に課せられた重大な責務でありま

す。

一方、広大な面積を有する本県の大部分は山地であり、快適な生活を送るた

めの地域開発と社会資本の充実もまた県民の切実な願いであります。

このような埋蔵文化財の保護・保存と開発との調和も今日における課題であ

り、財団法人岩手県文化振興事業団は、埋蔵文化財センター創設以来、岩手県

教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業によって止むを得ず消滅する遺跡

の発掘調査を実施し、記録保存する措置をとってまいりました。

本報告書は、一関遊水地事業に係わる太田川堤防建設工事に関連して、平成

8年度･ ll年度･ 12年度に実施した平泉町泉屋逝跡の調査結果をまとめたもの

であります。

発掘調査の結果､12世紀奥州騰原氏の時代に関係する遺物や避櫛が多数発見

され、貴重な資料を加えることができました。

この報告書が広く活用され、考古学の研究のみならず、埋蔵文化財に対する

関心と理解の一助となれば幸いです。

最後になりましたが、これまでの発掘調査ならびに報告書作成にご援助．ご

協力を賜りました、国土交通省東北地方整備局・平泉町教育委員会をはじめと

する多くの関係各位に衷心より謝意を表します。

平成15年2月

財団法人岩手県文化振興事業団

理事長合田 武



例 言

l.本報告沓は、岩手県西磐井郡平泉町平胤字泉屋23-8ほかに所在する、泉屋遺跡の第16次･ 19次．21次

調査の製を収録したものである。

2．本遺跡の発掘調査は、一関遊水地事業太田川堤防工事に伴う事前の緊急発掘調査である。調査は、岩手

県教育委員会と国土交通省東北地方雛備局との協議を経て（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財セン

ターが担当した。

3．岩手県遺跡登録台帳に記載されている遺跡番号はNE76-1079、遺跡略号は調査次順にIY-96-16･

IY-99-19・ IY－㈹-21である。

4．発掘調査は、平成8年度・11年度,12年度に実施した。各年度の綱蚕期間・調査而欄・鯛在担当者は次

のとおりである。

＜第16次＞平成8年4月9日～9月30日 1,760㎡ 羽柴直人・杉沢昭太郎・千葉和弘

く第19次＞平成ll年4月14日～11月12日 2,565㎡ 佐々木務・吉川徹・布谷義彦

く第21次＞平成12年5月18日～ll月10日 l,875㎡ 演田宏・吉川徹・熊谷佳恵

調査面積合計6,2叩㎡

5．室内整理期冊・整理担当者は次のとおりである。

平成8年ll月1日～平成9年3月31日羽柴直人・千葉和弘

平成ll年ll月1日～平成12年3月31日佐々木務・吉川徹

平成12年ll月1日～平成13年3月30日横田宏・吉川徹

平成13年4月1日～平成13年7月31日漬田宏

6．本報告響は執篭は、第16次調査分を羽柴が、第19．21次調査分を演田・吉川が分担して行った。執筆者

は文末に名前を付した。編集は、羽柴と演田がそれぞれ行った。また、本報告書は整理の都合上、第16

次調査分の報告と節19･21次調査分のそれを分離して二部櫛成としている。

7．各種出土遺物の分析・鑑定は次の方々に依頼した。（敬称略）

（1）石質鑑定 花崗岩研究会

（2）樹種同定 高橋利彦（木工舎「ゆい｣）

（3）木製品・金属製品の保存処理 岩手県立博物館文化財科学

（4）カラス玉の分析 岩手県立博物館文化財科学

（5）植物遺存体の分析 辻誠一郎・辻圭子（国立歴史民俗博物館）

（6）動物避存体の鑑定 熊谷賢（陸前商田市立榔物館）

（7）火山灰分析 （株）パリノ・サーヴェイ

（8）国産陶器・中国産陶磁器の鑑定八亜樫忠郎（平泉町教育委員会）

8．本報告瞥作成にあたり、次の方々にご協力．ご指導いただいた。（敬称略）

飯村均（福島県教育庁)、本潔慎輔・及川司・八重樫忠郎・菅原計二・鈴木江利子・鹿野里絵（以上

平泉町教育委員会)、辻誠一郎･小野正敏(以上国立歴史民俗博物館)、及川真紀（前沢町教育委員会)、

吉田欲（東北大学)、岡田茂弘（東北歴史博物館)、久保智服（京都国立博物館）斎藤邦雄（柳之御所

遺跡鯛査耶務所)、国生尚国土交通省東北地方整側局平泉町教育委員会

一



9．土届の観察は「新版標準土色帳」（農林水産省農林水産技術会議事務局監修、（財）日本色彩研究所監修

1989)を使用した。

10.これまでに、閥恋成果の一部を現地脱明会紙料や澗在略報兼に発表しているが、本11と記職zI噸が典な

る場合はすべて本瞥が優先するものである。

11．調喪で得られた出土遺物や整理に係わる諸記録等については、すべて岩手県立埋蔵文化財センターが保

管・管理している。
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第1章調査に至る経過

-I期遊水地事業は、北上川上流改修の一大プロジェクトとして、岩手県-I期市・平泉町地区を洪水から守

るため、二線堤方式のよる遊水地の建設をするもので、上流ダム群とともに北｣:川治水計画の根幹をなすも

のである。遊水地は延長25kmの地区堤と延長18kmの小堤に囲まれた第一遊水地から第三遊水地まで合わせて

l,450haからなり、洪水澗整・市街地等の水害防除および土地の高度利〃lを目的とするものである。事業は

昭和48年に工事実施基本剛画が決定されたのを受けて昭和53年から本格的な蒲工の運びとなった。

この那業に|則わる埋蔵文化Hｲ･包含地の取り扱いについては、岩手県教育委貝会と建設省東北地方建設局岩

手エリ叫務所とのIIIIに協縦がおこなわれた。lⅢ逆する避跡は柳之御所・志雄山・泉展の3通跡であり、岩手

工事事務所長と岩手県文化振興事業団理事災との間で受諾契約がおこなわれた｡柳之御所遺跡は昭和63年度、

志縦山遺跡は平成4年度、泉屋遺跡は平成3年度より財間法人岩手県文化振興邪業団埋蔵文化財センターの

委託耶業として調在が開始された。そのうち、本報告書に関巡する太田川堤防建股に伴う泉屋過跡の澗査は

平成8年度からおこなわれることになI)平成8年4月9日から野外調査を肴手した。なお泉屋遺跡は平泉町

教育委員会などにより幾度か調査がおこなわれておl)、一連の調査次数を与えてきた。そこで平泉町教育委

員会と塊職文化財センターが協縦の上、平成8年庇の調査は節16次調炎、平成ll年庇は第19次洲査、平成12

年庇は第21調査とすることとした。
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第1図遺跡付置図
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第2章遺跡の立地と環境

第1節位置

泉屋遺跡が所在する西盤井郡平泉町は岩手県南部に位腫し、北は胆沢郡衣川村と前沢町､南と西は一関市、

束は束稲山を境に東磐井郡東山町と接する。町の総而欲は63.75kmで、そのおよそ半分は山林・原野が占め、

水田・畑地の割合は3割弱である。昭和20年代半ばに1万人を越えた人口は、それ以降減少傾向にあって、

現在はおよそ9,咽人強となっている。平泉町には奥州藤原氏を今に伝える遺産､平安美術の宝庫といわれる

「中騨寺｣、特別史跡・特別名勝の二皿の指定を受ける「毛越寺」があり、年Ⅲ12"万人以上の観光客が訪れ

る全国有数の観光都市として知られる。平成12年度には、世界遺産の暫定リストに「平泉の文化遺産」とし

て登戦され、本登録へ向けた官民一体の活動が様々な形で展開している。

泉屋遺跡は平泉町市街地の南東部、東日本旅客鉄道東北本線平泉駅の南東に広がる遺跡で、北に伽羅之御

所跡、西に志羅山過跡が隣接し、平泉館ときれる柳之御所跡過跡とは北北西にlkmほどの距離がある。今回

報告する第16･ 19･21次調査各次の調査範囲は、第3図にあるとおり東北本線の東側で、全体から見ると遺

跡の南東端部にあたる。遺跡の南側には、河川改修を受けた太田川が東流し、東にはその太田川に注ぐ鈴沢

川が南流している。

本遺跡は、西磐井郡平泉町平泉字泉屋31-3ほかに所在し、国土地理院発行の5万分の1地形図「一関」

(NJ-54-14-15)及び2万5千分の1地形図「平泉」(NJ-54-14-15-3)内にある。遺跡の経･繊

度は、北緯38. 58′59″東経141｡ 7' 21″である。

第2節地形

平泉町周辺は、東は北上山地、西は奥羽山脈に囲まれ、その中央部を一級河川北上川が南流している。宮

城県追波湾に注ぐ北上川は、一関市狐禅寺付近の狭窄部が要因の一つとなって度々大洪水をおこし、この地

方に醤大な被害を与えている。既述のとおり、一関遊水地事業はその水害の防御と土地の高度利用を目的と

して実施されている。

平泉町は北上川の中流域にあたり、この川によって形成された氾濫平野や谷底平野、後背湿地などの低地

と河岸段丘上にのる。町はその北上川を境として､西側の平泉地区と東側の長島地区に大きく二分されるが、

北上川西岸の平泉地区はそのほとんどが衣川丘陵からなり、解析が及んでいない丘陵級斜面域では牧場等に

利用されている。町の中心部は、北上川と太田川によって解析された段丘と氾濫原上にあって、多くの磯原

氏関連の過跡と重なり、この地域に悪らす町民はこれら文化遺産と生活を共にしている。一方、東岸の長島

地区は北上川の氾濫原と束稲西範丘陵からなるが、丘陵地の大部分は侵食性の級斜面で、遺跡の多くはその

侵食された段丘の縁辺部と支流谷沿いにある。近年、この長島地区で大規模なほ場整備馴業が予定され、そ

れに伴う事前の発掘調査で北上川東岸の沖積地にも藤原氏関連の遺跡があることが確認された。和鏡の出土

をみた里遺跡、十和田a降下火山灰に覆われた水田跡が検出された竜ケ坂遺跡、茶毘所と推定される過櫛や

『1'世の墓域群、平安時代に所属する畠跡などが見つかった本町Ⅱ遺跡、それに隣接する畑中通跡がそれであ

る。いずれも、従来言われてきた藤原時代「都市平泉」の榊造を再考すべき内容をもっており、注目される
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遺跡群である。

平泉町やその周辺地域の地質は、南北に縦断する盛岡一白河

線と呼ばれる柵造線によって東西に分けられる。その西側は新

生代新第三紀以降の堆積岩や火山岩が分布し､泉側では石灰岩・

花崗岩・礫岩・泥岩などで構成される．占生層が基盤岩類となっ

ている｡北上川によって形成された沖穣地や扇状地の堆俄物は、

砂礫泥からなり、多くは泥を主体とした細粒堆破物である。

L=23.400m
0

11m Ⅱ

１
１
１

１
１
１

Ⅵ

各調森次とも、調査区内では概ね全域で第2図のような刑序

が観察きれる。（第19･21次調査旧河道部を除く） 第2図基本圃序

現表土・耕作士。層厚20cm前後。
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ビニール等含む撹乱層。層厚0～30cm・

本層上面が古代から近世にかけての遺構検出面で、

縄文時代後.晩期の土器を包含する財。届厚20～60
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鯛'9.20次 ヒーー邸”

Ⅲ7次鰯10次鰯1次、13次圏15次灘16次
第3図泉屋遺跡の周辺地形と調杏灰
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第3節これまでの泉屋遺跡の調査

泉屋避跡は－･lm遊水地事業閲巡事業以外にも、様々な要閃で発掘調在がおこなわれている。これまでの調

査次数は本報告碑で報告する第21次調査を含め､21次におよぶ（平成ll年度分まで)。

これまでの各調査次の位置は第3図に示している。また1次～15次の要綱と概要は（財）岩手県埋蔵文化財

センター1997「泉屋遺跡10･ ll ･ 13･ 15次発掘調査報告{1ド」第246集で示してあるのでここでは刺愛する。

ここでは本報告啓で報告する16次、19次、21次を除いた17次、18次、20次の要綱と概要を記す。

泉届追跡鯛壷要項（17次。18次・釦次）

17次鯛査概要

掘立柱建物5棟、井戸2基、便所土坑5基、溝3条検出。時期は縄文時代、12世紀、 14世紀、近世以降の

ものがある。便所士坑からは多飛のウリ科の棚子、チュウ木が出土した。掘立柱建物には14世紀と推測され

るものと、繩文時代と推測されるものがある。

18次調査概要

柱穴約120個、櫛9条、土坑2鵬検出。1211t紀の述物の一郁分と推測される柱列がある。遺物はかわらけ、

国産陶磁器、中国産陶磁器、縄文土器、石雛が出土した。

釦次鯛査概要

近'1噸立柱建物4棟、近代慨跡1基、近世近代溝5条、中世井戸l坐、近世近代土坑7期、近仙井戸6基、

12世紀の土坑5基、12世紀の井戸1基、12世紀の溝1条を検出。12世紀の土坑には便所状土坑も含まれる。

かわらけ、国産陶器、近世陶磁器などが出土。

－6－

卿避次 地点 糾壷要因 潤従期1111 倒壷面積 濁先狐当肴

17次 泉域52-1 典合住宅連股 1997年8jl27H～9n16n 230㎡ 町牧委 八肛樫忠郎

18次 泉屋51-1 防火川水梢の設置 1999年1月25H～2月10H 39㎡ 町教委 菅原叶二

2()次 泉展57-12 個人住宅建築 1999年10月29I1～1月14U 480㎡ 町牧委 八爪樫忠郎



第3章調査と整理の方法

第1節調査の経過

1 泉屋遺跡16次調査

泉屋過跡第16次澗査は平成8年度におこなわれた。野外調恋は平成8年4月9日から9月30日である。発

掘調査面穣は1,760㎡である。野外調査担当者は4月9日～8月3日まで羽柴直人と千葉和弘である。8月6

日からは羽柴と杉沢昭太郎が交替し、杉沢と千葉が9月30日まで調査をおこなった。4月9日から8月3H

までは古代～近1Ⅲの過櫛が検出されるⅣ崎上耐の澗在をおこなった。Ⅳ墹上而の鯛炎終了後、地形測ft及び

航空写真の撮影を行った。8月6日からは縄文土器を包含する屑の掘り下げを行い、縄文時代の遺物及び過

櫛の検出をおこなった。調査終了後埋め戻しを行い。9月30日に器材を撤収した。

室内整理はll月1日から3月31にまでおこなった。担当者は羽柴直人と千葉和弘である。

2泉屋遺跡19次調査

泉腫避跡19次澗査は平成ll年庇におこなわれた。野外調査は平成ll年4月14Hから11月12日である。発掘

調査而祇は2,565㎡を終了した｡野外澗査担当者は佐々木務と吉川徹である。lO月9日に現地公開をおこなっ

た｡ll月12日に器材を撤収した。

野外調査終了後、3月31[Iまで室内整理をおこなった。担当は佐々木務、吉川徹である。

3泉屋遺跡21次鯛査

泉屋遺跡21次調査は平成12年度におこなわれた。野外調査は5月18日から11月10日である。発掘調査面禰

は1,875㎡である。野外調査の担当者は演田宏と吉川徹である｡21次調査は主に、旧太田川河道とその落ち際

に堆積した過物包含屑の調査をおこなった。10月24日に現地公開をおこない。11月10に器材を撤収した。

野外調査終了後、3月31にまで室内整理をおこなった。担当は演田宏、吉川徹である。また平成13年度4

月2H～7月31日にも室内整理作業をおこなった。担当は演田宏である。

第2節野外調査の方法

1 グリッドの設定

グリッドの設定は志羅山遺跡第14次調査（財岩埋文1995 「志羅山遺跡第14．25次発掘調査報告書」 第

216")の基準に蝿拠しており、その名称の付し方も同一である。グリッドは平面直角座標のX系に沿って設

定しており、大グリッドは一辺が50m、小グリッドは大グリッドの各辺をlO兼分して一辺5mとしている。

グリッドの基点(IAOa)はX=-112945,000m、Y=24720,0"mとし、ここから大グリッドは北に1句

かってローマ数字(I、Ⅱ、Ⅲ･ ･ ･ )、東にむかって大文字のアルファベット (A、B、C･ ･ ･ )とす

る。小グリッドは北に向かって向かって(0，1，2･ ･ 9，O)、東に向かって(a、b、c･･ j )

で示している。グリッドの名称はその南西隅の枕の名称による。

－7－



2週栂の名称

遺栂の名称は以下のように略号を付した。

建物・･SB 竪穴建物･･SI 井戸・井戸状･ ･SE 土坑･ ･SK iW･ ･SD カマド・

焼土遺櫛・ ･SX 柱穴･ ･P

本報告書では調査次が複数にわたるため、避櫛の略号の上に調査次数を付している。過櫛の番号は検出順

に算用数字を付していった。

3粗掘り・遣櫛検出

雑物撤去後にトレンチを設定し、遺物の包含状況、遺櫛の確認面を把掴した。その後、遺櫛確認面まで砿

機を用いて表土を除去した。週物を多く包含する聯に関しては人力によって表土の除去をした。

遺櫛の確認は表土を除去した面をジヨレン、両刃鎌で、平滑にしプランを確認するようにした。

4週櫛の鯛査

検出した遺櫛は土層を観察するベルトを設定して掘り下げることを基本とした。柱穴は平面での柱狼の確

認、他の遺構、柱穴どうしの切り合いを把握することに意を注ぎ、基本的に断ち割りをおこなっていない。

5遺物の取り上げ

避櫛外の遺物はグリッド毎に取り上げた。遺櫛内の遺物は必要と思われる場合､地点とレベルを記録した。

またそれ以外では可能な限り埋土の届位ごとに取り上げるように努めた。

6 実測・写真撮影

平面実測は簡易過り方測逓で、 5mグリッドをlmに細分したメッシュを用いておこなった。原則として

l/20の縮尺を用い、必用に応じて任意の縮尺を用いた。

写典搬影は35mmモノクロームとカラースライドを主に使用し、 6×7cmモノクローム1台を補助的に使用

した。撮影は埋土堆積状態や過物の出土状況、遺構の完掘状況などについて行った。また各調査終了時には

セスナ機により空中写真を蝿影した。

第3節室内整理の方法

出土遺物は水洗注記を行い、必用なものは接合、復元作業を実施した。これらの作業終了後、報告醤掲載

遺物を選び出し、登録をおこなった。

遺物実測は原則として実寸で行った。野外調査で作成した遺構実測図は、必要なものについては第2原図

を作成した。その後、これらの遺柵、遺物実測図のトレースを行い、穂別ごとに観察表と図版を作成した。

棚影したフィルムはネガアルバムにべタ焼きの写其と一組にして収納した。カラースライドはスライド

ファイルに撮影順に収納した。また報告書掲載分の遺物の撮影を行い、写真図版を作成した。これらの作業

の終了後、原稿の執箪を行い、報告脊を編集した。

－8－



ｈ
Ｃ
０
ｆ
凸

Ｉ
Ｂ
ｑ
７

■

I

！

＋bc.‘

ｄ
●
ｑ
ｆ

；
！

+booq

; G
1

b

I

髄亨翻侭 睦田＝＋日
日

＋
卿七.． 七.｡妬･･amp－ ＋

c-■－＋

Ⅲ

オ
アロー垂一

o･-m･･･＋、G申呵ｰ

ﾛ･-･■'■■＋55

、、。

4E･呵巳一4■－

山学■←＋3十＄ロ｡一旦－

20◆.、＝ 2ﾛ｡｡■ー

I ■－－ I■一一

0－－ 回一
●

DBﾛ画一 9■…ー

Ｆ
ざ

』皿一日８
壺
皿

8
●軸0

｡■ﾛ■ ■I■

毒γ‘鍵‘
一

-:"rr
》
●で 四｡己四｡己

望---￥』一・碗七.., ＋i0，1 冑●却一

ロ

9

酉

■
ｑ
７
心
ｇ

Ｂ
ｑ
ｇ
８
ｂ

I
■
句
巴
■
■
ｂ
■
■

Ｉ
！

Ｑ
０
ｄ
８
ｈ． 0■

第4図泉屋遺跡16次調査全体図

－9－



第4章泉屋遺跡16次調査

第1節検出した遺構

泉屋遺跡16次鯛査で検出した適櫛は、堀立柱建物(SB)69棟、柱列5条、井)-i (SE) 14選、土坑(S

K)60蕪、櫛(SD) 21条、竪穴述物(SI ) 2棟である。

これらの所属時期は、縄文時代（後期、晩期)、古代（9～1O世紀)、12世紀、13世紀後半～14世紀前半、16

世紀、近世(1711t紀～19世紀)、近代以降(19～20世紀）と多岐にわたる。

避櫛の検出面は、古代以降は些本屑序のⅥ珊上im、繩文時代の週柵はV～Ⅵ墹上iniである。

1 掘立柱建物

掘立柱建物は69棟を示した。古代以降の検出而が同一のため所属時期を確定できないものが多い。

16SB1(第5図）

〔位個]mG7g，7hに位世する。

〔亜複) 16SB2、l6SB6とプランが重複するが、直接切I)合う牲穴が無く、前後IMI係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは739.5cmである。面積は梁間が検出されていないので不明である。

使用した柱穴は4個である。

〔建物方位〕梁Ⅲlの軸方向はN－3°一Eである。

〔柱llil寸法〕種々の寸法が用いられておI)、埜辿寸法を見出すことができない。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕なし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB2(第6図）

〔位置]mG7g，7hに位徹する。

〔重複] 16SB2、16SB3、16SB6とプランが重複するが、直接切り合う柱穴が無く、前後関係は不明

である。

〔平而形式〕掘立柱建物である。桁行きは657.5cm、梁間は370cmである。面積は24.3㎡である。使用した柱

穴は8個である。

〔建物方位〕梁川の軸方向はN-12．－Eである。

〔柱illl寸法〕秘々の寸法が用いられており、ジル"い』法を見出すことができない。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕なし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。
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番号
減さ

(c回）

庇伽iの標高

(m)

Pl唾 12．5 型.41

P1噸 16．3 22.魂

P770 9.3 22.40

F1割 19．4 22.21

硲号
深善

<ca)

底肱iの標高

(m)

P油 12.5 22二型

P花9 24 1 型 麺

P万4 9 型 ”

P減 49 2 狸“

P744 21 8 ”31

P刺2 23 6 型 29

P河5 26 ７ 型 27

密号
き
１

汲
個

底血の偲高

(m)

P781 27.6 22.26

P777 鋤.1 22：塑

P767 32.5 22.25

P雨 郭.9 露.17

P函 期.3 型翌

P7W 35.4 露.20



16SB3 (第7図、写真図版3)

〔位世]mG6f、69に位慨する。

〔Ⅲ複] 16SB3、16SB4、16SB6、16SB7、16SB8とプランがⅨ襖するが、直接切り合う柱穴が

無く前後関係は不明である。16SK40とも攻複するがおそらく本建物が古い。また本建物の柱穴P738が､建

物に組めない柱穴P739と重複するがそれよりも古い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは809.5cm、梁1mは382cmである。面禰は30.9㎡である。使用した柱

穴は5個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN－9°－Eである。

〔柱間寸法〕種々の寸法が用いられており、辮仏寸法を見出すことができない。

〔川土遺物〕なし。

〔付属施設〕なし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB4 (第6図）

〔位世]mG5f、5g，6f、6gに位慨する。

〔並複] 16SBlOの柱穴P1216と重複するが本翅物が新しい。また16SE7とPl217が爪襖するが本建物が

古い。また16SB3、16SB5、16SB6、16SB7、16SB8、16SB64、16SEllとプランが重複する

が、直接切り合う柱穴が無く前後関係は不明である。

〔平而形式〕掘立性建物である。桁行きは894cm、梁間は446cmである。mi脳は39.9㎡である。使用した柱穴

は7個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN－1．－Wである。

〔柱間寸法]2mcm(6.7尺）を多用するが、他にも種々の寸法が用いられており、基地寸法を見出すことが

できない。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕なし。

〔述物の性格〕不明である。

〔年代) 19世紀代の遺物を含むl6SE7より古い。しかし所属年代は不明である。

16SB5 (第6図）

〔位悩]mG5f、6fに位侭する。

〔愈複]16SB6の柱穴P1089とP1211が重複するが本建物が古い。また16SEllとP743が重複するが本建

物が古い。また16SB4、16SB7、16SB8、16SB9、16SB10、16SB64とプランが重複するが、直

接切り合う柱穴が無く前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは509cm、梁間は448cmである。面積は22.8㎡である。使用した柱穴

は5個である。

〔建物方位〕梁Ⅲlの軸方向はN－9°一Eである。

〔柱1m寸法〕桁行きでは2".5cm (8.4尺）を使用する。

-12-
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訪号
深き

(c回）

庇面の標商

(m)

P油-1 不明 Z 明

P顕 6.9 型 鼬

P別1 ７ 8 型 46

P別5 13 7 漣 38

P10認 10 4 漣 45

Pl217 37 7 型 型

P717 18.4 ”麺

跡号
さ
』

槻
低

鵬面の偲尚

(m)

P1211 16.2 堂.鱈

P1麹 21．0 理.17

P別7 鋼.5 型.24

F泡9 26.1 鋸.27

P721 4.4 型二墨



〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕なし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代] 12世紀後半の建物16SB6kl)古く、12世紀又は古代の建物と推測される。

16SB6 (第7，8図、写真似|版3～6)

〔位価]mG6d、6e、6f、6g，7d，7e、7f、7gに位慨する。

唾複] 16SB5の柱穴P1211とP1089が血複するが本建物が新しい。また16SB7の柱穴P1068と重複す

るが本建物が古い｡また16SB8の柱穴P866とP1069と亜複するが本述物が古い｡また16SBl、16SB2、

16SB3、16SB4、16SB62、16SB64とプランが砿襖するが、直接切り合う柱穴が無く前後関係は不明

である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。プランの北半が調査区外に伸びるため全体形は不明であるが、梁行き4間

と仮定すると、桁行きは19"cm、梁間はll52cmである。而柵は221.0㎡である。身弁2×3ⅢlにI叫而庇､東側

と西側に孫庇がつく形態と推測される。

〔柱穴〕使用した柱穴は検出した分で19個である。身舎と庇の柱穴の掘方は径lm以上あり非常に大きい。

それに比して孫庇の柱穴の径は30～50cmほどで小さい｡身舎と庇の柱穴は柱の抜き取I)がおこなわれている。

底面には礎盤が残存しているものがある。また底面に圧痕の状態で柱の位慨が判断できるものがある。東側

の孫庇の柱穴は柱痕あり、抜き取りがおこなわれていないようである。

〔建物方位〕梁iNlの軸方向はN-7｡-Eである。

〔柱IHI寸法)303cm (10.0尺）を多用している。他に242cm (8.0尺)、273cm (9.0尺）が使用されている。

〔出土遺物] PlOl9から中国産白磁壷片(3022)が出土している。

〔付属施設〕なし。

〔建物の性格] 1211t紀平泉遺跡群でも有数の大きさの巡物である。建物の規模から奥州藤原氏、またはその

類族が関係する格の高い建物と推定される。

〔年代] 12世紀後半の建物と推測される。

16SB7 (第9図、写真図版3)

〔位個]mG5f，5g，6f、6gに位世する。

〔亜複] 16SB6の柱穴P1089とP867が亜複するが本建物が新しい。また16SB8の柱穴P719、 P1061と

爪襖するが本述物が古い。また16SB9の桃穴P1059と砿複するが本建物が新しい。また16SB4、16SB

5，16SBlOと16SE7、16SEllプランが皿複するが、直接切l)合う柱穴が無く前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは北辺と南辺で長さが違い、北辺659cm、南辺627cmである。梁間は

516cmである。而穣は32.8㎡である。使用した桃穴は81IMである。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN－3o－Wである。

〔柱間寸法〕桁行きでは209cm (6.9尺）を多用する。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕なし。

〔建物の性格〕不明である。

-14-
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16SB6柱穴断面

Aﾄ些22.600m
16SB6

竺22.600m 一AB
－B

lplO91

l 10YR2／2照褐色上 l0YRイ／3にぷい負掲色土
まだら状に多凰混入 IOYR7／6明典掲色tブロッ
ク少風混入炭化物付少皿混入

2 10YR3／2烈阿色.t IOYR5／1脚隣1世プロ･ゾ
ク少量混入炭化物粒少日湿人

1,1088

1 10YR2／3肌脚色t lOYR4／3にぶい員褐色1：
まだら状に多睡況人隅化祐粒・晩上村多触混入

2 10YI11／3にぶい賀縄色t lOYM3／3明脚色Iち
まだら状に少園混入2,5YR8／3洩此色ローム少且混入

J 10YR2／2剛lU色l名園侭の宙食した層

B生昌22.600m 三A

Aﾄg2･600m －0

P1085

l 10YR4／3にぷい閃細色土 IOYR2／3瓜褐色土
まだら状に多凰混入 lOYR8／6黄樋世上ブロック
少斌混人炭化物粒少皿混人

2 10YR4／3にぷい伽蝿色上 lOYR剛測色
tまだら状に多量淵人

PlO87

l IOYR3／2照褐色t lOYR8／6黄細色tブロック
少越混入炭化物軸・焼士粒少最混入

2 10YR3／4啼側色l： 2.5Y8／4淡酋世ローム
プロック少且混入炭化物粒少凰淵人

3 10YR2／2瓜測色t幽樋の腐食した明

Aと=22.60om 卜Lz22･600m 8一B A

無
1

ID1080

l 10YR2／3照測色-t lOYH1／3にぶい黄褐色t

まだら状に夢且狸人炭化物榊・晩I:粒少量混入

ID1075

I 10YR3／3端測色f： I0YR1／3にぷい闘側色t
土だら状に多且混入 l0YR8／6黄極色上プロブク

少量混入炭化物粒・焼土粒少量混入

A卜EZ2･700m ‐8

B催Lﾆﾖ2.ｺoom 弓A

PlO90

I 10YR2／3側lU色上 lOYR4／3にぶい側褐色Iもまだら状に移凰瀧人炭化物
粒・焼土粒少頃湖人

2 10YR3／2，側色土 lOYR8／8閥肛色ロームブロック少触混入炭化物粒少
凰湿人

3 10YR4／3にぶl0侭脚色t lOYR2／21m測色上まだら状に多菌混人2.5Y8／

浦黄色ロームブロック少且混入

1,1089

l 10YR4／:Iにぶい黄褐色t lOYH3／3輪褐色上
まだら状に少且混入脱化物粒少且悦人2.5Y8／

4淡償色ローム少量混入
2 l0YR2／3照褐色土I0YRイ／6褐色土まだら状に

多量混入2,5Y8／4淡貨色ローム上少量混入
A 8 A卜=2･500m －8

L■22.500m
－

墨－－へ
A 8

蕊
2

ID1076

I 10YR3／2照褐色上 lOYR8／6

償紺色土ローム2.5Y8／4淡負色
ロームプロソク状名且i拠人炭化物粒
少且溌人

131077

l IOYR2／2鯛褐色上 lOYR4／3にぷい仇褐色土
まだら状少量猟人2.5Y8／2灰白色ロームブロツ
ク少触混入焼土粒少且泓人

2 IOYR2／2剛測色．t 7.5YR4／6脚色上少且湿

人炭化物粒少量Ⅲ人
3 1OYR3／2剛脚色上 lOYR4／3にぷい側測色上

立だら状少堕混入2,5V8／4淡閃色ロームプ、ヅ

ク少員混入

A卜L望2,500m →8

I311IZ

I 10YR3／2卿栂色.上 l0YR4／＄
にぶい側褐色‘1浬だら状に少且混入
2,5Y7／4浪侭色ロームブロック少且

混入燐化物鞄少且浪人
2 10YR3／3輪脚色上 IOYR4／4

褐色土まだら状少且測人

3 10YR2／1照仏土 lOYR6／l褐灰

色1もまだら状少且混入
A土昌22･500m ‐ロ

2
1 J2 A B

PlO95

l 10YR3／3恥褐色土2.5Y8／イ淡黄色ローム

少量混入炭化物粒少量混入
2 10YR2／31M褐色上2.5Y7／4浅黄色ローム

プロック少且混入炭化物粒・晩-t粒多M混入
3 10YR2／2瓜褐色土2.5Y7／2灰侭色ローム

ブけゾク少且混入炭化物的少凱i、人

P1103 6奄奄､､､､、､､､､､､､､､､､､､､､､､､､．

l IOYR2／2無褐色-k lOYR4／4褐色上まだら状
に少且混入2.5Y8／1浅黄色ロームプロック少且
没入炭化物粒少壁混入

2 IOYIt3／4暗閃色_i； lOYR3／l製褐色&虫篭ら
状に少且混入2.5Y8／4淡就色ロームブロソク少
、混入焼t粒少量混入

P1096

1 10YR2／2蝋脚色･t IOYR3／4晴褐
色上まだら状に少腿混入炭化物粒少且混入

0 2m

一一
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冊号
深さ

(ca)

服的の標高

(m)

P W3 型.7 22.泌5

P 73 37.3 型 lⅨ〕

P 帆9 詔.0 型 1”

P 勢 21.9 認 郷

P l鮪 18.4 22 352

P 的1 41.0 22 110

P (閥 47 6 22 (鯛

P 噸 弱 2 21 噸

P 鮪7 48 3 型.蝉

P 075 45 3 22.0万

P“ 47 8 22.110

P 咽） 44 5 21.喫賜

P”認.3 21 873

P”57.2 型 側0

P 姉 鋼.6 型 似5

P 112 39.7 理 例5

P l侭 35.8 理”

I』 的5 55.2 21 8鰯

P (鯛 26.8 理 l鯛



〔年代〕不明である。

16SB8 (第9図、写真図版3)

〔位置]mG5f、5g，6f、6gに位置する。

〔箪複] 16SB6の柱穴P1089、P1079と重複するが本建物が新しい。また16SB7の柱穴P1060、 PlO50

と亜複するが本廸物が新しい。また16SB9の柱穴P1059と亜複するが本建物が新しい。また16SB4、16

SB5、16SBlO、16SE7、16SEllとプランが亜複するが、直接切り合う柱穴が無く前後関係は不明で

ある。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは733cmである。梁間は491cmである。面稲は36.0㎡である。使用し

た柱穴は8個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN－5°－Wである。

〔柱間寸法〕桁行きでは227cm(7.5尺）を多用する。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕なし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB9 (第9図、写真図版3)

〔位置]mG5f、5g，6f、6gに位置する。

〔並複] 16SB7の柱穴P1060、16SB8の柱穴P719と砿複するが本建物が古い。また16SB4、16SB

5，16SB10、16柱列l、16SE7とプランが亜複するが､直接切り合う柱穴が無く前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは609cmである。梁間は230cmである。面積は14.0㎡である。使用し

た柱穴は8個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN－2°一Wである。

〔柱間寸法〕桁行きでは209cm (6.9尺）を多用する。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕なし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB10(第10図）

〔位置]mG5f、5gに位置する。

〔亜複] 16SB4の柱穴P1053と重複するが本建物が古い。またl6SE7と爪複するが本建物が古い。16S

B5、16SB7、16SB8とプランが砿複するが、直接切り合う柱穴が無く削後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは406cmである。梁間は346cmである。面積は14.0㎡である。使用し

た柱穴は6個である。

〔巡物方位〕桁行きの軸方向はN－4．－Wである。

〔柱間寸法〕桁行きでは203cm (6.7尺)、梁間では173cm(5.7尺）を使用する。

-･17-
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〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕なし。

〔述物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB11 ("10図）

〔位世]mG6cに位世する。

〔重複] 16SB12、16SB14とプランが重複するが、直接切り合う柱穴が無く前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは555cmである。梁間は調査区北側に伸びるため不明である。面甜も

不明である。使用した桃穴は3個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-11．－Wである。

〔柱間寸法〕桁行きでは185cm(6.1尺）を使用する。

〔川土逝物〕なし。

〔付属施設〕なし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不Iﾘjである。

16SB12(第10図）

〔位置]mG6cに位慨する。

〔亜複] 16SBll、16SB14とプランが重複するが、直接切り合う柱穴が無く前後I側係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは612cmである。梁間は調査区北側に伸びるため不明である。面積も

不明である。使用した柱穴は4個である。

〔建物方位〕梁間の軸方1句はN－6．－Wである。

〔柱間寸法〕桁行きでは2"cm (6.9尺）を多用する。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施般〕なし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB13(第lO図、写典1判1版3)

〔位置]mG5b、5c、5d，5eに位世する。

〔重複] 16SD13よりも本建物が新しい｡また16SB15とは柱穴が接するが前後関係を明確に判断できない。

また16SB16、16柱列5，16SElOとプランが砿複するが､直接切り合う柱穴が無く前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは1046cmである。梁III1は4Mcmである。面柵は47.5㎡である。使用し
た柱穴は10個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-11．－Eである。

〔柱間寸法〕桁行きでは273cIn (9.0尺）と227cm (7.5尺）を使用している。

〔出土遭物] PlO31から常滑片口鉢(2001)が州土した。
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排号
ざ
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漁
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深
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〔付属施設〕なし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明であるが、備渦片口鉢の出土から12世紀後半以降の建物である。

16SB14(第11図）

〔位倣)mG6c、6dに位世する。

〔亜複] 16SBll、16SB12とプランが亜複するが、直接切り合う桃穴が無く前後INI係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは699cmである。梁間は調査区北側に伸びるため不明である。面欲も

不明である。使用した柱穴は4個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN－3°－Wである。

〔柱間寸法〕桁行きでは233cm (7.7尺）を多用する。

〔出土遺物〕なし。

〔付屈施設〕なし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB15(第ll図）

〔位置]mG5b、5c、5d，6b、6c、6dに位世する。

〔砿複]16柱列2の柱穴P703と唾複するが本建物が古い。また16SB13とは柱穴が接するが前後関係を明確

に判断できない。また16SB16、16柱列5，l6SElOとプランが亜複するが、直接切り合う柱穴が無く前後

I則係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは982cm，梁間は344cmである。面積は33.8㎡である。使用した柱穴

は8個である。

〔建物方位〕梁間の軸方lhlはN-11．－Eである。

〔柱間寸法〕様々な寸法を用いており、基準寸法を見出せない。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕なし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB16("ll図、写真図版3)

〔位置]mG5d、6dに位置する。

〔重複]16柱列2の柱穴P703と頭複するが本建物が古い。また16SBl3とは柱穴が接するが前後関係を明確

に判断できない。また16SB13、16SB14、16SBl5とプランが並複するが、直接切り合う柱穴が無く前後

関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは627cm、梁Ⅲjは383cmである。面積は24.0㎡である。使用した柱穴

は8個である。

〔迩物方位〕桁行きの軸方向はN-ll．－Eである。
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〔柱間寸法〕桁行きでは209cm(6.9尺）を用いている。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕なし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB17(第12図、写真図版3)

〔位世]mG4b、4Cに位世する。

〔亜複〕16柱列3の柱穴P1245と亜複するが本建物が古い。また16SE9、16SD12、l6SK17と重複する

が本建物が新しい。また16SB18、16SB19とプランが亜複するが、直接切り合う柱穴が無く前後関係は不

明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは1059cm､梁間は529cmである。面積は56.0㎡である。使用した柱穴

は12個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-ll・一Eである。

〔柱間寸法〕桁行きでは227cmを多用している。これを6で割った数値は37.8cmである。これを任意の1尺と

すると、桁行きで他に使用されている189cmは5尺、梁間529cmは14尺となる。よって本建物の寸法には曲尺

を用いず、任意の1尺=37.8cmを使用したと推測される。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕なし。

〔建物の性格〕民家の主屋の可能性がある。

〔年代〕不明あるが、重複する16SB19と規模が類似し同じ性格の建物と考えられる。16SB19は出土遺物

から15～16世紀代の建物と考えられ、本建物はこれに近接する中世後半の建物と推測される。

16SB18(第12図、写真図版7)

〔位置)mG3c、3d，4c、4dに位置する。

〔砿複] 16SB17、16SB19、16SD12とプランが重複するが、直接切り合う柱穴が無く前後関係は不明で

ある。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは726cm、梁間は394cmである。面積は28.6㎡である。使用した柱穴

は8個である。

〔建物方位〕梁l川の軸方向はN-ll・一Eである。

〔柱|Ⅲ寸法〕桁行きでは242cm (8.0尺）を使用している。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕なし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明ある。

16SB19 (第12図、写典図版7)

〔位悩]mG3b、3c、4b、4cに位世する。
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〔政複] 16SDll、16SD12、16SD15と亜複するが本建物が新しい。また16SB17、16SB19とプランが

重複するが、直接切り合う柱穴が無く前後関係は不明である。

〔平而形式〕掘立柱建物である。澗壷区外西側にプランが伸びると推測され、全体形は不明である。桁行き

は9%cm以上、梁Ⅲlは536cmである。検出された分の面積は51.3㎡である。使用した柱穴は9個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-12°－Eである。

〔柱Ⅲ､l法〕桁行きでは230cmを多用している。これを6で削った数値は38.3cmである。これを任意の1尺と

すると、桁行きで他に使用されているに263cmは7尺、梁IH1536cmは14尺となる。よって本建物の寸法にはllll

尺を用いず、任意の1尺＝38.3cmを使用したと推測される。

〔出土遺物)P669から瀬戸美濃派の陶器皿の口縁部破片(5064)が出土した。

〔付随施設〕なし

〔建物の性格〕民家の主屋の可能性がある。

〔年代] P669の出土遺物から15～16世紀代の建物と考えられる。

16SB"(第131RI)

〔位置]mG2h、2 i 、 3h，3 iに位世する。本建物の東側は19次調査区に含まれる。

〔亜複] 16SD13とプランが砿複するが、直接切り合う柱穴が無く前後l則係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは7"cm、梁lulは39Micmである。而柵は31.0㎡である。使用した柱穴

は9個である。

〔廸物方位〕梁llllの軸方向はN－2．－Eである。

〔柱Ⅲ1･.l･E]桁行きでは197cm (6.5尺）を使用している。梁川の長さは13尺でその2倍である。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕なし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB21 (第13図、写真図版7)

〔位股]mG2f，2g，3f、3gに位世する。

〔亜複] 16SK20と重複するが本建物が古い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは970cm、梁間は388cmである。而梢は37.6㎡である。使用した柱穴

は13個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN－2°－Wである。

〔柱間寸法〕蕊巡寸法はl"cm (6.4尺）である。

[lli土遺物〕なし。

〔付属施設〕なし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。
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16SB22(第13図、写真図版7)

〔位置]mGlg、lh，2g，2hに位慨する。

[1K複) 16SI lと亜複するが本建物が古い。また16SB23、16SE4、16SE8と亜複するが直接重複す

る柱穴が無く前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは812cm、梁Iulは406cmである。面積は33.0㎡である。使用した柱穴

は8個である。

〔建物方位〕桁行きの軸方向はN-5｡-Wである。

〔柱間寸法〕基地寸法は203cm (6.7尺）である。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕なし。

〔建物の性梢〕不明である。

16SB23(第14図、写真図版7)

〔位償]mGoh、O i、 lh，l i、 2h，2 iに位世する。

〔敢複] 16SI 1、16SE4、16SE8と亜複するが本建物が古い。また16SB22と承複するが直接重複す

る柱穴が無く前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは930cm、梁Ⅲlは4mcmである。面祇は37.2㎡である。使川した桃穴

は10個である。

〔建物方位〕桁行きの軸方向はN-1°－Wである。

〔桃Ⅲ1寸法]200cm (6.6尺）が多用されており、基辿寸法と推測される。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕なし。

“物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB24(第14図、写真図版7)

〔位間)mG()e、Of，le、l f、2e、2fに位世する。

〔亜複] 16SE6と重複するが本建物が新しい。また16SK20と亜複するが本建物が古い。また16SB25と

亜複するが直接砿複する柱穴が無く前後関係は不明である。

〔平面形式〕柵立柱建物である。桁行きはlO45.5cm､梁1l1は4"cmである。面禰は44.3㎡である。使用した柱

穴は19個である。

〔建物方位〕桁行きの軸方向はN-10・一Eである。

〔柱間寸法〕桁行きでは257cm (8.5尺）が多用されている。

[ll1士遺物〕なし。

〔付属施設〕なし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。
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16SB25(第15図）

〔位置]mGOe、leに位置する。

〔爪複] 16SD5と亜複するが本建物が古い。また16SB25、16SB28、16SB38、16SB46と爪複するが

直接重複する柱穴が無く前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは717cm、梁間は398cmである。面積は28.5㎡である。使用した柱穴

は6個である。

〔建物方位〕桁行きの軸方向はN－3°一Eである。

〔柱間寸法〕桁行きでは239cm(7.9尺）が多用されている。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕なし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB26(第15図）

〔位置]mG2b，2cに位置する。

〔重複) 16SI2と亜複するが本建物が新しい。また16SB27、16SB37、16SDllと重複するが直接重複

する桃穴が無く前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは824cm、梁間は452Emである。面積は37.2㎡である。使用した柱穴

は6個である。

〔建物方位〕梁M1の軸方向はN－24o－Eである。

〔柱間寸法〕桁行きではl"cm(6.4尺）が多用されている。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕なし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB27(第151RI)

〔位置)mG2c、2dに位置する。

〔重複〕また16SB26、16SB37と重複するが直接重複する柱穴が無く前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは699cm、梁間は388cmである。im積は27.1㎡である。使用した柱穴

は5個である。

〔建物方位〕桁行きの軸方向はN-27°－Eである。

〔柱間寸法〕桁行きでは233cm(7.7尺）が使用されている。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕なし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。
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稀号
さ
帥

深
に

底面の標腐

(、）

P割7 21．0 理.鴨

P2認 5.0 型.14

P蝿1 19.1 型.16

P2劃 13．5 型.崎

P麺-3 17．1 Z2.鯛

I〕識 13．1 型.12

勝号
さ
副

澱
に

底血iの侭尚

(m)

P 202 19.2 22.19

P 122 43 0 型 17

P 171 22 3 型 15

P 142 15 9 型 26

P 的 31 6 型 27

P 7 25 5 型 ”

P 1鴫 濁 8 型 弼

齢目．
さ
』

深
伸

底面の標高

(m)

P6釧） 27.7 22.郷

P11鋤 31．1 22.30

Pl3 16．1 22.43

F15 劉.7 22.猟

P972 39.6 22.15



16SB"(第16図、写真図版7)

〔位置]mG8d、8e、8f、8g，8h，9d，9e、9f、9g，9h、ⅢGOd、0e、Of、0

9，Ohに位1世する。

〔並複] 16SB34の柱穴と虹複するが本建物が新しい。また16SB32の柱穴、16SD5と亜複するが本建物

が古い。また16SB29、16SB30、16SB31、16SB33、16SB34、16SB35、16SB36とプランが軍複す

るが直接亜複する柱穴が無く、遺櫛の切り合い関係からの前後関係は不明である。

〔平面形式〕棚立柱建物である。桁行きはlalOcm、梁間は873cmである。面積は169.4㎡である。使用した桃

穴は42個である。現存する近世民家の間取りに当てはめるならば､東側の部屋は「ニワ｣、真ん中の前の部腫

が「ナカマ｣、真ん中の後が「オカミ」、西側前の部屋が「ザシキ｣、西側後が「ナンド」ということになる。

〔柱穴〕上屋柱と下展柱で、柱穴掘方の大きさ、深さに著しい差がある。また上屋柱と下屋柱の掘方が一体

化しているものがある。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN－1°－Eである。

〔柱IⅢ寸法〕一見すると、柱|Ⅲ寸法は棟々で基辿寸法は見出せない。しかし梁､桁の全長を、194cm(6.4尺）

で割ると、それぞれ4.5冊、9.5冊で削り切れる。よって全体のプランの設定には194cm(6.4尺）を基辿寸法

にしたと理解できる。またザシキ部分で4寸角の柱を使用したと想定し、その柱間の内法寸法を求めると、

ザシキ部分に6.4尺×3.2尺の品をぴったり12母半敷くことができる。よって本建物のザシキ部分には拙剖を

想定した内法寸法の柱間寸法が用いられていたと考えられる。

〔出土遺物] P290から12世紀の軒丸瓦片(4001)､P376から中国産青白磁合子(3034)と中国産染付碗(5003)、

P395-1から寛永通寶（古寛永8016)、 P425から中国産染付碗(5001)と中国産染付皿(50肥、5009)、 P

4別から渥美産陶器喪(2080)、 P498から北宋錨聖宋元費(8002)が出土した。

〔付属施股〕位慨関係から16SB67が付属屋の可能性がある。

〔建物の性格〕近世民家の主屋である。

〔年代〕柱穴から出土した過物と、他の砿複する建物の年代観の兼ね合いから18世紀初頭～18世紀前半の建

物と推測される。

16SB29(第17図、写真図版7)

〔位磁]mG8e、8f、8g，8h，9e、9f、9g，9h、ⅢGOe、Of、og，Ohに位慨する。

〔亜複]16SB29、16SB33と政複するが本建物が新しい。また16SB32の柱穴と遮複するが本建物が古い。

また16SB30、16SB31、16SB34、16SB35、16SB36とプランが重複するが直接諭複する柱穴が無く、

遺櫛の切り合い関係からの前後IMI係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは1674.5cm、梁間は887cmである。面積は148.5㎡である。使用した

柱穴は37個である。現存する近世民家の間取りに当てはめるならば､東側の部屋は「ニワ｣、真ん中の前の部

屋が「ナカマ｣、真ん中の後が「オカミ｣、西側前の部屋が「ザシキ｣、西側後が「ナンド」ということにな

る。

〔柱穴〕上屋柱と下屋柱で、柱穴掘方の大きさ、深さに著しい差がある。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN－2o－Wである。

〔柱間寸法〕一見すると、柱IMI寸法は撤々で埜地寸法は見出せない。しかし梁､桁の全長を、197cm(6.5尺）

で削ると、それぞれ4.511il, 8.5II1で削り切れる。よって全体のプランの設定には197cm (6.5尺）を燕雌寸法
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岳号
さ
』

深
い

底血の標高

(、）

P麺-1 32.‘1 21.餌

P2だ お‘5 21．97

P2割 豹.0 21.”

P2型 31.2 21．95

P371 46.8 21．81

P355 21.2 21．98

P914 17．0 22.02

P郷 22.4 21.”

P弱1 16．5 22,10

P352 48.8 21．81

P4汀 例.9 21.6Z

P4閃 57.2 21.“

P認2 51.0 21.私1

P512 鋤.6 21.89

P卯2 7．5 21.”

P279 51.1 21.74

P郷 51.2 21.“

P516 10．5 錘.鯛

P” 11．6 漣.05

P麺 14.4 21.91

P銘I 15.1 型.(川

P判9 10．3 型.“

P鼬7 42.5 Z1.73

P514 鋤.3 21.“

P班-1 21.0 21.93

P318 42.6 21.76

P392 32.0 21.78

P4鯛 45.0 21,68

P917 32.0 21.68

P罰4 29.5 21.71

P517 鋤.4 21.75

P9調 17.0 21.”

P319 18.‘1 型.02

P3型 21.3 21.鍋

P3弱-2 14.7 21．87

P熱 4.6 21.87

P4鶴 10．4 21.兜



にしたと理解できる。またザシキ部分で4．，j.角の柱を使用したと想定し、その柱間の内法寸法を求めると、

ザシキ部分に6.4尺×3.2尺の畳をぴったりlO挫赦くことができる。よって本建物のザシキ部分には挫割を想

定した内法寸法の柱Ⅲl寸法が用いられていたと考えられる。

〔出土遺物] P361から寛永通寶（背文8019)、 P512から肥前産染付ⅢI (5029)が出土した。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕近世民家の主屋である。

〔年代〕柱穴からll}土した遺物と、他の瓶襖する建物の年代観の兼ね合いから18世紀中莱～18世紀後半の建

物と推測される。

16SB"(第18図、写真図版8)

〔位世] nG8d、8e、8f、89，9d，9e、9f、99に位irtする。

〔重複] 16SD6と砿複するが本建物が新しい。また16SE5と亜複するが本建物が古い。また16SB28、

16SB29、16SB31、16SB32、16SB33、l6SB34、l6SB35、l6SB36とプランが亜複するが16:接亜複

する柱穴が無く、遺櫛の切り合い関係からの前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは1521.5cm､梁間は609cmである。面積は92.7㎡である。使用した柱

穴は21個である。上屋柱と下屋柱からなる柵造である。

〔柱穴〕上屋柱と下屋柱で、柱穴掘方の大きさ、深さに著しい蓮がある。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN－0°である。

〔柱間寸法〕桁行きでは203cmを多用している。これを6で割った数値は33.8cmである。これを任意の1尺と

すると、桁行きで他に使用されているに236.5cmは7尺、梁1mの身舎609cmは18尺=3IH1となる。よって本建

物の寸法には曲尺を用いず、任意の1尺＝33.8cmを使用したと推測される。

〔出土遺物]P530から瀬戸・美濃産灰釉皿(5066)、P926から砥石(7012)が出土した。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕近世災家の主屋である。

〔年代〕柱穴から出土した遺物と、他の亜複する建物の年代観の兼ね合いから16世紀末～17世紀初頭の建物

と推測される。

16SB31 (第19図、写真図版8)

〔位置] nG8e，8f、8g，8h，9e、9f、9g，9hに位世する。

〔亜複] 16SD6と血複するが本迩物が新しい。また16SB29、16SE5と砿複するが本雌物が古い。また

16SB28、16SB30、l6SB32、16SB33、16SB34、16SB35、16SB36とプランが亜槻するが直接重複

する柱穴が無く、避桝の切り合い関係からの前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは1513cm､梁間は591cmである。而積は91.2㎡である。使用した柱穴

は18個である。上屋柱と下屋柱からなる柵造である。

〔柱穴〕上屋柱と下屋柱で、柱穴掘方の大きさ、深さに著しい差がある。

〔建物方位〕梁川の軸方向はN－3°－Wである。

〔柱間寸法〕桁行きでは197cmを多用している。これを6で割った数仙は32.8cmである。これを係意の1尺と

すると、桁行きで他に使用されているに230cmは7尺、262.5cmは8尺、梁間の身舎591cmはl8尺=3間とな

－34－
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岳り
さ
』

深
低

底面の樋応

(m)

P鯉 10．9 理.鋤

P3錦 詞 1 型.帆

P451 17 8 理.鯛

P452 19 5 露.㈹

P郷0 20 2 鰯,01

P522 31 0 21.兜

P例0 19 2 21.艶

P926 26 5 21.鋤

P401 14 5 21.91

P3卯 5 6 21.蛇

ID”1 不明 不呵

P317 詞.9 21.錨

Pl鰯 19.8 22.鯛

P” 不明 不明

P265 別.6 21．91

P2例 錦.8 21．92

P3田 30.8 21．95

P437 43.2 21.“

P4例 9．0 21.鱒

P8” 12.3 2】･弱

P胡5 8.7 錘.鱒
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届号
罐
㈲

底面の標高

(、）

P275 お.5 22.m

P297 不馴 不珊

P麹2 25.5 22.01

P328 塑.1 22.鱒

P‘151 不明 不馴

P弱5 30.8 21.94

P515 46.0 2
~←

．』｡

P蛇9 25.7 ２ .69

124鋤 3．4 21.閃

P“ 釦.8 21.67

P鋤 鱒.1 21.蝿

P3花 37.9 Z1.帥

P” 湖 3 21.97

P4‘10 40 0 21.81

P925-l 22 0 21.両

P4昭 36 0 21.71

P3艶 30 9 21.池

P3鋤 32 9 21.Ⅸ）



る。よって本建物の寸法には曲尺を用いず、任意の1尺＝32.8cmを使用したと推測される。

〔出土遺物)P332から美濃産志野皿(5073)、 P372から永楽迎賓(8013)、 P4"から肥前産陶器III (5081)

が出土した。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕近世民家の主屋である。

〔年代〕柱穴から出土した遺物と、他の爪複する建物の年代剛の兼ね合いから17世紀111半～17世紀中葉の建

物と推測される。

16SB32(第20図、写真図版8)

〔位世) UG8e、8f、8g，8h，9e、9f，9g，9h、ⅢGOe、0f、0g，Ohに位職する。

〔重複)16SB28、16SB29の柱穴と瓜複するが本建物が新しい。また16SE5と爪複するが本建物が古い。

また16SB30、16SB31、16SB33、16SB34、16SB35、l6SB36とプランが砿複するが直接重複する柱

穴が無く、遡櫛の切り合い関係からの前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは1719cm、梁間は761cmである。面獄は131.3㎡である。使用した柱

穴は29個である。現存する近世民家の間取りに当てはめるならば､東側の部屋は「ニワ｣、真ん中の前の部屋

が「ナカマ｣、典ん中の後が「オカミ｣、西側前の部屋が「ザシキ｣、西側後が「ナンド」ということになる。

〔柱穴〕上屋柱と下屋柱で、柱穴捌力の大きさ、深さに藩しい差がある。

〔建物方位〕梁IⅢの軸方向はN－l・－Eである。

〔柱間寸法〕一見すると、柱間寸法は様々で基準寸法は見出せない。しかし梁、桁の全長を、191cm(6.3尺）

で削ると、それぞれ4Ⅲ1， 91Ⅲで削り切れる。よって全体のプランの設定にはl91cm (6.3尺）を埜地寸法に

したと理解できる。またザシキ部分で4寸角の柱を使用したと想定し、その柱冊の内法寸法を求めると、ザ

シキ部分に6.3尺×3.15尺の畳をぴったり15畳敷くことができる。よって本建物のザシキ部分には畳剖を想

定した内法寸法の柱間寸法が用いられていたと考えられる。

〔出土遺物] P391から寛永通寶(8020)、 P400から肥前産陶器Ⅲ(51")と中|型I産白磁壷(3016)が出土し

た。

〔付属施設〕特にない。

〔建物の性格〕近111民家の主屋である。

〔年代〕柱穴から出土した遺物と、他の亜複する建物の年代観の兼ね合いから18世紀末～19世紀初頭の建物

と推測される。

16SB33 (第21図、写真図版8)

〔位置] nG8e、8f、8g，8h，9e、9f、9g，9hに位置する。

〔亟複] 16SB28、16SB29、16SK5と亜複するが本建物が古い。また16SB30、16SB31、16SB32、

16SB33、l6SB34、16SB35、16SB36とプランが重複するが直接重複する柱穴が無く、遺櫛の切り合い

関係からの前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは1649cm､梁間は582cmである。面積は96.0㎡である。使用した柱穴

は22個である。‐ド腿柱が検出されていないが、本来は存在していたが失われたと推測される。本来は上屋柱

と下屋柱からなる柵造と考えられる。
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番号
さ
』

深
化

底面の標高

(m)

P認1 22．7 22.12

P377 26．4 21.鵠

P型6 26．7 21.弱

P4漣 18.2 狸耐

P4帥 31．2 21.鍋

P512 鱒.8 21.鯛

P517 44.9 21.76

P513 36．0 21．79

P認6 14.9 21.80

P別8 不明 例

P蛇3 31．3 21.77

P認5 27. 2 21.87

P410 17 6 型.01

P3蝿 13 8 型.略

P4伽 畑 5 21.”

P4鯛 20 0 21.泡

P313 42 1 21.別

P315 28 5 21.錦

P”1 20 0 21．95

P“ 39 7 21．89

P3漣 43 9 21.万

P3弱 羽 5 21.95

P制8 19 4 22.鮪

P476 不珊 不明

P認1 郷.9 21.妬

P439 31.5 21．91

P436 43.0 21．81

P391 “､3 21.斜

P3刊 43．8 21.“



〔建物方位〕梁間の軸方向はN－5°－Eである。

〔柱間寸法〕桁行きでは194cmを多用している。これを6で割った数値は32.3cmである。これを任意の1尺と

すると、桁行きで他に使用されているに258.5cmは8尺、291cmは9尺、129.5cmは4尺、梁間の身舎582cmは

18尺=3間となる。よって本建物の寸法には曲尺を用いず、任意の1尺=32.3cmを使用したと推測きれる。

〔出土遺物]P3"から永楽通寶(8012)、 P528から永楽通寶(8014)、 P935から寛永通寶（古寛永8017)、

P953から中国産染付碗("03)と美濃産鉄絵志野皿(5068)が出土した。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕近世民家の主屋である。

〔年代〕柱穴から出土した遺物と、他の砿複する建物の年代観の兼ね合いから17世紀後半の建物と推測され

る。

16SB34(第22図、写真図版8)

〔位世] nG8e、8f、8g，9e、9f、9gに位脳する。

〔重複) 16SB28、16SB29、16SB32、16SE5と重複するが本建物が古い。また16SB30、16SB31、

16SB32、16SB33、16SB35、16SB36とプランが重複するが直接重複する柱穴が無く、遺構の切り合い

関係からの前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは1167cm､梁間は480cmである。面枇は56.0㎡である。使用した柱穴

は9個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-3｡-Eである。

〔柱1m寸法〕桁行きでは2"cmを多用している。これを6で削った数値は34.3cmである。これを任意の1尺と

すると、桁行きで他に使用きれているに171.5emは5尺、梁Ⅲ1の480cmは14尺となる。よって本建物の寸法に

は曲尺を用いず、任意の1尺=34.3cmを使用したと推測される。

〔出土通物〕なし。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕不明であるが、中世後半(16世紀頃）の民家の主屋の可能性が考えられる。

〔年代〕不明であるが、16SB30に先行する中世後半(16世紀頃）の可能性が考えられる。

16SB35(第22図、写真図版8)

〔位置] nG8e、8f、8g，8h，9e、9f、9g，9hに位置する。

〔重複] 16SB32、16SB33、16SB32と亜複するが本建物が古い。また16SB28、16SB29、16SB30、

16SB31、16SB34、16SB36とプランが重複するが直接亜複する柱穴が無く、避栂の切り合い関係からの

前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは1270cm､梁間は480cmである。面禰は61.0㎡である。使用した柱穴

はlO個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN－lo－Wである。

〔柱間寸法〕桁行きでは206cmを多用している。これを6で測った数値は34.3cmである。これを任意の1尺と

すると、桁行きで他に使用されているに189cmは5尺5寸、257cmは7尺5寸、梁IMの480cmは14尺となる。

よって本建物の寸法には曲尺を用いず、任意の1尺=34.3cmを使用したと推測される。
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口

岱号
さ
〕

深
悼

庇醐の揮高

(m)

P認6 44.2 21.81

P3銘 45.4 21.挺

P327 27.6 21,85

P432 33.4 21.“

P4輿-2 17.1 22.鴫

P麹 49.5 21.73

P釘0 詞.7 21.閃

P弱5 37.5 21.御

P函 31．3 21.弱

P知 57.5 21.35

P5勇 29.9 21.開

P別9 不明 不明

P別3 33.7 21.70

P470 61.0 21.錨

P4魂 32.5 21.歯

P3的 麹.6 21.鰯

124“ 7.9 21.81

P鰯5 鋤.1 21.別

P” 例.7 21.51

P鋤 42.9 21.別

P卿 40.8 21．87

P528 不明 不叩I
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〔出土遺物)P284から同安窯青磁碗(3032)、 P474から渥美産III茶碗(2"O)、肥前龍？磁器皿(5045)が

出土した。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕不明であるが、中世後半(16世紀頃）の民家の主屋の可能性が考えられる。

〔年代] 16SB34と同様に16SB30に先行する中世後半(16世紀頃）の可能性が考えられる。しかし、この

年代であるとP474出土の肥前磁器(5(ll5)の年代観17IM:紀前半と合わない。よって年代については不明とせ

ざるを得ない。磁器の年代の再検討が必要である。

16SB36(第23図、写真図版8)

〔位個] nG7e、7f、7g，8e、8f、8g，9e、9f、9gに位世する。

〔箪複] 16SB29と甑複するが本建物が古い。また16SD6と爪複するが本建物が新しい。また16SB28、

16SB29、16SB30、16SB31、16SB32、16SB33、16SB34、16SB36とプランが爪複するが直接亜複

する柱穴が無く、遺柵の切り合い関係からの前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きはll52cm､梁間は576cmである。面積は66.3㎡である。使用した柱穴

は10個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN－5°－Wである。

〔柱間寸法]288cm (9.5尺）を基準寸法に川いている。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB37 (第23図）

〔位置]mGlb、lc、1d，1e、2b、2c、2d，2eに位世する。

〔重複] 16SB41の柱穴と重複するが本建物が新しい。また16SB26、16SB27、16SB38、16SB39、16

SB40、16SB42とプランが重複するが直接亜複する柱穴が無く、遺構の切り合い関係からの前後関係は不

明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは1288cm、梁間は849cmである。面積は109.3㎡である。使用した柱

穴は16個である。身舎と庇からなる建物である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-11．－Eである。

〔柱間寸法]288cm (9.5尺）を多用している。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。近世には下らない建物と推測される。

16SB"(第24図、写真図版8)

〔位置)mGOb、Oc、Od、Oe、lb、lc、ld、leに位世する。
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群号
さ
』

槻
伸

腹面の標高

(m)

P1175 9.2 22.帆

P鋤1 25.8 21．79

P蕊 郷.9 21.鱒

P918 郷.3 21.配

P4郷 32.3 21.85

P462 8.2 21.79

P467 7.3 21.鯛

P銘7 14.4 21．74

不珊 51．5 21．42

P蛾 10．6 21.万

貯号
さ
釧

派
に

咲画の標高

(m)

P侭I 3,6 22:27

Pl2的 9.9 22.12

P“1 8.0 ﾂ2:”

P7 3.2 22.24

PlO 5.1 型.18

P麹 6.9 ”猛

IJl210 6.8 鰯.砺

P弱I 20.2 22.21

P艶8 7.8 22.51

P28 33.7 22二25

P20 43.2 Z2．15

P243 詔.7 型.側

Pl135 坊.1 型.豹

P卿 型.8 露.31

I》認9 14.0 22二29

P2劉 20.8 22.11



〔重複] 16SB41、16SB42、16SB47、16SD5、16SD8と箪複するが本建物が古い。また16SB37、

16SB39、16SB40、16SB43、l6SB44、16SB45、16SB46、16SB47とプランが重複するが直接近複

する柱穴が無く、過櫛の切り合い関係からの前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは1212.5cm､梁間は696cmである。而俄は84.4㎡である。使用した柱

穴は26個である。身舎と庇からなる建物である。

〔建物方位〕梁川の軸方向はN-13・一Eである。

〔柱間寸法〕桁行きでは242.5cm (8.0尺）を使用している。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕建物の形態から12世紀に閥する可能性が高いと思われる。

16SB39(第24図、写真図版9)

〔位置]mGob、Oc、lb、lcに位侭する。

〔重複] 16SB56と重複するが本建物が新しい。また16SB37、16SB38、16SB40、16SB41、16SB

42、16SB43、16SB44、16SB45、16SB46、16SB47、16SB48、16SB49、16SB50、16SB51、16

SB52、16SB53、16SB54、16SB55、16SB57、16SB"とプランが亜襖するが直接璽複する柱穴が無

く、遺構の切り合い関係からの前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは848cm、梁間は485cmである。面積は41.1㎡である。使用した柱穴

は8個である。耐西側は調査区境の撹乱のため失われている。

〔建物方位〕桁行きの軸方向はN－7．－Eである。

〔柱間寸法〕桁行きでは212cm(7.0尺）を使用している。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施股〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB40(第25図）

〔位置]mGOc、0d，1c、1dに位置する。

〔亜複] 16SB38の柱穴と接するが前後関係は確定できない。また16SB37、16SB39、16SB41、16SB

42、16SB43、16SB44、16SB45、16SB46とプランが爪複するが直接攻複する柱穴が無く、巡櫛の切り

合い関係からの前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは564cm、梁ⅢIは540cmである。而稲は30.5㎡である。使用した柱穴

は8個である。21III×2間の総柱建物である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN－2°－Wである。

〔柱間寸法〕桁行きでは282cm (9,3尺)、梁間では270cm (8.9尺）を使用している。

〔出土遺物] Pll4から常滑産陶器翌(2025)が出土している。

〔付属施設〕特になし。
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勝号
さ
〕

湶
恒

底面の標高

(、）

P割 47.1 22.12

P971 32.1 翌22

P】1” ‘1.1 22.蝿

ID割5 0．3 22.溺

IDll麹 1．0 型.07

P218 ,1.2 型.的

1,30 1.‘1 22.18

P蝿2 4.0 22.12

不明 3.5 22.10

P2.1‘1 7.1 22.蝿

12鯉） 3.5 22.10

P錫7 7.9 型.19

P973 詞 ２ 蛇.”

Pll8 30 2 22.20

Pll6 25 9 22.23

PlO1 33 9 22.15

P2的 39.6 22.岨

P221 麹.5 22.12

P躯 野.1 理.鰹

P鞠-2 21．0 鰯 側

Pll卿 36.0 型 21

P師 28,9 22 26

P101 36.9 22 13

P205 26.2 22.13

Pl蝿 9.6 壁.割

PI認2 9．1 21.”



〔建物の性格〕高床の倉庫の可能性もあるが不明である。

〔年代〕不明である。近世に下る可能性は非常に低い。

16SB41 (第25図）

〔位置]mGob、Oc、Od，lb、lc、ldに位置する。

〔重複] 16SB37、38と菰複するが本述物が古い。また16SB40、16SB41、16SB42、16SB43、16SB

44、16SB45、16SB46とプランが皿複するが直接垂複する柱穴が無く、遺榊の切り合い関係からの前後i則

係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは739cm、梁間は409cmである。面穣は30.2㎡である。使用した柱穴

は7個である。

〔建物方位〕梁IIMの軸方向はN-6°一Wである。

〔柱間寸法〕様々な寸法を用いており、蕪恥寸法を見出せない。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB42(第25図、写真図版9)

〔位瞳]mGOb、Oc，Od，lb，lc、ldに位置する。

〔重複] 16SB43、16SB52の柱穴と、複するが本建物が古い。また16SB37、16SB38、16SB39、16S

B40、16SB41、16SB43、16SB44、16SB45、16SB46、16SB47、16SB48、16SB49、16SB50、

16SB57とプランが重複するが直接亜複する柱穴が無く、遺柵の切り合い関係からの前後関係は不明であ

る。

〔平面形式〕掘立柱建物である。調査区外西側にプランが伸びている。桁行きは検出された分で597cm､梁Ⅲl

は540cmである。検出された分の面積は32.2㎡である。使用した柱穴は9個である。

〔建物方位〕梁IⅢの軸方向はN－6o－Eである。

〔柱1m寸法〕棟々な寸法を用いており、蝉V!寸法を見出せない。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB43(第26図、写真図版9)

〔位置]mGOb、Oc、Od，lb，lc、ldに位慨する。

〔重複] 16SB42の柱穴と重複するが本建物が新しい。また16SB"の柱穴と重複するが本建物が古い。ま

た16SB38、16SB39、16SB40、16SB41、16SB44、16SB45、16SB46、16SB47、16SB48、16S

B49、16SB57とプランが軍複するが直接亜複する柱穴が無く、過櫛の切り合い関係からの前後関係は不明

である。
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〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは982cm、梁間は509cmである。面積は50.0㎡である。使用した柱穴

は10個である。

〔建物方位〕梁illlの軸方向はN-13｡-Eである。

〔柱間寸法〕桁行きでは245.5cm (8.1尺）を使用している。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕特になし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB"(第26図）

〔位置]mGob、Oc、Od，lb、lc、ldに位瞳する。

〔重複] 16SB46の柱穴と重複するが本建物が古い。また16SB39、16SB40、16SB41、16SB42、16S

B43、16SB45、16SB47、16SB48、16SB49、16SB50、16SB51、16SB52、16SB53、16SB57と

プランが重複するが直接砿複する柱穴が無く、過櫛の切り合い関係からの前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。調査区外西側にプランが伸びている。桁行きは検州された分で668cm､梁間

はMO.5cmである。検出された分の而械は36.1㎡である。使用した柱穴は8個である。

〔建物方位〕梁川の軸方向はN-14o－Eである。

〔柱間寸法〕桁行きでは159cm (5.25尺）を多用している。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB45(第26図）

〔位置]mGob、Oc、lb、lcに位置する。

〔重複] 16SB46の柱穴と重複するが本建物が新しい。また16SB55の柱穴と亜複するが本建物が古い。ま

た16SB39、16SB40、16SB41、16SB42、16SB43、16SB44、16SB47、16SB48、16SB49、16S

B50、16SB51、16SB52、16SB53、16SB55、16SB56、16SB57とプランが砿複するが直接亜複する

柱穴が無く、避栂の切り合い関係からの前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。調森区外西側にプランが伸びている。桁行きは検出された分で515cm､梁Ⅲ1

は515cmである。検出された分の面積は26.5㎡である。使用した柱穴は5個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-10°－Eである。

〔柱間寸法)257.5cm (8.5尺）を基地寸法にしている。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。
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併号
さ
ゴ

深
Ｉ

底面の標高

(m)

P郵 25.7 22.30

P制 33 5 22 20

Plll 39 6 型 13

P】鱒 27 0 22 和

P湾6 17 0 理 鱈

PlOl5 42 0 型 11

P65 48 ２ 型 的

P46 39‘1 型 11

P劉卿 31 6 22 10

PI鱒 15 7 22 18

毎号
ざ
刺

深
く

底面の標高

(m)

P11釦 不I#l 不明

Pll2 32.7 2Z､17

P郷2 鋤.9 型.13

'’216 9.6 鍵.銘

P鋤 19.8 型.27

P8抑 40.5 錘.17

P1認 弱.7 22.鱈

P1別 19．7 22.25

符号
深さ

(cQ)

底面の標高

(m)

Pll9 40.9 執.9

P115 羽.2 型.帥

Pl鰯 ”.0 空.17

P70 47.8 理.11

P別 47.1 型.“



16SB46(第27図、写真図版9)

〔位置] nG9c、9d，9e、ⅢGOc、0d，0e、lc、lb、1dに位置する。

〔重複] 16SB45、16SB58の柱穴、16SD5と通複するが本述物が古い。また16SB39、16SB40、16S

B41、16SB42、l6SB43、16SB44、16SB47、16SB48、16SB49、16SB50、16SB51､､ 16SB

52、16SB53、16SB56、16SB57とプランが敵複するが直接重複する柱穴が無く、遺柵の切り合い関係か

らの前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは863cm､梁IMIは666cmである。検出された分のⅢi柵は57.5㎡である。

使用した柱穴は23個である。2間×3間の身舎に四而庇が付く形態である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN－5．－Eである。

〔柱II1寸法〕身舎では197cm (6.5尺)、庇は136cm (4.5尺）を鵬湫寸法にしている。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代] 12世紀の可能性が高い。

16SB47 (第27図、写真図版9)

〔位置] nG9c、9d，ⅢGOc、Odに位股する。

〔重複] 16SB38の柱穴と亜複するが本建物が新しい。また16SB50の桃穴と重複するが本建物が古い。ま

た16SB39、16SB42、16SB43、16SB44、16SB45、16SB46、16SB48、16SB49、16SB50、16S

B51、16SB52、16SB53、16SBSI, l6SB55、16SB"、l6SB58とプランが亜複するが直接亜複する

柱穴が無く、過櫛の切り合い関係からの前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは775cm、梁間は456cmである。面積は35.3㎡である。使用した柱穴

は8個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-ll．－Eである。

〔柱間寸法〕様々な寸法を用いており、基準寸法を見出せない。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施股〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB48(第27図）

〔位澄] nG9d、ⅢGOdに位置する。

〔亜複] 16SB28の柱穴と接するが前後関係を判断できない、おそらく本建物が古い。また16SB42、16S

B43、16SB47、l6SB49、16SB50、16SB51、16SB52、16SB53、16SB54、l6SB55とプランが亜

複するが直接重複する柱穴が無く、遺構の切り合いIMI係からの前後関係は不明である。

〔平面形式〕棚立柱建物である。桁行きは576cm、梁間は3"cmである。而積は21.0㎡である。使用した柱穴

は8個である。

〔建物方位〕桁行きの軸方向はN－6°－Eである。
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貯号
き
旬

深
Ｉ

底面の標高

(m)

I〕113 32．2 型．9

I》110 34.2 型，1

P別0 14.1 22. 6

P幻5 湖.9 型．２

Pll” 不明 不明

Ip8刃 26.0 璽二2品

F1(坊 15 6 鰯.31

P215 20 5 露.27

P219 14 4 22.31

Pll鍋 33 3 22.19

P1㈹ 16 3 型.訓

P侭 獺 2 狸_21

P47 調 6 型麺

P37 湖 0 22.17

I》187 湖 8 22.脚

Pl91 20．4 22,11

P27(） 10．4 22.13

P刃 41．4 22.16

P55 41．0 型.l‘8

P期 45．0 型.“

F1鰯 鱒.9 型.侭

Pl79 26.1 22.05

P1163 12.2 22.07

番号
ざ
帥

深
に

底測の標高

(m)

P95 8.5 22.36

P“ 3.0 2Z､36

P躯 7.9 型.12

Pl“ ﾘI 不珊

Pl2語 2.1 型.13

P76 40.3 型.13

P” 劉.9 22.的

Pl73 24.(） 鰯.卿

竹9．
ざ
ｊ

潔
他

底Ⅲiの標商

(m)

P殿 認.9 理.12

P 蝿 鋼 3 理 14

P 95 13 3 認 鋤

P 3 17 4 22 27

P 髄 17 8 22 17

P 師 21 4 22 10

P ７ 釦 5 22 別

P お 18 6 型 13

P876 14 0 型 鄭



〔柱間寸法) 197cm(6.5尺）と182cm (6.0尺）を使用している。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施股〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB49(第28図）

〔位置]mGob、Oc、Od，lb、lc、ldに位置する。

〔重複] 16SB43の柱穴と重複するが本建物が新しい。また16SD5と醜複するが本建物が古い。また16S

B39、16SB40、16SB41、l6SB42、16SB44、16SB45、16SB46、16SB47､､ 16SB48、16SB57

とプランが砿複するが直接攻複する柱穴が無く、巡僻の切り合い関係からの前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは1012cm､梁間は509c画である。面積は51.5㎡である。使用した柱穴

は6個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN－9°一Eである。

〔柱間寸法]254.5cm(8.4尺）を基準寸法として使用している。

〔出土過物〕なし。

〔付閥施般〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB"(第28図）

〔位置] nG9b、9c、9d，ⅢGOb、Oc、Odに位置する。

〔重複] 16SB52、16SB53、l6SB55、16SB56、16SB57、16SB58とプランがⅢ複するが直接重複す

る柱穴が無く、遺櫛の切り合い関係からの前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは591cm、梁間は357cmである。面積は21.1㎡である。使用した柱穴

は6個である。

〔建物方位〕梁川の軸方向はN-15。－Eである。

〔柱間寸法〕桁行きでは197cm (6.5尺）を使用している。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施股〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。
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裕号
さ
帥

深
に

嵯面の際高

(m)

P 129 泌.0 22.”

P (蝿 狐.6 22 11

ID 016 45.6 22 07

ID ５ 39.7 22 11

P 01 型.2 漣 的

P 卯 勢.5 型、

冊サ
さ
』

深
伸

底面の標高

(m)

P髭 狗.3 型.型

P40 幻.4 型 26

P2舵 21．4 漣 21

P67 45.3 22 16

P73 32.4 22 23

P77 31．0 22 20

岱吟．
さ
Ｉ

潔
や

底面の標高

(m)

P8泡 認.6 麓.26

I〕割〃 10 5 22 31

P割X〕 24 0 22 11

P878 23 6 理 31

Pl7】 10 4 型 17



16SB51 (第28ul)

〔位置] nG9c、9d，ⅢGOc、0dに位置する。

〔砿複] 16SB29の柱穴とⅢ複するが本建物が古い。また16SB42、16SB49、16SB釦、16SB52、16S

B53、16SB54、16SB55、16SB56、16SB58とプランがili複するが直接顛複する柱穴が無く、過櫛の切

り合い関係からの前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは736cm、梁間は421cmである。而積は31.0㎡である。使用した柱穴

は5個である。

〔建物方位〕梁lulの軸方向はN－8°－Eである。

〔柱間寸法〕桁行きでは245.5cm (8.l尺）を使用している。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB"(第29図）

〔位置) nG9b、9c、mGob、Ocに位髄する。

〔砿複) 16SB42の柱穴、16SD2と亜複するが本建物が古い。また16SB53、16SB55、16SB56、16S

B57、16SB58、16SB59、16SB61とプランが重複するが直接重複する柱穴が無く、通櫛の切り合い関係

からの前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは7"cm、梁|川は432cmである。面積は33.0㎡である。使用した柱穴

は7個である。

〔建物方位〕桁行きの軸方向はN-20°－Eである。

〔柱間寸法〕桁行きでは191cm (6.3尺)、梁間では216cm (7.1尺）を使用している。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB53(第29図、写真図版9)

〔位置] nG9c、9d、mGOc、Odに位世する。

〔璽複] 16SD3と並複するがおそらく本建物が古い。また16SB52、16SB54、16SB55、16SB56、16

SB58とプランが茄複するが直接砿複する柱穴が無く、遺栂の切り合い関係からの前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは663cm、梁間は331.5cmである。面積は22.0㎡である。使用した柱

穴は7個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-20o－Eである。

〔柱間寸法〕桁行きでは221cm (7.3尺）を使用している。

〔出土過物〕なし。

〔付属施設〕特になし。
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苗号
さ
１

淀
や

唾面の標高

(m)

P槻-1 35.2 諺.21

P礎 32.5 22 19

P41 9.4 鯉 41

P帥 25 7 22 28

P鮪 26 5 鰯 24

Pll弱 2 4 型 21

Pll57 期 4 型 ”

群B・
ざ
甸

深
Ｉ

底面の捌商

(m)

P卸 妬.4 22.21

P48 穂.4 型 25

P44 駒 4 型“

Pl鯉 26 8 型 的

P"-2 27 3 型 30

P877 24 0 22 30

P的 23 5 型 21



〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB"(第29図、写真図版9)

〔位置] IG9d，9eに位徴する。

〔重複] 16SB48、16SB55とプランが虹複するが頂接愈複する柱穴が無く、遺栂の切り合い関係からの前

後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは6"cm、梁間は3"cmである。面積は23.2㎡である。使用した柱穴

は7個である。

〔建物方位〕梁lⅢの軸方向はN-15°一Eである。

〔柱間寸法〕桁行きでは2"cm (6.6尺）を使用している。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施股〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB"(第30図）

〔位置] nG8b、8c、8d，9b、9c、9dに位置する。

〔重複] 16SB45の柱穴と飯複するが本建物が新しい。また16SB52、16SB53、16SB54、16SB56、l6

SB57、16SB"、16SB59、16SB61とプランが並複するが直接並複する柱穴が無く、遡榊の切り合い側

係からの前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは924cm、梁間は5"cmである。面積は48.4㎡である。使用した柱穴

は9個である。

〔建物方位〕梁I川の軸方向はN-12°－Eである。

〔柱間寸法〕桁行きでは185cm(6.l尺）を使用している。

〔出土遺物) P889から古代の須恵器長頚壷(33)が出土した。

〔付属施股〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB56(第30図）

〔位置] nG8b、8c、9b、9c、mGOb、Ocに位画する。

〔敢複] 16SB39の柱穴と飯複するが本建物が古い。また16SB52、16SB53、16SB55、16SB57、16S

B58、16SB59、16SB61とプランが重複するが直接Ⅲ複する柱穴が無く、遺栂の切り合い関係からの前後

関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。調査区外西側にプランが伸びており、全体の平面形は不明である。桁行き

は780cm、梁川は不明である。使用した柱穴は5個である。

〔建物方位〕桁行きの軸方向はN-15．－Eである。

－56－



16SB55

③堕竺oEZL@E聖－9重三
16SB55
N-12．－E

今租｡so

芒－鰈。
ｎ
）

一一一一

辛帥・

MZ

↓雲16SB56

W;z&
季
匡
．
罵
）
８
今
麗（

望
唖
空
７
－
（
匿
勾
己

同
昌
旬
一
⑤
。
口
》
吟
○
剣

８Ｐ
Ｉ

ｃ

拶
「 鶏
W"d1 3s 3弱

▲，

0 4m

トー一一一

第30図堀立柱建物⑳

－57－



〔柱間寸法〕桁行きでは191cm (6.3尺）を多用している。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB57(第30図）

〔位置] nG9b、ⅢGObに位慨する。

〔重複] 16SB39の柱穴と重複するが本建物が古い。また16SB38、16SB41、16SB42、16SB43、16S

B44、16SB45、16SB46、16SB49、16SB50、16SB52、16SB55、16SB56、16SB58、16SB61と

プランが璽複するが直接亜複する柱穴が無く、遺櫛の切り合い関係からの前後I卿係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。調在区外西側にプランが伸びており、全体の平面形は不明である。桁行き

は783cm、梁間は不明である。使〃Iした柱穴は4個である。

〔建物方位〕桁行きの軸方向はN－6°－Eである。

〔柱間寸法〕桁行きでは261cm (8.6尺）を多用している。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB"(第30図）

〔位置] UG8c、9cに位置する。

〔重複] 16SB46の柱穴と政複するが本建物が新しい。また16SB38、16SB45、16SB50、16SB51、16

SB52、16SB53、16SB55、16SB56、16SB57、16SB61とプランが並複するが直接亜複する柱穴が無

く、遺構の切り合い関係からの前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。調在区外西側にプランが伸びており、全体の平面形は不明である。桁行き

は645cm，梁IⅢは不明である。使用した柱穴は4個である。

〔建物方位〕桁行きの軸方向はN－2°－Wである。

〔柱間寸法〕桁行きでは215cm (7.1尺）を多用している。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB59(第31図）

〔位憧] UG7c、7d，8c、8dに位置する。

〔虹複] 16SB52、16SB55、16SB60、16SB61とプランが並複するが直接亜複する柱穴が無く、週柵の

切り合い関係からの前後関係は不明である。
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儲叶
き
』

深
化

KIniの偲高

(m)

Pl31 24．5 型.25

Pl32 38.2 22．05

P 28 26.7 22．05

P 花 27.4 22．02

P 45 18.4 21．91

Ip ･18 6.2 型.10

I〕 釦 11．6 錘.鯉

俳号
さ
却

深
Ｉ

臘面の標高

(m)

PlM】 11．5 22.“

IDl‘12 詞 0 21 銘

Pl57 10
《
４
６ 型 13

Pll弱 11 0 型 11

P” 8 1 21 81

笹り．
さ
』

深
い

睡而の標高

(m)

P“ 17.5 型.錘

Pl幻 12 5 型 漣

Pll62 67 9 21 帥

Pl認 76 0 21 67

P138 35 3 21 蝿

Pl41 8.1 22 的

P”1 10．3 21 鯉



〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは558cm、梁間は403cmである。面棚は22.5㎡である。使用した柱穴

は7個である。

〔建物方位〕梁間の軸方lilはN－3°－Wである。

〔柱間寸法〕桁行きでは186cm (6.15尺）を使用している。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施股〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SBm(第31図）

〔位置] nG7c、7d，8c、8dに位慨する。

〔重複] 16SB59、16SB61とプランが菰複するが直接戒複する柱穴が無く、避構の切り合い関係からの前

後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは663cm、梁間は331.5cmである。而稿は21.0㎡である。使用した柱

穴は5個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-12°一Wである。

〔柱間寸法〕桁行きでは221cm (7.3.尺）を使用している。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕特になし。

〔述物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB61 (第31図）

〔位世] nG7b、7c、8b、8cに位世する。

〔重複) 16SB52、16SB55、16SB56、16SB57、16SB59、16SB60とプランが重複するが直接重複す

る柱穴が無く、遺櫛の切り合い関係からの前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。調査区外南IIM側にプランが延び、全体形は不明である。検出された分で桁

行きは6"cm，梁間は730cmである。面欲は47.7㎡である。使用した柱穴は7個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-37°一Eである。

〔柱IU寸法〕棟々な寸法を用いており雅蝕寸法を見出し難い。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB62(第32図）

〔位慨)mG6h、6 i 、 7 iに位樋する。束半は19次、21次調査区である。

〔亜複] 16SK37と亜複するが本建物が新しい。また16SB2、16SB6、16SB63、16SB64とプランが

一切一
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冊･吟
さ
帥

深
に

"miの標研

(m)

1,噸 31.6 型.24

P油 45 1 型 13

P花5 11 8 型 43

P7弱 詞 1 型 17

P7銘 26 6 鰯 雪

l9Pl的 幻 3 型 13

儲号
き
帥

深
に

底面の侭間

(m)

P7印 49.7 22.“

P761 郷.9 22 13

P閥5 不明 ’明

P810 39.2 22 】2

l9Pl9】 18．4 22 18

l9IDl鋤 ･10．0 21 蝿

191〕鋤 11．8 21 碗

l9ID劉 14.3 21 躯

冊り．
さ
帥

深
に

底面の槻商

(m)

P751 21.9 21.31

P7艶 45.6 22 01

P7弱 35.2 型 07

Pl215 17 3 理 18

PI帆4 期 4 型 鴫

l9Pl” 38 6 型 11

l9Pl78 52 0 21 87

l9Pl81 33 1 21 ”

l9P21 22.2 21 錦



重複するが直接重複する柱穴が無く、遺柵の切り合い関係からの前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは519cm、梁間は311.5cmである。面積は16.2㎡である。使用した柱

穴は6個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-12o－Eである。

〔柱間寸法〕桁行きでは173cm (5.7尺）を用いている。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB63(第32図、写真図版9)

〔位置]mG5h，5 i、 6h，6iに位世する。東半は19次、21次調森区である。

〔重複] 16SK30と虹複するが本建物が古い。また16SK36と重複するが本建物が新しい。また16SB6、

16SB62、16SB64、16SB65とプランが政複するが直接飯複する柱穴が無く、遺櫛の切り合い関係からの

前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは666cm、梁川は444cmである。而稲は29.6㎡である。使用した柱穴

は8個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN－3o－Wである。

〔柱間寸法]222cm(7.3尺）を基準寸法に用いている。

〔出土遺物] P761から陶器仏飯器？（5116）が川土している。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕出土した陶器から19世紀前半以降の年代が推測される。

16SB64(第32図、写真図版10)

〔位侭]mG5g、5h，5 i 、 69，6h，6iに位価する。東半は19次、21次調査区である。

〔璽複] 16SK37と攻複するが本建物が新しい。また16SK31と接するが前後関係を判断できなかった。ま

た16SB62、16SB63、16SB65、16SEllとプランが重複するが直接重複する柱穴が無く、遺構の切り合

い関係からの前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱述物である。桁行きは106.75cm､梁IIIは466cmである。面欄は49.7㎡である。使用した柱

穴は10個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN－3°－Wである。

〔柱間寸法〕桁行きでは233cmを多用している。これを6で割った数値は38.8cmである。これを任意の1尺と

すると､桁行きで他に使用されているに310.5cmは8尺、291cmは7尺5寸､梁Ⅲの466cmは12尺=2間となる。

よって本建物の寸法には曲尺を用いず、任意の1尺=38.8cmを使用したと推測される。

〔出土過物〕なし。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕不明であるが、中世後半(16世紀頃）の民家の主屋の可能性が考えられる。
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喬号
さ
』

深
い

底面の標高

(m)

Pl“3 銘.3 型.10

P757 麹.2 22.17

P帥1 12．3 型.認

P” 25.4 理.12

P814 鋤.5 22.“

l9Pl髄 詔.3 型.肥

l9P1x） 37.9 鰯,伽

岱号
き
〕

深
伸

底面の標高

(m)

P813 18.5 露.18

P697 錫.8 露.01

9F171 15．1 型.16

9P169 銘.0 型.的

9Pl例 不W1 不明

9F1“ 14．6 型.18

9P1別 】3.4 22.11
番号

さ
１

深
伸

底面の棉高

(m)

P副1 6.0 21.92

P95l 46.2 2L48

P613 釦.3 21.85

P5弱 釦.2 21.33

P1別2 36.5 21．28

Pl粥3 35.2 21.39

l9P614 12.2 21.副

l9P615 9.6 21.37



〔年代〕不明であるが、中世後半の可能性がある。

16SB65(第33図、写典図版10)

〔位置]mG5h、6hに位慨する。東半は19次、21次澗査区である。

〔重複] 16SK29と重複するが本建物が新しい。また16SB64、16SB66とプランが重複するが直接重複す

る柱穴が無く、遡柵の切り合い関係からの前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは636cm、梁IMIは409cmである。面祇は26.0㎡である。使用した柱穴

は7個である。

〔建物方位〕梁間の軸方IhlはN－6°－Eである。

〔柱IIII寸法〕桁行きでは212cm (7.0尺）を使用している。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB66(第33図）

〔位世]mG4 i 、4j 、 5 i 、 5jに位世する。東半は19次、21次調査区である。

〔重複] 16SB65、16SE13、16SD12とプランが砿複するが直接重複する柱穴が無く、遺櫛の切り合い関

係からの前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは573cm、梁Ⅲ1は382cmである。而概は21.9㎡である。使用した柱穴

は7個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN－5°－Eである。

〔柱lⅢ寸法] 191cm (6.3尺）を基地寸法に使用している。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB67(第33図）

〔位慨] nG8h，8i 、 9h，9 iに位価する。北東半は19次、21次鯛査区である。

〔重複] 16SB33の柱穴と亜複するが前後関係を明らかにできなかった。また建物のプラン内に16SKllが

存在するが同時存在の可能性がある。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは944.5cm、梁I川は400cmである。面柵は37.8㎡である。使用した柱

穴は8個である。

〔建物方位〕桁行きの軸方向はN-3｡-Wである。

〔柱間寸法〕桁行きでは218cm (7.2尺）を多用している。

〔出土過物]P555から肥前磁器碗(5013) とP941から産地不明陶器碗(5099)が出土している。

〔付属施設〕建物内部に取り込まれる状態の16SKllが伴う可能性が高い。

一例一



〔建物の性格〕近世民家の附属屋の可能性が高い。16SK11が厩の窪みの可能性がある。

〔年代〕出土遺物から近世の建物と判断できる。主屋である16SB28か16SB29に伴う可能性が高い。

16SB"(第34図）

〔位置]mGlh、l i 、2h，2 iに位置する。東半は19次、21次調査区である。

〔亜複] 16SB20、16SE69とプランが亜複するが直接箪複する柱穴が無く、遺柵の切り合い関係からの前

後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは636cm、梁間は382cmである。面積は24.3㎡である。使用した柱穴

は8個である。

〔建物方位〕梁IIHの軸方向はN－6°一Eである。

〔柱間寸法〕桁行きでは212cm (7.0尺）を使用している。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施股〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SB69(第34図）

〔位置]mGlh，l i 、2h，2 iに位置する。東半は19次、21次調査区である。

〔重複] 16SB69とプランが爪複するが直接Ⅲ複する柱穴が無く、遺構の切り合い関係からの前後関係は不

明である。
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岳号
さ
１

源
や

底面の標商

(m)

P612 32.2 21.蝿

P4” 鯛.8 21 95

P1321 30.7 22 02

9P278 12.2 22 16

9Pl40 郷 9 21 92
■
■
Ⅱ
■
■■

9Pl錦 ９ 0 型 11
《
■
Ⅱ
日
■
■

91》135 盤 4 型 鱒

■
Ⅱ
日
■
9P605 認 6 21 蝿

稀号
さ
副

深
く

底面の標高

(m)

I》613 釦.3 21.85

P“ 不明 ］明

l9P4河 34.7 21 82

l9P136 49.5 21 師

l9Pl34 19．1 22 脚

l9Pl31 31.0 21 例

19P4河 35.0 21 80



〔平面形式〕掘立柱建物である。南北辺382cm、東西辺は382cmである。面積は14.6㎡である。使用した柱穴

は7個である。

〔建物方位〕南北辺の軸方向はN－1°一Wである。

〔柱間寸法] 191cm (6.3尺）を基地寸法に使用している。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

2柱列

柱穴が直線上に並ぶが、建物に組めないものを柱列とした。5条示した。

16柱列1 （第35図）

〔位置]mG5e、6eに位慨する。

〔重複] 16SE9とプランが甑複するが直接砿複する柱穴が無く、遺櫛の切り合い関係からの前後関係は不

明である。

〔平面形式〕全長は600cmである。使用した住穴は4個である。

〔軸方向〕南北辺の軸方向はN-4｡-Wである。

〔柱間寸法)2"cm(6.8尺）を多用している。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16柱列2 （第35図）

〔位置]mG5c、5dに位慨する。

〔電複] 16SB15の柱穴と亜複するが本柱列が新しい｡また16SD13と爪複するが前後関係は明らかでない。

また16SB13とプランが亜複するが直接亜複する柱穴が無く、悩櫛の切り合い|則係からの前後関係は不明で

ある。

〔平面形式〕全長は925cmである。使用した柱穴は5個である。

〔軸方向〕軸方向はN-86°－Wである。これと直交する角度はN－4°－Eになる。

〔柱間寸法] 188cm (6.2尺）と173cm (5.7尺）を多用している。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16柱列3

〔位世〕

〔重複〕

（第35図）

mG4c、4dに位股する。

16SB17の柱穴と重複するが本柱列が新しい。また16SD20とプランが重複するが直接重複する柱
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毎号
垂
ご
、
〃

深
催

底面の擦高

(m)

P7闘 7.8 認.47

P7鍵 9.4 塊.46

1,7鰐 10．8 22.41

P7側 21．6 22.型

P7⑱ 18.1 22.35

俳号

些
ざ
、
８
Ｊ

深
嶮

底面の標高

(m)

P“1 20.‘I 22.25

1,707 副).I 22.25

P7的 15.7 22.33

P711 18.0 22.25

冊り．
さ
帥

深
に

"niの佃高

(m)

P1193 16.5 22.27

P6万 不lﾘI 不ﾘI

P1割5 不叩I 不明

Pl別8 6.1 22.55

P1割9 12.1 22.49

番号
き
〕

深
嶮

底面の侃商

(m)

I〕11弱 不叩I 不叩I

P81 16.7 22.42

P‘12 鋤.2 型.21

P卸 型.9 型.18

舟号
冬
ｊ

深
恒

底面の傾商

(m)

P1262 5.8 型.61

P829 7.5 型.45

P噸 10.5 22.36

P6鴎 6.6 22.40



穴が無く、遺栂の切り合い関係からの前後関係は不明である。

〔平面形式〕全長は922cmである。使用した柱穴は5個である。

〔軸方向〕軸方If1はN-83．－Wである。これと直交する角度はN－7o－Eになる。

〔柱間寸法]282cm(9.3尺）と179cm(5.9尺）を使用している。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16柱列4 （第35図）

〔位世]mG9b、9cに位趾する。

〔亜複] 16SB45、16SB46、16SB48、16SB50、16SB52、16SB53とプランが重複するが直接近複す

る柱穴が無く、遺櫛の切り合い関係からの前後関係は不明である。

〔平而形式〕全畏は727cmである。使用した柱穴は4個である。

〔軸方向〕軸方向はN-88｡-Wである。これと直交する角度はN－2･－Eになる。

〔柱間寸法]248.5cm(8.2尺）を多用している。

〔出土巡物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16柱列5（第35図）

〔位世]mG5c、5dに位股する。

〔重複] 16SB13、16SB15とプランが亜複するが直接唾複する柱穴が無く、遺構の切り合い関係からの前

後l則係は不明である。

〔平面形式〕全長は705cmである。使用した柱穴は4個である。

〔軸方向〕軸方向はN-60o－Wである。これと直交する角度はN-30o－Eになる。

〔柱1II寸法]242cm(8.0尺）を多用している。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。
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3井戸状遺構

検出面からの深さが200cm以上の遺櫛を井戸とした。14基を示した。遺櫛の性格は井戸の可能性が高いが、

井戸以外の用途も存在し得る。

16SE1 (第36図、写真図版10)

〔位置]mGOhに位髄する。

唾複] 16SI l、16SB23と重複するが本井戸が新しい。

〔形態〕開口部は円形である。底面は概ね平坦である。断面形は開口部がやや開く形態である。確認面から

の深さは364cmである。底面の標商は18,64mである。

〔塊士〕5肘に分けられる。人為的に埋め戻した土と推測される。3用には大きめの礫を含む。

〔出土遺物〕埋土中から土師器内黒ロクロ坏（20)、ロクロかわらけ(1105)、肥前磁器小杯(5050)が出土

した。

〔性格〕井戸である。

〔年代〕出土した肥前磁器から18世紀以降の年代に属する。

16SE2 (第36図、写真図版10)

〔位置]mGOe、0fに位世する。

〔重複] 16SK12と重複するが本井戸が新しい。また近世民家の主屋l6SB28、16SB32と亜複するが、お

そらく本井戸が新しい。

〔形態〕開口部はIII形である。底伽は概ね平坦である。断而形は砿がほぼ正直に落ちる形態である。確遡面

からの深さは326cmである。底面の標高は18.94mである。

〔埋土〕4層に分けられる。人為的に埋め戻した土と推測される。

〔出土遺物〕埋土中から肥前磁器碗(5014, 5015)、砿石(7"l，7"6)が出土した。

〔性格〕井戸である。

〔年代〕出土した肥前磁器と重複する近世民家の主屋の年代観から19世紀以降の年代に属する可能性が高

いo

16SE3 (第36図、写真図版ll)

〔位置]mG3g、3hに位置する。

〔垂複) 16SI lと亜複するが本井jゴが新しい。またl6SB22のプランと亜複するが戒接切り合う部分が無

く前後関係は不明である。

〔形態〕開口部は円形である。底面は概ね平坦である。断面形はII!ほどで径がすぼまる形態である。確認而

からの深ざは353cmである。底面の標高は18.66mである。

〔埋土〕7職に分けられる。埋土下半の5～7増は人為的に埋め戻した土と推測される。

〔出土遺物〕埋土中から白磁壷(3020)が出土した。またl咽中から瀬戸美濃産灰釉皿(5057)、美濃産志野

Ⅲ（5058,5059)、瀬戸美概産鉄釉皿(5060)、肥前産（唐津)m(5061)、朝鮮産瓶(5062)、木製釣瓶

(6"l)、漆器椀(6009)横槌(6010)が一括状態で出土した。

〔性格〕井戸である。
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〔年代] 1層中の出土遺物から17世紀初頭に廃絶した井戸と理解できる。

16SE4 (第37図、写典図版ll)

〔位置]mGof、ogに位世する。

〔重複〕なし。

〔形態〕開口部は円形である。底面は概ね平坦である。断面形は底面に向かうにつれ、径が小さくなる形態

である。確認面からの深さは353cmである。底面の標高は18.58mである。

〔埋土〕6層に分けられる。人為堆積と推測きれるがはっきりしない。

〔出土遺物〕埋土中から肥前産磁器碗(5016, 5025)、大堀相馬産陶器碗(5096)、在地産陶器おはく．ろ壷

(5117)が出土した。また底面から桶の側板(6007)が川土した。

〔性格〕井戸である。

〔年代〕出土遺物から19世紀以降の井戸と理解できる。

16SE5 (第37図、写真図版12)

〔位置]mG9gに位置する。

〔亜複〕近世民家の主屋16SB32と亜複するが本井戸が新しい。

〔形態〕開口部は円形である。底面は概ね平坦である。断面形は洞斗形である。確認面からの深さは365cmで

ある。底面の標高は18.58mである。

〔埋土〕4層に分けられる。人為的に埋め戻した土と推測される。

〔Ⅱ}土過物〕埋土中から渥美産艶(2081)、平瓦(4005)、肥前産磁器llll (5035, 5048)、美濃産志野Ⅲ(5076)、

在地産陶器鉢？（5111)、在地産陶器切立(5113)が出土した。

〔性格〕井戸である。

〔年代〕出土適物から19世紀以降の井戸と理解できる。

16SE6 (第38図、写真図版12)

〔位慨]mG1f、2fに位世する。

〔煎複) 16SB24と璽複するが本井戸が古い。

〔形態〕開口部は円形である。断面形は底面に向かうにつれ、径が小さくなる形態である。確認面からの深

さは399cmである。底面の標高は18.34mである。

〔埋土] 17暦に分けられる。埋土は人為的に埋め戻した土と推測される。埋土上部に遺物を多最に含む。

〔出土遺物〕埋土中から古代の弧忠器大甕（卵、77)、手づくねかわらけ(lOOl，1噸、l皿、lO躯、1"9,

1017, 1舵1，1022，1鰹、1027，l"l，1032，1“3，1037，1038，lO39，l"0，l"2，l"3，lM4，l"6,

lO49, 1052、1053，1066，l"9、lO71，1078、1084，lO85，1087，1092)、ロクロかわらけ(194，lO96，

1098，llOl，lll3)、常滑龍片口鉢(2002)、常滑産翌(2020, 2024)、渥美産蕊(2044, 2057, 2"O, 2069,

2070, 2071)、中国産白磁碗(30舵、3011, 3012)、曲物底板(6005)、漆紙(8042)が出土した。また底面近

くからほぼ完形の曲物(6003)が出土した。

〔性格〕井戸の可能性が高い。

〔年代〕出土遺物から12世紀後半と推測される。
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16SE7 (第38図、写真図版13)

〔位個]mG5f、5g，6f，6gに位世する。

[1K複] 16SB4、16SK23と亜複するが本井戸が新しい。またl6SB5、16SB7、16SB8、16SB9

のプランと璽複するが直接切り合う部分が無く前後関係は不明である。

〔形態〕開口部は円形である。底面は概ね平坦である。断面形は漏斗形である。確認面からの深さは420cmで

ある。底面の標高は18.30mである。

〔埋土〕3屑に分けられる。人為的に埋め戻した土と推測される。

〔出土遺物〕埋土中から手づくねかわらけ(1"1)、肥前産磁器皿(5049)美椴産志野皿(5072)、在地産陶

器蕊(5120, 5121)、近世の常滑産蕊(5125)、在地産陶器播鉢(5138, 5139, 5144)、砥石(7013, 7014)が

出土した。

〔性格〕井戸である。

〔年代〕出土遺物から19世紀以降の井戸と理解できる。

16SE8 (第39図、写真図版13)

〔位侭]mG1gに位置する。

〔爪複] 16SB22のプランと亜複するが直接切り合う部分が無く前後関係は不明である。

〔形態〕開口部は円形である。断面形は開口部がやや開く。石組みの井戸である。4届よI)下の部分に石組

みが残存している。石の崩落の危険があり4層より下の掘り下げはおこなっていない。

〔埋土〕掘った分では4層に分けられる。人為的に埋め戻した土と推測される。 l～4屑の石組みを崩した

後に邸め展しをおこなったと考えられる。

[IH土遺物〕埋土中から常滑産翌(2032, 2033)が出土した。

〔性格〕井戸である。

〔年代〕平泉でこれまで検出された石組みの井戸は近世後半以降の所賑である。本井戸も近世後半以降の井

戸と推測される。

16SE9 (第39図、写真図版13)

〔位世]mG4b、4c、5bに位世する。

〔重複] 16SBl7と重複するが本井戸が古い。

〔形態〕開口部は円形である。底面は概ね平坦である。断面形は漏斗形である。確認面からの深さは345cmで

ある。底面の標高は19.03mである。

〔埋土〕9層に分けられる。人為的に埋め戻した土と推測される。

〔出土遺物〕埋土中から古代の須恵器大艶（39，44，45，51，62，68，70)、手づくねかわらけ（1026）ロク

ロかわらけ(1093、ll㈹、ll"、ll"、llll，1114，1116)、内折れかわらけ(1119)、常滑産翌(2026)、渥

美産喪(2059,2079)が出土した。

〔性格〕井戸である。

〔年代〕出土遺物から12世紀後半の井戸と推測される。

－73－



16SE6 A潭些500偶 －8

▲
mG21

(1

目

I6SE6

l lOYR4/3臆ぷ$､隣褐色上鰯Y8 3淡仇他上プロ′ク多量祝人脱化物的 9 10YR2 2黙褐色ナ 10YR6 I栂駅仏tま卿ら帆に多湿
娩士粒少敷混入人為剛Ihと思われる 脳拠人

2 10YR4/3にぷい黄褐色･t lOYR3 2胤縄也土まだら状に少最塊人2,5Y 10 1UYR2 3黒禍色土】OYR4/,1網也t7KFwク多杜混入
8／3液黄色土ブロック少隅雌人かわらけノヤ・炭化物靴・焼七枚少量混入 物粒多段混入人為堆輪と思われる

3 10YR3/3暗褐色土】UYRj1/{)偶色土ま薦ら状に少景混入かわらけ昨多 ll 5Y3／1オリーブ測色-t lOG7 1明撒侭色上ブロック少
篭混入10Y5炭化物柚・晩tl粒少杜拠入 炭化物社少景混入

1 10YR3/2凧褐色土7,6Yl/6"ui上掴らｲﾊに多肚批入かわらIﾅﾊ･ '" 12 7,5Yl/1偲色土sYl I灰色上10GY7 1明緑灰セ
＋粒隣化物粒多赴拠入 iM人炭化物柚‘殿化欽分少謄拠入

5 10Y2/3廟褐色上10YR I C縄値上り且拠人頭Y8／3淡挑仏サブE『 l:l lUYR3 Z胤閲心土 】0(;Y7 IWj絶版色上プロ・ノク少蹟
ク夢量＆入段化物魁．焼t愉少赴縄入人為堆倫と恩わハろ I4 1007 1明絃灰也十 10YR3 2猟偶色l･ f殿ら状に少且

6 10YR2/3蝋褐色t2･5Y8 2状白色サブDケ少堂混入膿化物腔少國魂 ナ0F プ色土砂雷ま随ら状に小県撹人
入 157．5Y3 1オリプ膿色_L

7 IOVR2/2黒褐色土10YR5/吊我褐色上ブロプク多最混入炭化物髄多蛙 I6 IOYR2 2塁褐色土7.5GY7 1珊鰍隣色上プロク鐸
礎入焼土駐少量墨入人均鐙賊と鯉われる と忠われる

s 10YR2／2黒褐色土7.5Y7 2暁白色土プロプク多量混入賎化物倣酸化l7 10G7 1明緑灰色t iOYR2 2洲褐色土プロザク少量混入

IOYR2 2黙褐色ナ 10YR6 I栂祇仏tま卿らｵﾊに多遠槻入脱化物粒少
菌拠人

lUYR2 3黒禍色土】OYR4／,1網也tプK”ク多杜混入酸化欽分股化
物粒多段混入人為堆輪と思われる

5Y3/1オリーブ測色-t lOG7 1明撒侭色上ブロック少歴混入砿化賎分
炭化物社少景混入

7.5Yl/1偲色土5YI I IR色上10GY7 1明緑灰色fブロソク少制
iM人炭化物柚←殿化欽分少謄拠入
lUYR3 Z胤閲心土 】0〔;Y7 IWj絶版色上プロ，ノク少慨撹人
lOO7 1明絃灰色十 10YR3 2猟偶色l･ f殿ら状l･少量撹入5Y5 6
+oF プ色土砂雷ま随ら状に小県硯人
7.5Y3 1すりプ塁坦_L
IOYR2 2皇褐色士7-5GY7 1珊鰍咲色上プロク多量型入人為俎頓

銭分少＆混入人為堆穣と思われる

A_"700 一B

16SE7

例

『

’

mG6g

▲
１
０

16SE7

1 5Y8/2灰白色上碓化鉄分少最i側入10YR3 3略禍色1雌胎粒少還汎入
h鼬2値の11が交舩にJ1恥する

2 10YII3/2鼎褐色土10GY5/1緑既也l: (,砂側）プロ･ソク妙且混入人為｣側､と肌わILる
3 10YR3 2黒褐色上5Y8／Z灰n世l､ロームプロフク状に多仕混入人為lけ梢と魁われる

０
１

、２
．
可

第38図井戸③

7ｵ1



A-22.300 －8

16SE8
A

I|'mG,,!

▲
15s頤偶

1 10YR3 3暗褐色土IOYR5 4にぷい賀褐色土圭だら状12多量混入Z晶Y5
／4黄褐色-tイ砂賃．焼．t軸少強混入】ブロツク状に多瞳批入人為堆猿と思われる

雷 I0YR3 2駕褐色土7.5YR,1 6褐色上垂廼ら状'二少鼠腿入
3 10YR4 4褐色土lOYR3 2隅鴬色土上鱈ら状に少量拠入
I Z､5Y3 2蕊掲色土 IOYR3 $略働色』ニプロノク多瞳混入髄化肢分多量艮入

5Y7 3淡貧色十プtコ ク少雌艶入

A-22.600 －8

8

A

16SE9 1

ⅢG5C

▲
8

l6SE9

1 10YR3/3晴縄色上災化物柱多量拠入
2 10YR3/3罐褐色士2.5Y8 2RFIbtヅロソク状多赴礎入炭化物純少量混入

人聾燃砿と恩わｵLる
3 10YR2／3黒褐色上腱化物杜・継位少量槻入
4 2,5Y3/1淵褐色十炭化物1ｹ少散拠入
5 10Y2 2鼎惜色上脱化物眩多圃醐人娩_L柚少鼠拠人
li IOYR4 3にぶb,仙閥他ホ IOYR2 2鼎栂仏･f･よ鰹ら帆少俄拠入
7 6Y2／2オリプ蝋色_L 】“Y6 I0&眺色｣.プロノク松少睡汎人
8 10GY6/1緑灰色上lOYH3/21M冊色17hﾙﾉｸ状少趾覗入
9 2.5Y7 3淡典色t lOG7/11W総灰色･↑･プ回ノク状多蛍挽入隙化飲分少堂批入

人為堆砿と思われる

16SE10

A

▲
A-堅・600 －8

１
８

I6SIfllI

I IOYR2/2洲褐色1．
.晩t粒少景況入

2 10YI(3/3暗縄色f
3 10Y1《3／I黒褐色士

IOYR,1 31二ぷ$仇柵也l 』だら状夢鳳棚人災化物柏

牌化物粒多鼠槻入娩上牧少斌侃入
lOYR3／3略褐色土些摺ら状少抵捉入

ｎｒ
ｌ

２０
１

第39図井戸④

75-



16SE10(第39図、写真図版13,14)

〔位置]mG5b、5c、6b、6cに位慨する。

〔砿複] 16SDlと砿複するが本井戸が古い。またl6SBl3、16SB15のプランと亜複するが直接切り合う

部分がなく前後関係は不明である。

〔形態〕開口部は円形である。底面は概ね平坦である。断面形は漏斗形である。確認而からの深さは235cmで

ある。底面の標高は20.14mである。

〔埋土〕3層に分けられる。人為的に埋め戻した土と推測される。

〔出土遺物〕埋土巾から古代の須恵器大喪（58,61)、 13～14世紀のロクロかわらけ(1123)、須恵器系陶器蕊

（2087)、在地産陶器片口鉢（21㈹)、中国産白磁碗(3005)、中国産青磁碗(3027)、中国産青磁鏑巡弁文碗

（3038）が出土した。また検出面からの出土で確実に本井戸に伴うかはっきりしないが、北宋錨天聖元寶

(8001)がある。

〔性格〕井戸である。

〔年代〕出土遺物から13世紀後半～14世紀前半の井卿と推測される。

16SE11 (第40図、写真図版14)

〔位世]mG5g，5h，6g，6hに位侭する。

〔亜複] 16SB5、16SK40、16SD16と亜複するが本井戸が新しい。また16SB4、16SB7、16SB

8、16SB"のプランと砿複するが直接切り合う部分が無く前後関係は不明である。

〔形態〕開口部は円形である。底面は概ね平坦である。断面形は下に進むにつれ徐々に径が狭くなる。硫認

面からの深さは390cmである。底面の標高は18.71mである。

〔埋土〕 6層に分けられる。人為的に埋め戻した土と推測される。

〔出土遺物〕埋土中から常滑産翌（2012, 2021, 2034, 2036)、渥美産斐(2075)、緬恵器系陶器翌(2090)、

中国産白磁壷（3㈹6)、平消水産磁器碗（5027)、肥前産磁器Ⅲ（5034)、瀬戸美濃産灰釉皿（5065)、美澱産

志野皿（5075)、大堀相馬産？土瓶(51")、在地産陶器柵鉢(5130, 5131, 5132, 5136、5141，5143)、土人

形（5145)、規炉？（5146)、砥石(7"5， "9)、挽臼(7025)、鉄津(8035, 8036)が出土した。また底面

から柿の側板と底板(6011)がぱらぱらの状態で出土した。

〔性格〕井戸である。

〔年代〕出土遺物から19世紀以降の井戸と推測される。

16SE12(第40図、写典図版14)

〔位世]mG5a、5b、6a、6bに位侭する。

〔重複] 16SE14、16SD15と重複するが本井戸が新しい。また16SDlと砿複するが本井戸が古い。

〔形態〕開口部は円形である。底面は概ね平坦である。断面形は漏斗形である。確認面からの深さは203cmで

ある。底面の標高は20.54mである。

〔埋土〕5層に分けられる。人為的に埋め戻した土と推測される。

〔出土遺物〕埋土中から手づくねかわらけ(1012，1081，1089)、13～14世紀のロクロかわらけ(1124,

1l25)、須恵器系陶器片口鉢(2084)、中l到娠白磁碗(3"4)が出土した。

〔性格〕井戸である。
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われる

10Y8 3樵負極色ロム IOYI(3 2無褐色十圭踏ら抑二少景拠人
lOYR副 2蝋禍愈f

宰
勤
《
ｂ

A８

2

16S

B 16SEM
1 10YR2 2鳳欄色i' IUYR1 3にぶい黄褐色土ま譜ら帆多量侃人lOYRI 1鴨1k

世十ブロク少e批人脱化物位娩t粒少量溌入
2 10YR3 2肌褐色上 IOY侭4 3にぷ8．黄褐色-tよ庵ら状少哉典人2.6Y8 1If前

色ロムプ回ク少触髄入炭化物粒少量汎人
3 10YR3 1剛柵色f 5Y7 2状白色上ロームプロァク多量腿入隅化鞠佼徳化飲分

少埜混入人為濃傭と思われる
4 10YR4 1褐灰色上腿化物種・鑓卜挿少赴浸入
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土砂質少量汎人災化物柁少蛙混入人鞠堆積と鯉われる

16SE12
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色上砂質少愚呪入腱化物柚少壮混入人為堆概と蝋われる

3 10YI(2/21ﾊ褐色･t lOYR4/2灰黄褐色上座照ら状に多並批入
4 10YR3/】隅褐色上10Y6/】灰色土ブロック少量批人
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〔年代〕出土遺物から13世紀後半～14IH:;紀前半の井戸と推測される。

16SE13 (第41図、写真図版14)

〔位置]mG4h、4 i 、 5h，5iに位瞳する。

〔重複] 16SD12と重複するが本井戸が新しい。

〔形態〕開口部は円形である。底而は概ね平皿である。断面形は柵斗形である。確認面からの深さは265cmで

ある。底而の標簡は19.07mである。

〔埋土〕4畷に分けられる。4層は人為的に埋め戻した土と推測される。

〔出土遺物〕埋土中から古代の須恵器大喪(67)、握美産甕(2048,2062, 2064)、在地産陶器片n鉢(2092,

2093,2094)、在地産陶器壷（2095)、在地脆陶器艶(2101)、中国産向磁篭(3026,3037)、刀？（8030）が

出土した。

〔性格〕井戸である。

〔年代〕出土泄物から13世紀後半～M世紀前'|亀の井戸と推測される。

16SE14(第401図、写真図版15)

〔位置)mG5a、5b、6a、6bに位慨する。

〔敢複] 16SD15と血複するが本井戸が新しい。また16SE12、16SDlと砿複するが本井ﾉiが古い。

〔形態〕開口部は円形である。底而は概ね平坦である。断面形は獺斗形である。確認面からの深さは393cmで

ある。底面の標凋は18.59mである。

〔埋土〕5屑に分けられる。人為的に埋め戻した土と推測される。

〔出土遺物〕埋土中から土師器長胴蕊（26)、手づくねかわらけ(1020、1057，1065，1067，1091)、

ロクロかわらけ（1107）常滑産甕（2016,2017)、渥美産甕(2066)、領恵器系陶器片口鉢(2083)が出土し

た。

〔性格〕井戸である。

〔年代〕出土遺物から12世紀後半の可能性が高いが、12世紀後半に属する櫛16SD12を切っていることから

13世紀以降に属する可能性もある。

16SE13
A4･400 8

〃

１
３
１
３

i65El＄

l lOYR2/2猟禍色l lOYR4/311こぶL‘黄褐色上陛鰹ら状(･少量拠入臘化物
性焼t紬多量拠人

2 10YR,1/i褐灰色上2.5Y8/2灰白色ロームプリノク状少丘拠入
3 IOYR3 2製褐色土IOYR4/1褐灰色土ま漣ら択少鮭拠人10YR4/4"

色土主鐇ら牧参量醜人俵1碓分少量混入
4 10YR5 4にぷい黄褐色上加'YR2/2黒褐色L多量侃入lOYR8/2灰白

色U－ムブ叩ク少触汎入雌化飲分少蟹混入

参

′
１，

１
１

２
》

０
１

B
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4土坑

古代以降の土坑は51基、縄文時代の土坑は9基検出した。16SK2、15，45，46，47，49，51，Mは欠番

である。これは主に、検出時に土坑として過榔名を付したものが捌査の結果、柱穴になったため生じたもの

である。また16SKlOl～109は縄文土器を包含する韮本層序Ⅳ層を除去した後、V屑上面で検出された遺柵

である。検出面から縄文時代に偶する可能性が高い土坑である。形状の不整なものが多く人為的な遺栂では

ない可能性も含む遺櫛である。

16SK1 (第42図、写真図版l5)

〔位置] nG8cに位置する。

〔亜複] 16SB59、16SB61とプランが重槻するが直接切り合う部分が無く、前後関係を判断できない。

〔形態〕開口部は円形である。底面は概ね平坦である。確認面からの深さは48cmである。底面の標高は21.93

mである。

〔埋土〕2層に分けられる。人為堆積、自然堆稲の別は不明である。

〔出土遡物〕なし。

〔性格] 16SB59のプラン中央にちょうど納まり、建物に伴う可能性がある。

〔年代〕不明である。

16SK2欠番

16SK3 (第42図、写典図版15)

〔位個] UG9fに位置する。

〔重複] 16SB28、16SB34と重複するが本土坑が新しい。

〔形態〕冊'三1部は円形である。底而は概ね平坦である。確認而からの深さは18cmである。底面の標高は21.99

mである。内部に桶の底板、側板がぱらぱらの状態で出土した。

〔埋土] l層に分けられる。人為堆積、自然堆祇の別は不明である。

〔出土遺物〕桶の底板、側板が出土した。（図示なし）

〔性格〕柵を埋股した肥柵めである。

〔年代〕近代以降のものである。

16SK4 (第42図、写真図版15)

〔位世] nG8eに位伍する。

〔重複] 16SB29、16SB30、16SB31とプランが重複するが、直接切り合う部分が無く前後関係を判断で
きない。

〔形態] I川口部は不整な円形である。確認面からの深さは38cmである。底面の標高は21.98mである。

〔埋土〕3層に分けられる。おそらく自然堆積と推測できる。

〔出土遮物〕埋土中からロクロかわらけ(1115)、肥前磁器皿(5040)、在地産陶器土瓶(5107)、が出土し
た。

〔性格〕不明である。
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〔年代〕出土遺物から19世紀以降のものと推測される。

16SK5 (第42図、写真図版16)

〔位世] UG9eに位世する。

〔重複] 16SB33と重複するが本土坑が新しい。

〔形態〕開口部は円形である。底面は概ね平坦である。確測而からの深さは34cmである。底面の標高は21.85

mである。内部から桶の底板が欺かれた状態で出土した。

〔埋土〕3層に分けられる。2層は土ではなく桶の底板である。3層は桶を埋設する前に置いた土である。

〔出土遺物〕桶の底板、側板（図示なし）が出土した。底板の樹種はヒノキ属の一種、側板はヒノキ科顛似

種である。また在地産陶器喪(5123)、在地産陶器撒鉢(5127)が出土した。

〔性格〕桶を埋股した肥溜めである。

〔年代〕近代以降のものである。

16SK6 (第42図、写真図版16)

〔位置]mGOfに位置する。

〔重複] 16SB21とプランが重複するが、直接切り合う部分が無く前後関係を判断できない。

〔形態] I別口部は円形である。壁はほぼ垂直に立つ。硴腿面からの深さは74cmである。底面の標高は21.47m

である。

〔埋土〕2聴に分けられる。人為堆柵と推測できる。有機質分が多く木片、種子が混入する埋土である。

〔出土遺物〕埋土中から土師器長胴翌（23)、漆器m(60M)、ちゅう木（図化不能）が出土した。ちゅう木

の樹種はヒノキ属の一種である。

〔性格〕トイレ状土坑である。

〔年代] 12世紀の土坑と推測きれる。

16SK7 (第42図、写真図版16)

〔位瞳] nG8e、8fに位置する。

〔亜複] 16SB32と砿複するが本土坑が新しい。

〔形態〕開口部は楕円形である。底面は概ね平坦である。確認面からの深さは70cmである。底面の標商は

21.46mである。内部から桶の底板、側板がぱらぱらの状態で出土した。

〔埋土〕4屑に分けられる。4層は桶を埋設した際の裏込めの土である。

〔出土遺物〕埋土から桶の底板、側板、稚（図示なし）が出土した。側板の樹柧はスギ、穂はイネ科タケ亜

科の一種である。また砥石(7010)、寛永通寶（背文、8021)、近代以降と思われる漆器碗（図示なし）が出

土した。

〔性格〕桶を埋股した肥溜めである。

〔年代〕近代以降のものである。

16SK8 (第42図、写真図版16)

〔位侭] nG8dに位世する。
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〔重複) 16SB29、16SB31と京複するが、本土坑が新しい。

〔形態〕開口部は円形である。断面形はⅢ型である。確認面からの深さは35cmである。底面の標高は21,57m

である。

〔埋土〕2層に分けられる。2肘は砂質で水が溜まって生成されたと推測される。l価は人為堆積と推測で

きる。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔年代〕近世以降の可能性が高い。

16SK9 (第43図、写典図版17)

〔位置] nG9hに位置する。

〔重複] 16SB32と童複するが本土坑が古い。

〔形態〕開口部は梢111形である。底面は概ね平坦である。確遡miからの深さは55cmである。底面の標高は

21.42mである。

〔埋土〕3層に分けられる。2，3届は有機質分の多い土で種子が混じる。

〔出土遺物〕埋土から手づくねかわらけ(1086)、白磁水注(3018)、ちゅう木（例示不能）が出土した。ちゅ

う木の樹猟はネズコ謝i似種である。

〔性格〕トイレ状土坑である。

〔年代〕12世紀後半のものと推測される。

16SK10(第43図、写真図版17)

〔位置] nG8hに位置する。

〔重複] 16SB29と並複するが、前後INI係を把握できなかった。

〔形態〕開口部は梢円形である。断面形は東側の一部分が深い。確認面からの深さは52cmである。底而の標

高は21.28mである。

〔埋土〕3屑に分けられる。人為堆柵、自然堆積の別は不明である。

〔出土過物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SK11=19SK10(第43図、写真図版17)

〔位置] nG8i、9 iに位置する。

〔重複] 16SB67のプラン内に位徹するが前後関係は不明である。

〔形態〕開口部は隅丸の長方形である。底面は概ね平坦である。確認面からの深さは22emである。底面の標

高は21.69mである。

〔埋土〕2屑に分けられる。自然堆禰人為堆祇の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土から大堀相馬産陶器碗（5093,5094）が出土した。

〔性格〕プランが16SB67の内部にちょうど納まり、建物に伴う施被の可能性がある。用途は厩のくぼみな
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どが考えられる。

〔年代〕出土遺物から近世以降のものである。

16SK12(第43図、写真図版17)

〔位置]mGOfに位世する。

〔重複] 16SB32、16SE2と重複するが、本土坑が古い。

〔形態〕開口部は梢円形である。壁はほぼ垂直に立つ｡確認而からの深さは56cmである。底面の標高は21.76

mである。

〔埋土〕2届に分けられる。人為堆積、自然堆穣の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土から土師器内黒坏(19)がH1土した。

〔性格〕不明である。

〔年代] 12世紀の可能性が高いが確証はない。

16SK13 (第43図、写典I叉|版18)

〔位置]mG2gに位世する。

〔誼複] 16SK19と重複するが本士坑が新しい。

〔形態〕開口部は梢円形である。断面形は皿型である。確認面からの深さは13cmである。底面の標高は22.14

mである。

〔埋土〕2層に分けられる。1層は炭化物粒が多く混じり、 2層は焼土粒が多く混じる。底而は明瞭に焼け

ていない。

〔出土遺物〕埋土から大堀相馬産仏飯器(5110)、肥前産磁器瓶(5052)が出土した。

〔性格〕不明である。

〔年代〕重複する16SK19の年代観から、本呈l坑は近代以降のものである。

16SK14(第43図、写真図版18)

〔位置]mG2bに位世する。

〔亜複] 16SI2と亜複するが、本土坑が新しい。また16SD19と砿複するが本土坑が古い。また16SB26

とプランが重複するが切り合う部分が無く前後関係を把握できない。

〔形態〕開口部は梢円形である。底面はほぼ平坦である。断面形は下に行くにつれ径が小さくなる。確認面

からの深さは70cmである。底面の標高は21.95mである。

〔埋土] 1層に分けられる。人為堆積と推測される。

〔出土遺物〕埋土からかわらけ細片（図化不能)、焼けた壁土片が少蹴出土した。

〔性格〕不明である。

〔年代] 12世紀に属する可能性が高い。

16SK15欠番
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16SK16(第43図、写真図版18)

〔位世]mG7d，7eに位置する。

〔璽複〕なし。

〔形態〕開口部は円形である。断而形はⅢ型である。確認面からの深さは9cmである。底面の標高は21.82m

である。

〔埋土〕2屑に分けられる。自然堆祇、人為堆積の別は不Iﾘjである。

〔出土迩物〕埋土から常滑産三筋壷（2006）が出土した。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SK17 (第44図、写真図版19)

〔位置]mG3b、4bに位置する。

〔重複] 16SD12と爪複するが本土坑が新しい。また16SB17と砿複するが本土坑が古い。また16SB19と

プランが砿複するが切り合う部分が無く前後関係を把握できない。

〔形態〕開口部は円形である。底面はほぼ平坦である。壁はほぼ垂直に立つ。確認面からの深さは52cmであ

る。底面の標商は22.㈹mである。

〔埋土] 21Wに分けられる。2届は打機質分の多い土で棚子、ちゅう木が多iitに混入する。

〔出土遺物〕埋土から手づくねかわらけ(1059)、渥美産艶(2074)、ちゅう木（図化不能）が出土した。

〔性格〕トイレ状土坑である。

〔年代] 121吐紀に閥する可能性が高い。

16SK18(第44図、写真図版19)

〔位侭]mG3d、4dに位置する。

〔璽複] 16SD12と亜複するが本土坑が新しい。

〔形態〕開口部は方形である。底面はほぼ平坦である。壁はほぼ垂直に立つ。確認面からの深さはll5cmであ

る。底面の標商は21.18mである。

〔埋土〕3廟に分けられる。全体的に人為堆枇と推測される。

〔出土遺物〕埋土から古代の須恵器大喪（72)、曲物底？（6004）が出土した。

〔性格〕不明である。

〔年代] 12世紀に属する可能性が高いが確証はない。

16SK19(第44図、写真図版19)

〔位置]mG2gに位置する。

〔垂複) 16SK13と砿複するが本土坑が古い。

〔形態〕箱を埋設したものである。開口部は方形である。底面はほぼ平坦である。鮭はほぼ垂直に立つ。確

認面からの深さは14cmである。底面の標高は22.14mである。

〔埋土〕4届に分けられる。4啼は箱の板が腐食した刷である。

〔出土遺物〕埋股箱の内部から肥前産磁器Ⅲ（5035, 5043)、砥石（7008)、硯(7019)、鉄棒(8041)が出土
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した。

〔性格〕礎石民家内に設置された収納用の施設と推測される。

〔年代〕近世後半～近代に属すると推測される。

16SK"(第44図、写真図版19, 20)

〔位個]mG2e、3e、4eに位慨する。

〔重複] 16SK25、16SK26、16SB21と重複するが本土坑が新しい。

〔形態〕南側の深い方形のプランと北側の浅い方形プランからなる。南側の方形プランの壁際には土留めが

ある。

〔埋土〕8廟に分けられる。3層は士冊めの裏込めの土である。

〔出土遺物〕埋土から古代の須恵器大蝿（75)、ロクロかわらけ(1108)、常淵産広口壷(2011)、常淵産鎚

（2029)、渥美産蕊（2055)、中国産白磁碗（3㈹7)、肥前産磁器碗(5020)、肥前産磁器皿(5047)、肥前蕨青

磁花生（5054)、肥前産青磁瓶（5055)、大堀相馬産陶器碗（5095)、瀬戸美概産陶器香炉(5104)、在地産陶

器鉢(5112)、在地産陶器行平(5115)、在地産陶器切立(5118)､18世紀の常淵巌翌(5126)、素焼きの焼炉

(5148)、砥石(7""2，7㈹3，7"7, 7016､)、鉈(8031)、釘(8034)が出土した。

〔性格〕礎石民家に伴う厩のくぼみである。上屋は痕跡が残っていないが礎石建物と推測される。

〔年代〕近世後半～近代に属すると推測きれる。

16SK21 (第45図、写真図版20)

〔位置] nG9bに位極する。

〔重複) 16SB52とプランが重複するが直接切り合う部分がなく前後関係は不明である。

〔形態〕開口部は円形である。底面は概ね平坦である。壁はほぼ垂直に立つ。確認面からの深さは86cm、底

面の標高は21.35mである。

〔埋土〕2届に分けられる。自然堆祇、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土からロクロかわらけ(ll02)、不明木製品(6"1)が出土した。また2層中にちゅう木状の

木片があった。

〔性格〕トイレ状土坑の可能性がある。

〔年代] 12世紀に属する可能性が高い。

16SK22(第45図、写真図版20)

〔位置]mG4eに位置する。

〔重複) 16SD13と重複するが本土坑が新しい。

〔形態〕開口部は円形である。底面は概ね平坦である。壁はほぼ垂直に立つ。確腿而からの深さは21cm、底

面の標高は22.18mである。

〔埋土] 1層に分けられる。自然堆柵、人葛堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土から素焼きの焼炉(5147)が出土した。

〔性格〕不明である。

〔年代〕近代以降と推測される。
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16SK23(第45図、写真図版20)

〔位置]mG4f、4gに位置する。

〔重複〕なし。

〔形態〕開口部は円形である。断面形は皿状である。確認面からの深さは18cm、底面の標高は22.18mであ

る。

〔埋土〕1肘に分けられる。自然堆穂、人為堆積の別は不明である。

〔出土巡物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SK24("45図、写真図版21)

〔位置)mG4g，4hに位置する。

〔重複] 16SD12と通複するが本土坑が新しい。

〔形態〕開口部は円形である。断面形は皿状である。確遡面からの深さはlOcm、底面の標高は22.30mであ

る。

〔埋土] l届に分けられる。自然堆稲、人為堆積の別は不明である。

〔出土過物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SK25(第45図、写真図版21)

〔位置]mG3fに位置する。

〔唾複] 16SK20と亜複するが本土坑が古い。また16SB21とプランが重複するが直接切り合う部分がなく

前後関係は不明である。

〔形態〕開口部は円形である。底面は概ね平坦である。砿はほぼ垂直に立つ。確漣面からの深さは36cm、底

面の標高は21.92mである。

〔埋土〕 3府に分けられる。3IWは有機質分の多い土で、ちゅう木状の木片を含む。

〔出土遺物〕3層からちゅう木状（図化不能）の木片が出土した。

〔性格〕トイレ状土坑である。

〔年代) 12世紀のものと推測される。

16SK26(第45図、写真図版21)

〔位置]mG3fに位歴する。

〔重複] 16SK20、16SD5と亜襖するが本土坑が古い。

〔形態〕東と西側を切られており平面形は不明である。確遡面からの深さは20cm､底面の標高は28.18mであ

る。

〔埋土〕2層に分けられる。人為唯禰、自然堆祇の別は不明である。

〔出土過物〕なし。
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〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SK27(第45図、写真図版21)

〔位置]mG3gに位置する。

〔重複〕なし。

〔形態〕開口部は|ﾘ形である。底面は概ね平坦である。砿はほぼ垂直に立つ。確秘面からの深さは36cm、底

面の標高は21.94mである。

〔埋土〕調査のミスで埋土の大部分を断面を残さず掘り下げてしまった。残った埋土はl屑に分けられる。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SK"("45図、写真図版22)

〔位置]mG4h，5hに位世する。

〔重複〕なし。

〔形態〕開口部は梢円形である。断面形はlⅢ状である。確忍面からの深さは15cm､底面の標高は22.26mであ

る。

〔埋土] l屑に分けられる。自然堆稿、人為堆積の別は不明である。

〔出土逝物〕手づくねかわらけ(1010，1011，1055)、渥美産兇(2054,2072)が州土した。

〔性格〕不明である。

〔年代] 12世紀に属する可能性が高いが確証はない。

16SK29(第46図、写真図版22)

〔位置]mG5hに位置する。

〔重複] 16SB65と重複するが本土坑が古い。また16SB64とプランが重複するが、直接切り合う部分が無

く前後関係は不明である。

〔形態〕開口部は楕円形である。断面形は皿状である。確認面からの深さはlOcm､底面の標高は22.38mであ

る。

〔埋土] 1層に分けられる。自然堆祇、人為堆祇の別は不明である。

〔出土遮物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SK"(第46図、写真図版22)

〔位置]mG5hに位侭する。

〔重複] 16SK39と亜複するが本土坑が新しい。また16SB63と重複するが本土坑が古い。また16SB64、

16SB65とプランが重複するが、直接切り合う部分が無く前後関係は不明である。
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〔形態〕開口部は楕円形である。断面形は皿状である。確遡面からの深さは22cm､底而の標商は22.22mであ

る。

〔埋土] 1層に分けられる。自然堆祇、人為堆械の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土中から瀬戸美濃産志野Ⅲ(5071)が出土した。

〔性格〕不明である。

〔年代] IH土遺物から近世以降の土坑と推測される。

16SK31 (第46図、写真図版22)

〔位置)mG5hに位置する。

〔亜複] 16SB"、16SK39と砿複するが本士坑が新しい。また16SB65とプランが亜複するが、直接切I)

合う部分が無く前後関係は不明である。

〔形態〕開口部は円形である。断面形は皿状である。確認面からの深さは6cm、底面の標高は22.40mであ

る。

〔埋土] 1層に分けられる。自然堆硝、人為堆祇の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土中から手づくねかわらけ(1061，1070，1083)常滑産蕊(2027)が出土した。

〔性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に属する可能性が商いが確祇はない。

16SK32(第46図、写真図版23)

〔位慨)mG5gに位世する。

〔重複] 16SB7、16SB8と重複するが本土坑が古い。また16SB5とプランが重複するが、直接切り合

う部分が無く前後関係は不明である。

〔形態〕開口部は円形である。断面形は皿状である。確認面からの深さは18cm、底面の標商は22.44mであ

る。

〔埋土] 1層に分けられる。自然堆積、人為堆欲の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土中から中国産青白磁Ⅲ（3033）が出土した。

〔性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に属する可能性が高いが確証はない。

16SK33(第46図、写真図版23)

〔位世]mG5f、59に位置する。

〔重複) 16SB19、16SE7と重複するが本土坑が古い。また16SB5、16SB7、16SB8とプランが重

複するが、直接切り合う部分が無く前後関係は不明である。

〔形態〕開口部は梢円形である。断面形は皿状である。碓認面からの深さは24cm、底面の標高は22.38mで

ある。

〔埋土] 1層に分けられる。自然堆穣、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土中から手づくねかわらけ(1015，1030、10711)が1l1土した。

〔性格〕不明である。
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〔年代] 12世紀に属する可能性が高いが確証はない。

16SK34(第46図、写典図版23)

〔位世]mG5gに位慨する。

〔重複] 16SD16と重複する力揃後関係は明らかではない。また16SB"とプランが重複するが、直接切り

合う部分が無く前後関係は不明である。

〔形態] I捌口部は柿円形である。断面形は皿状である。確認面からの深さは14cm､底面の標高は22.32mであ

る。

〔埋土] 1層に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遡物〕埋土中から手づくねかわらけ(1006, 1028)が出土した。

〔性格〕不明である。

〔年代] 12世紀に属する可能性が高いが確証はない。

16SK35(第46図、写真図版23)

〔位置]mG6 iに位置する。

〔重複] 16SB62、16SB63とプランが重複するが直接切り合う部分がなく前後関係は不明である。

〔形態] IM口部は梢IIj形である。底而は概ね平坦である。壁はほぼ垂直に立つ。確認面からの深さは40cm、

底面の標高は22.06mである。

〔埋土〕 2層に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土中から古代の須恵器火蕊（40）が出土した。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SK36(第46図、写典図版24)

〔位置] nG6 iに位置する。

〔重複] 16SB63と重複するが本土坑が古い。また16SB62とプランが重複するが直接切り合う部分がなく

前後関係は不明である。

〔形態〕開口部は円形である。底面は概ね平坦である。壁はほぼ垂直に立つ。確認面からの深さは60cm、底

面の標高は21.95mである。

〔埋土〕3層に分けられる。自然堆械、人為堆禰の別は不明である。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SK37(第47図、写真図版24)

〔位置]mG6hに位世する。

〔砿襖] 16SK43と、複するが本土坑が新しい。また16SB"と砿複するが本土坑が古い。また16SB62、

16SB63とプランが重複するが、直接切り合う部分が無く前後関係は不明である。
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〔形態〕開口部は円形である。断面形は皿状である。確認面からの深さは18cm、底面の標高は22.38mであ

る。

〔埋土] l層に分けられる。自然堆械、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土中から古代の須恵器大喪（52)、手づくねかわらけ(1080)が出土した。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SK"(第47図、写真図版24)

〔位脳]mG6hに位置する。

〔亜襖] 16SB62とプランが敵複するが直接切り合う部分がなく前後関係は不明である。

〔形態〕開口部は円形である。底而は概ね平坦である。壁はほぼ垂直に立つ。確認面からの深さは98cm、底

面の標高は21.60mである。

〔埋土〕2層に分けられる。2珊は有機質分の多い土で秘子が混じる。

〔出土辿物〕埋土から手づくねかわらけ(1"7)、須恵器系陶器饗(2088)、不明木製品(6"2)が出土した。

〔性格〕トイレ状土坑である。

〔年代) 12世紀後半に属すると思われる。

16SK39 (第47図、写真図版24)

〔位世]mG5hに位置する。

〔亜複] 16SK30、16SK31と虹複するが本士坑が古い。また16SB64、16SB65とプランが皿複するが、

直接切り合う部分が無く前後関係は不明である。

〔形態〕開口部は円形である。断面形は皿状である。確認面からの深さは8cm、底面の標高は22.38mであ

る。

〔埋土〕1層に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土中から手づくねかわらけ(1002)が出土した。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SK40(第47図、写真図版25)

〔位世]mG6g，6hに位触する。

〔重複] 16SE11と重複するが本土坑が古い。また16SB6、16SK48と重複するが本土坑が新しい。また

16SB4、16SB64とプランが亜複するが、直接切り合う部分が無く前後関係は不明である。また16SD16

と亜複するが同時存在と推測される。

〔形態〕開口部は楕円形である。断面形はⅢ状である。確認miからの深さは32cm､底面の標高は22.16mであ

る。

〔埋土〕3層に分けられる。人為堆積と思われる。

〔出土遺物〕埋土中から渥美産翌(2073)、中国産青磁碗(3039)、挽臼(7021)、鋳型？（8043）が出土し

た。
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〔性格〕満であるl6SDl6と一体のもので、水貯め、洗い場といった用途が推測される。

〔年代〕近世以降のものである。

16SK41 (第47図、写真図版25)

〔位世]mG6hに位慨する。

〔亜複] 16SB62とプランが航複するが直接切り合う部分がなく前後関係は不明である。

〔形態〕開口部は円形である。底面は概ね平坦である。壁はほぼ垂直に立つ。確認面からの深さは142cm､底

面の標高は21.12mである。

〔埋土〕2用に分けられる。2届は有機質分の多い土で種子が混じる。

〔出土遺物〕埋土から手づくねかわらけ(1023, 1029, lO73)、渥美産陶器翌(2077)が出土した。

〔性格〕トイレ状土坑である。

〔年代] 12世紀後半に属すると思われる。

16SK42(第47図、写典図版25)

〔位侭]mG5eに位髄する。

〔亜複) 16SDl7と亜複するが本土坑が新しい。

〔形態〕開口部は柿円形である。断面形はⅢ状である。確認面からの深さは18cm､底面の標高は22.30mであ

る。

〔埋土] l層に分けられる。自然堆稲、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土中から手づくねかわらけ(1088)、常滑産壷(2"5)が出土した。

〔性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に属する可能性が高いが確証はない。

16SK43(第47図、写真図版25)

〔位置]mG6hに位置する。

〔亜複] 16SK37と重複するが本土坑が古い。また16SB62、16SB63、16SB例とプランが亜複するが直

接切り合う部分がなく前後関係は不明である。

〔形態〕開口部は円形である。底面は概ね平坦である。壁はほぼ垂直に立つ。確認面からの深さは46cm、底

面の標高は22.26mである。

〔埋土〕2層に分けられる。2屑は人為堆積と思われる。

〔出土遺物〕埋土から手づくねかわらけ（1036）が出土した。

〔性格〕不明である。

〔年代) 12世紀に属する可能性が高いが確脈はない。

16SK44(第47図、写真図版26)

〔位肚]mG5c、6cに位世する。

〔砿複] 16SB13、16SB15とプランが政複するが直接切り合う部分がなく前後関係は不明である。

〔形態〕開口部は梢円形である。断面形は皿状である。確認面からの深さは44cm、底面の標高は22.11mであ

－96－



る。

〔埋土〕 2層に分けられる。自然堆祇、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SK45欠番

16SK46欠番

16SK47欠番

16SK48(第48図、写真図版26)

〔位瞳)mG6hに位瞳する。

〔砿複] 16SK40と重複するが本土坑が古い。また16SB4、16SB64とプランが重複するが直接切り合う

部分がなく前後関係は不明である。

〔形態〕開口部は円形である。断面形は皿状である。確認面からの深さは16cm、底面の標高は22.44mであ

る。

〔埋士) 1屑に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土過物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SK49欠番

16SK"(第48図、写真図版26)

〔位世]mG6gに位置する。

〔重複] 16SB6の柱穴P1090と重複するが本土坑が古い。また16SB3、16SB4、16SB7、16SB8

とプランが亜複するが直接切り合う部分がなく前後関係は不明である。

〔形態〕開口部は不整な形状である。断面形は皿状である。確認面からの深さは28cm､底面の標高は22.30m

である。

〔埋土〕 2層に分けられる。自然堆獄、人為堆祇の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土中から手づくねかわらけ(1014, 1062)が出土した。

〔性格〕不明である。

〔年代) 12世紀後半の建物16SB6よりも古いことと、出土遺物から12世紀後半に属すると推測される。

16SK51欠番
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16SK52(第48図、写真図版26)

〔位股]mG7hに位置する。

〔亜複] 16SB2、16SB6とプランが爪組するが直接切り合う部分がなく前後関係は不明である。

〔形態〕開口部は円形である。断面形は深いlⅡ状である。確認面からの深さは36cm､底面の標高は22.40mで

ある。

〔埋土〕3屑に分けられる。自然堆積、人為堆徽の別は不明である。

〔出土避物〕埋土中から手づくねかわらけ(1"8)が出土した。

〔性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に属する可能性が高いが確証はない。

16SK53(第48図、写真図版26)

〔位慨]mG7hに位置する。

〔砿被) 16SK57と砿複するが本土坑が新しい。また16SK56と接するが伽後関係を判断できなかった。

〔形態〕開口部は円形である。断面形は深い皿状である。確認面からの深さは88cm､底面の標高は21.64mで

ある。

〔埋土〕2層に分けられる。自然堆欄、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土中から石製の硯（7020）が出土した。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SK"欠番

16SK55(第48図、写真図版27)

〔位置)mG4d，4eに位置する。

〔砿複] 16SD5と重複するが本土坑が古い。また16SD12と重複するが前後関係を明らかにできなかっ

た。

〔形態〕開l｣部は梢円形である。断面形は不轆な形状である。確認面からの深さは15cm､底面の標高は21.98

mである。

〔埋土] 1層に分けられる。自然堆稲、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SK56(第48図、写真図版27)

〔位世)mG7hに位置する。

〔亜複] 16SK53と接するが前後l則係を判断できなかった。

〔形態〕開口部は楠円形である。底面は概ね平坦である。壁はほぼ垂直に立つ。確泌面からの深さは38cm、

底面の標高は22.18mである。
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〔埋土] 1屑に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土過物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SK57(第48図、写典図版27)

〔位世)mG7hに位価する。

〔政複] 16SK53と重複するが本土坑が古い。

〔形態〕開口部は円形である。断面形はⅢ状である。確認面からの深さは20cm、底面の標高は22.32mであ

る。

〔埋土] l屑に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SK"(第49図、写真図版27)

〔位個]mG3cに位世する。

〔重複] 16SDll亜複するが本土坑が古い。

〔形態〕開口部は円形である。底面は概ね平坦である。壁はほぼ垂直に立つ。確認面からの深さは20cm、底

面の概商は22.32mである。

〔埋土〕1層に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SK59(第50図、写真図版28)

〔位世]mG6fに位世する。

〔重複] 16SB6の柱穴P1089、16SB7の柱穴P1068と蚊複するが本土坑が古い。

〔形態〕開口部は円形である。底面は概ね平坦である。砿はほぼ垂直に立つ。確認面からの深さは25cm、底

面の槻商は22.30mである。

〔埋土] l闇に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔年代] 12世紀に閥する可能性が高いが確証はない。

16SK101 ("49図、写真図版28)

〔位慨]mG3hに位世する。

〔亜複〕なし。
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〔形態〕開口部は円形である。底面は概ね平坦である。壁は斜めに立つ。確遡面からの深さは32cm、底面の

標高は21."mである。

〔埋士] l畷に分けられる。自然堆祇、人為堆欄の別は不明である。

〔出土過物〕埋土中から縄文時代後期後葉～晩期初頭の深鉢(9016)が出土した。

〔性格〕不明である。

〔年代〕繩文時代に属する可能性が問いが確証はない。

16SK102(第49図、写真図版28)

〔位慨)mG2hに位侭する。

〔重複〕なし。

〔形態〕開口部は楕円形である。底面には凹凸がある。確認面からの深きは5cm､底面の標高は21.82mであ

る。

〔埋土] 1層に分けられる。自然堆柵、人為堆械の別は不明である。

〔出土巡物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔年代〕縄文時代に属する可能性が高いが確証はない。

16SK1"(第49図、写真図版28)

〔位置]mG5cに位置する。

〔亜複〕なし。

〔形態〕開'二I部は梢円形である。底面には凹凸がある。確認面からの深さはlOcm､底而の標高は22.12mであ

る。

〔埋土) l掴に分けられる。自然堆柵、人為堆祇の別は不明である。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。人為的な遺栂でない可能性も高い。

〔年代〕繩文時代に属する可能性が高いが硫証はない。

16SK1"(第49図、写真図版29)

〔位悩]mG6eに位置する。

[in複〕なし。

〔形態〕開口部は不整形である。底面には凹IqIがある。確認面からの深さは16cm､底面の標高は22.34mであ

る。

〔埋土] 1刷に分けられる。自然堆柵、人為堆轍の別は不明である。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。人為的な遺櫛ではない可能性も高い。

〔年代〕縄文時代に属する可能性が高いが確証はない。
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16SK1"(第49図、写真図版29)

〔位置]mGoiに位置する。東側は16次調査区に延びる

〔Ⅲ複〕なし。

〔形態〕開口部は楕円形と思われる。底面は概ね平坦である。確認面からの深さは26cm､底面の標高は21.72

mである。

〔埋土] l届に分けられる。自然堆穣、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔年代〕縄文時代に属する可能性が高いが確証はない。

16SK1"(第49図、写真図版29)

〔位置]mG1h、l i、2h，2iに位置する。東側は16次鯛査区に延びる。

〔亜複〕なし。

〔形態〕開口部は不整な円形である。底面には凹凸がある。確泌面からの深さは20cm､底面の標高は21.65m

である。

〔埋土] 1層に分けられる。自然堆菰、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。人為的な遺櫛ではない可能性も高い。

〔年代〕縄文時代に属する可能性が商いが確証はない。

16SK107(第49図、写真図版29)

〔位置]mGoh、Oiに位置する。

〔砿複〕なし。

〔形態〕開口部は不整な形状である。底面は概ね平坦である。確腿面からの深さは8cm､底面の標商は21.72

mである。

〔埋土〕1層に分けられる。自然堆械、人為堆積の別は不明である。

〔出土巡物〕なし。

〔性格〕不明である。人為的な遺構ではない可能性も高い。

〔年代〕縄文時代に属する可能性が高いが確証はない。

16SK1"(第49図、写真図版30)

〔位世] nG8f、8eに位世する。

〔砿複〕なし。

〔形態〕開口部は梢円形である。底面には凹凸がある。確腿面からの深さは12rm,底面の標高は21.80mであ

る。

〔埋土] 1層に分けられる。自然堆穣、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。人為的な遺栂ではない可能性も高い。
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〔年代〕縄文時代に属する可能性が高いが確証はない。

16SK1"(第49図、写典図版30)

〔位世] nG9h、mGohに位世する。

〔重複〕なし。

〔形態〕開口部は円形である。底面には凹凸がある。確認面からの深さは15cm、底面の標高は21.82mであ

る。

〔埋土〕1届に分けられる。自然堆穣、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土中から縄文時代後期後葉～晩期初頭の深鉢(9"9,9012)、注口土器("79)が出土した。

〔性格〕不明である。人為的な遮櫛ではない可能性も高い。

〔年代〕縄文時代に属する可能性が高いが確証はない。

5満

櫛は21条検出した。16SD12、16SD13は19次調査区にのびるが、19次鯛査次でもそれぞれに遺柵の名称

を付している。16SD12=19SD3、16SD13=19SD2である。ここでは16次調査区で検出した部分だけ

について報告する。

16SD1 (第50図、写真図版30)

〔位侭]mG5b、5cに位吐する。

〔砿複] 16SE10、16SE12、16SE14、16SD15と砿複するが本瀧が新しい。また16SB13、16SBl5と

プランが亜複するが直接切り合う部分がなく前後関係は不明である。

〔形態〕平面形はほぼ真直ぐである。溝の中に礫を入れている。排水目的の暗渠である。水の流れる方向は

検出した分では不明瞭である。

〔埋土) 1屑に分けられる。礫が詰められている。

〔出土遺物〕詰める礫として、挽臼(7021, 7022)、板碑(7026)が使用されていた。

〔性格〕排水のための賠渠である。

〔年代〕詰めこまれた挽臼は近世のものである。よって本瀧は近世以降の櫛築である。

16SD2 (第50図、写真図版30)

〔位倣] nG8c、8dに位瞳する。

〔璽複) 16SD3、16SD4、16SB52、16SB56、16SB58と重複するが本瀧が新しい。また16SB55、

16SB61とプランが皿複するが直接切り合う部分がなく前後関係は不明である。

〔形態〕平面形はほぼ真直ぐである。澗査区外西側にさらに延びていく。櫛の傾斜は著しくないが、西から

東に水が流れる。

〔埋土〕2届に分けられる。明瞭な流水の痕跡は認められない。

〔出土通物〕埋土から古代の緬恵器大聖（別)、手づくねかわらけ(1"5)、ロクロかわらけ(1097)が出土

した。

〔性格〕不明である。
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〔年代〕不明である。

16SD3 (第50図、写真図版31)

〔位置] nG8d、9dに位侭する。

〔璽複] 16SB54、柱列4と重複するが本溝が新しい。また16SD2、16SB55と重複するが本瀧が古い。

また16SB53、16SB47とプランがⅨ複するが直接切り合う部分がなく前後関係は不明である。また16SB

46と亜複するが前後関係をはっきり把握できなかった。

〔形態〕平面形はほぼ真直ぐである。長さ約8.5mで完結する。溝の傾斜方向は明瞭ではない。

〔埋土〕1層に分けられる。明瞭な流水の痕跡は認められない。

〔出土遺物〕埋土から鍛冶津（8038）が出土した。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SD4 (第50図、写真図版31)

〔位瞳]nG9cに位歴する。

〔亜複] 16SB47、16SD2と砿複するが本瀧が古い。また16SB61と唾複するが本櫛が新しい。また16S

B49、16SB50、16SB52、16SB53、16SB56とプランが璽複するが直接切り合う部分がなく前後関係は

不明である。

〔形態〕平面形はほぼ真直ぐである。北側は完結し、南側は16SD2に切られるがその南に続かないので長

き約3mと推測される。櫛の傾斜方向は明瞭ではない。

〔埋土] 1層に分けられる。明瞭な流水の痕跡は認められない。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SD5 (第55図、写真図版31, 32)

〔位悩] nG8e，9e、Od，Oe，ld，le、2d，3d，4d，5e、6eに位価する。

〔重複] 16SD12、16SD13、16SK26、16SK55、16SB6、16SB28、16SB29、16SB30と亜複する

が本櫛が新しい。また16SB61と重複するが本溝が新しい。

〔形態〕平面形は検出部分の真中あたりが西側に凸型に出っ根る。北側はなお調査区外に続く。櫛の傾斜方

向は北から南に水が流れる。

〔埋土〕1層に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土中から肥前磁器皿（5037)、在地産陶器行平(5132)、砥石(OOl)、寛永通寶(8018)が出

土した。

〔性格〕近世～近代の屋敷の区画、排水の用途の溝と推測される。

〔年代〕出土遺物と近世掘立柱民家との重複関係から、19世紀～近代にかけての年代と推測される。
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16SD6 (第50図、写真図版32)

〔位置] nG9gに位置する。

〔飛複) 16SB28、16SB30、16SB36と並複するが本櫛が古い。

〔形態〕平面形はほぼ真直ぐである。長さ3.9mで完結する。櫛の傾斜方向は明瞭ではない。

〔埋土〕1層に分けられる。明瞭な流水の痕跡は認められない。

〔出土遺物〕埋土から渥美産蕊（2“6）が出土した。

〔性格〕不明である。

〔年代〕埋土の質感から12世紀の可能性が高い。しかし確証はない。

16SD7 (第51図、写真図版32)

〔位置) nG7h、8hに位置する。

〔重複] 16SB28、16SB67と重複するが本瀧が新しい。

〔形態〕平面形はL字形である。南端が膨隆し調森区外に続く。櫛の傾斜方向は西から東、そして南側に水

が流れるようになっている。

〔埋土] 1層に分けられる。

〔出土過物〕埋土から平瓦(4004)肥前産磁器皿(5039)、肥前（唐津）産陶器皿(5082)、大堀相馬産陶器

碗（5089)、肥前産陶胎染付香炉(5101)、在地産陶器おはぐろ壷(5116)、在地産陶器描鉢(5128, 5133)が

出土した。

〔性格〕排水のための識と推測される。

〔年代〕建物の切り合いi刈係と出土避物から19世紀代の瀧と推測きれる。

16SD8 (第51図、写真図版32)

〔位微]mGlb，lcに位世する。

〔薫複] 16SB38、16SB49と蕊複するが本瀧が古い。

〔形態〕平面形はほぼ真直ぐである。溝の中に礫を並べた暗渠である。西側では溝の掘方が失われ、礫の並

びだけが検出された部分もある。櫛の傾斜方向は検出された分では明瞭でない。

〔埋土] l層に分けられる。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕排水用の暗渠である。

〔年代〕近世～近代の櫛である。

16SD9 (第51図、写真図版33)

〔位置] nG7gに位侭する。

〔重複] 16SD10と重複するが本繊が古い。

〔形態〕部分的な検出であるが､検出きれた分では平面形はほぼ真直ぐである。溝の傾斜方向は明瞭でない。

〔埋土] 1層に分けられる。明瞭な流水の痕跡はない。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。
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〔年代〕不明である。

16SD10(第51図、写真図版33)

〔位置] nG7f、7gに位置する。

〔重複] 16SD9と重複するが本溝が新しい。

〔形態〕平面形はL字形である。南端は鯛査区外に続く。櫛の傾斜方向は西から東、そして南側に水が流れ

るようになっている。

〔埋土〕1層に分けられる。

〔出土遺物〕埋土から肥前産磁器Ⅲ(5030)が出土した。

〔性格〕排水のための櫛と推測される。

〔年代〕出土遺物から18世紀以降の瀞と推測きれる。

16SD11 (第52図、写真図版33)

〔位憧]mG3b、3c、3dに位置する。

〔重複] 16SB19、16SD5と重複するが本溝が古い。また16SB26と重複するが前後関係を把握できてい

ない。

〔形態〕平面形はほぼ真直ぐである。東端は16SD5に切られるが、本来は東側にまだ延びていたと推測さ

れる。溝の傾斜方向は西から東に水が流れる。

〔埋土〕2層に分けられる。明瞭な流水の痕跡は認められない。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SD12 (第55図、写真図版34)

〔位置]mG3b、4b、3c、4c、3d，4d，4e、4f、4g，4hに位置する。

〔重複] 16SD17と重複するが本瀧が新しい。16SB17、16SB19、16SE13、16SD5、16SD13、16S

K17、16SK18、16SK24、l6SK55と並複するが本櫛が古い。また16SB18とプランが並複するが直接切

り合う部分がなく前後関係は不明である。

〔形態〕平面形は概ね真直ぐである。東側は19次調査区(19SD3)に続く。溝の傾斜方向は明瞭ではない

が、全体的には西から東に水が流れる。

〔埋土〕2層に分けられる。明瞭な流水の痕跡は認められない。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土中から古代の須恵器大甕（35，53，57，64，65，73)、手づくねかわらけ(1090)、ロクロ

かわらけ(1095, 1110)、柱状高台かわらけ(1122)、軒平瓦(4003)、鍛冶津(8037)、石錐(9114)が出土

した。

〔性格〕12世紀の都市を区画する溝と推測される。道路側溝の16SD15と接する部分は検出されていないが

同時存在と推測される。

〔年代] 12世紀後半の年代と推測される。
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16SD13(第55図、写真図版34)

〔位侭]mG5b，5c、4d，5d，4e、5e、4f，4g，4hに位置する。

〔政襖] 16SD12、16SD15、16SD17、16SD20と重複するが本櫛が新しい。また16SB13、16SD5と

亜複するが本櫛が古い。また16柱列2とプランが重複するが直接切り合う部分がなく前後関係は不明であ

る。

〔形態〕平而形は概ね典直ぐである。西側は調査区外、東側は19次澗従区(19SD2)に続く。識の傾斜方

向は明瞭ではないが、全体的には西から東に水が流れる。

〔埋土〕2層に分けられる。明瞭な流水の痕跡は認められない。自然堆欲、人為堆積の別は不明である。

〔出土避物〕埋土中から古代の土師器ロクロ内黒坏(15)、須恵器大喪(76, 79)、手づくねかわらけ(1012,

1034、 1051，1075)、ロクロかわらけ(1109)、柱状高台かわらけ(1121)、常淵殴陶器兜(2028)、中国産白

磁水注(3017)、縄文時代の石皿(9190)が出土した。

〔性格〕不明であるが、区画のための溝の可能性が高い。

〔年代] 12世紀後半の区画櫛、道路側溝を切っており、 13世紀～l4世紀の所属の可能性が商い。

｛

16SD14(第53図、写真図版35)

〔位冊]mG3g、3h，49，4hに位置する。

〔重複] 16SK27と重複するが本満が古い。

〔形態〕平面形はほぼ真直ぐである。溝の傾斜方向は不明瞭である。

〔埋士] 1層に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土過物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SD15("52図、写典図版35)

〔位樋]mG5b、6bに位置する。

〔璽複] 16SB19、16SE12、16SE14、16SD1、16SD13と砿複するが本櫛が古い。

〔形態〕平面形はほぼ典直ぐである。南側は撹乱によって失われているが、澗査区際では櫛の底面近くが生

き残っている部分がある。そしてさらに瀧は調査区外南に続く。北側も綱査区外に続く。櫛の傾斜方向は明

瞭ではないが、北から南に水が流れるようである。

〔埋土〕2闇に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土通物〕埋土中から土師器ロクロ内黒坏(16, 18)、土師器ロクロ坏(21)、土師器小型長胴翌(27)、古

代の須恵器大甕（41，46，47，48，56)、手づくねかわらけ(1019, 1035, 1045, 1076)、内折れかわらけ

(1118)、常滑産陶器片口鉢(2"1)、常滑産陶器広口壷(2010)、'附洲産陶器蕊(2013,2014,2015)、渥美

産陶器ll1茶碗(2037)、漁美産陶器片口鉢(2038)、渥美産陶器翌(2047, 2051,2053,2"5,2068)、須恵器

系陶器片口鉢(2085)、須恵器系陶器甕(2091)、砥石(7011)、鍛冶津(8"O)が出土した。

〔性格) 12世紀の道路の側櫛である。対になる溝(13SDl)は泉屍遮跡13次綱森（東北本線西側）で検出

されている。

〔年代) 1211t紀後半に属すると推測される。廃絶時期は藤原氏滅亡直後と思われる。
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16SD16(第"図、写真図版35)

〔位腫)mG5g、69，79に位置する。

〔亜複] 16SB6と亜複するが本櫛が新しい。また16SEllと政複するが本溝が古い。また16SBl、16S

B2、l6SB3、16SB4、16SB"とプランが重複するが直接切りあう部分がなく前後関係を判断できな

い、16SK40とは同時存在の可能性が高い。

〔形態〕平面形はほぼ真直ぐである。北側は調壷区外に続く。櫛の傾斜方1句は北から南に水が流れるように

なっている。

〔埋土] l層に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし。

〔性格] 16SK40に導水し、排水する櫛と推測される。

〔年代] 16SK40と一体のものであれば近世以降に属する。

16SD17(第"図、写真図版35, 36)

〔位世]mG4f、5f、6fに位世する。

〔亜複] 16SB6、16SK20、16SK42、16SD12、16SD13と班複するが本溝が古い。

〔形態〕平面形はほぼ真直ぐである。北側は切れ切れの状態になる。櫛の傾斜は顕著でないが、北から南に

水が流れるようになっている。

〔埋土] 1層に分けられる。自然堆積、人為堆祇の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土から手づくねかわらけ(1072)が出土した。

〔性格〕不明である。

〔年代〕出土避物と過柵の璽複関係から12世紀代と推測される。

16SD18(第53図、写真図版35, 36)

〔位侭]mG5d，5eに位瞳する。

〔亜複] 16SB13、16SB15と重複するが本溝が古い。

〔形態〕平面形はほぼ真直ぐである。溝の傾斜方向は顕著でない。

〔埋土] l畷に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SD19 (第53図、写真図版35,36)

〔位世]mGlc、2b、2cに位置する。

〔璽複] 16SB26と亜複するが本瀧が古い。また16SIlとⅢ複するが本櫛が新しい。また16SK14と亜複

するが前後関係を判断できなかった。また16SB37とプランが亜複するが直接切りあう部分がなく前後関係

を判断できない。

〔形態〕平面形はほぼ典直ぐである。途中途切れる部分がある。櫛の傾斜方向は明瞭でない。

〔埋土] 1層に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。
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〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

16SD"(第54図、写真図版36)

〔位悩]mG4c、5cに位侭する。

〔政複) 16SBl7、16SD13と重複するが本瀧が古い。また16SB19、16柱列2，16柱列3とプランが虹複

するが直接切りあう部分がなく前後関係を判断できない。

〔形態〕平而形はほぼ真直ぐである。南側でプランが不明瞭になり途切れる。櫛の傾斜方向は明瞭でない。

〔埋土] 1用に分けられる。自然堆積、人為堆稲の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土中から手づくねかわらけ（1068）が出土している。

〔性格〕不明である。

〔年代〕出土遺物から、12世紀後半の可能性が高い。

16SD21 (第54図、写真図版36)

〔位恨]mG8h，8iに位置する。

〔皿複〕なし。

〔形態〕検出された部分はわずかで全体形は明瞭でない。

〔埋土] l層に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。
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6竪穴建物

9～10世紀の竪穴建物が2棟検出された。カマドを有していないものもあり竪穴建物とする。

16SI 1 (第56図、写真図版37)

〔位置]mGoh、lhに位置する。

〔砿複] 16SB2、16SB3、16SEl、16SE3と重複するが本竪穴が古い。

〔形態)3.4m×4.0mほどの方形の掘り込みを呈していたと推測されるが､検IHされたのは壁簿のみである。

西辺の壁溝は検出されなかった。

〔カマド〕南壁東寄りにカマドの火焼而の一部が検出された。煙道、ソデなどは16SElによって破壊され

ている。

〔埋土〕壁溝の埋土はl層に分けられる。また、壁瀧上を僅かに覆う埋土の残存が存在する。自然堆積、人

為堆祇の別は不明である。

〔出土泄物〕壁櫛の埋土中から土師器ロクロ内瓜坏（1，2，3)、1:師腓ロクロ坏（4，5)、土師器ロク

ロ小型長胴蕊（6）、須恵器長頚砿（8）、埋土の残存から須恵器寵（7）が出土した。

〔性格〕古代の竪穴住居である。

〔年代〕出土遺物から9世紀後半～lO世紀前半と推測される。

16SI2 (第56図、写真図版37)

〔位侭]mG2b、2cに位置する。

〔亜被) 16SB26、16SK14、16SD19と爪複するが本堅穴が古い。また16SB27、16SB37とプランが亜

複するが、直接切り合う部分が無く前後関係は不明である。

〔形態]2.75m×3.1mほどの方形の掘り込みを呈する。壁溝は存在しない。また床而は概ね平坦である。

〔カマド〕カマドらしい施設は検出されなかった。16SK14に破壊された部分に存在した可能性もあるが、

周辺にそれらしい痕跡は全くない。

〔埋土〕壁溝の埋土は1層に分けられる。人為堆穣の可能性が高い。

〔出土迩物〕埋土中から土師器ロクロ内黒坏（9）、土師器ロクロ坏(10，ll)、土師器長胴甕(12)が出土

した。

〔性格〕古代の竪穴建物である。

〔年代〕出土遺物から9世紀後半～10世紀前半と推測される。
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第2節出土遺物

泉屋遺跡16次隅査で出土した遺物は以下の通りである。

1 古代の土師器、須恵器

(1) 9～10世紀の土師器（坏、長胴謹）

（2）9～10世紀の須恵器（長頚燕、壷、大喪）

2かわらけ

(1) 12世紀の手づくねかわらけ

(2) 12世紀のロクロかわらけ

(3) 12世紀の内折れ、柱状高台かわらけ

(4) 13～14世紀のロクロかわらけ

3国産陶器

(1) 12世紀の常淵産陶器（片口鉢、三筋壷、広口壷、蕊）

(2) 12世紀の渥美産陶器(III茶碗、片口鉢、壷、艶）

(3) 12世紀の須恵器系陶器（片口鉢、波状文四耳壷、蕊）

(4) 13～14世紀の尭器系陶器（在地産鉢、壷、東海産鉢）

4 中同摩磁墨

(1) 12世紀の中国産磁器（白磁碗、白磁壷、白磁水注、青磁碗、青白磁皿、青白磁合子、青白磁梅瓶）

（2）中世の中国産磁器（青磁碗、白磁壷）

5 12世紀の瓦（軒平瓦、軒九瓦、平瓦､）

6近世の陶磁器

(1)近世の磁器（碗、皿、小杯、香炉、瓶、花生、水滴）

（2）近世の陶器（Ⅲ、碗、香炉、土瓶、仏飯器、鉢、切立、おはぐろ壷、翌、行平、捌鉢、規炉）

7 木製品（織機の部品？、曲物、漆器Ⅲ、桶、釣瓶、漆器椀、横槌）

8石製品（砥石、硯、挽き臼、板碑）

9金属製品

(1)銭貨（北宋錨、寛永通寶）

（2）その他の金属製品（金具、煙管、刀、鉈、釘、鉄斧、かんざし）

10その他の遺物（鉄津、漆紙、鋳型、土玉）

11縄文時代の遺物

(1)縄文時代の土器（後期前～中葉、後期後葉～晩期初頭）

（2）縄文時代の石器（石錐、石錐、石匙、石箆、スクレイパー、異形石器、打製石斧、石棒、磨石、凹

石皿）

凹石、

各々の遺物については、実測図版の下に観察表を付した。出土地点、法量などは表を参照していただきた

い。文章中では必ずしも個々の遺物について税明していない。
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1 古代の土師器、須恵器（第57～63図写真図版38～43）

9～lO世紀の土師器、須恵器は16SIlと16SI2の竪穴建物の埋土中からまとまって出土した。他にも

12世紀以降の過櫛の中からも破片が出土している。鯛森区の北半部からの出土が多い。土師器は報告藩掲載

が2.0kg，不掲職が5.1kg、合計7.lkgが出土した。須慰器は報侮普掲戦が2.8kg、不掲載がl.lkg、合計3.7kg

出土している。

16SI lは砿瀧中から土師器、須恵器(l～7)がまとまって出土している。これらは一括性の高い遮物

と判断できる。l～5は土師器ロクロ坏である。l～3は内面にミガキ、黒色処理が施される。外底面に再

調整は無い。4～5は内外面ロクロ調整のみである。6はロクロ調整の小型長胴蕊である。底面に回転糸切

痕がある。8は須恵器の長頚壷である。横～鈍い褐色の色澗を呈している。頚部に凸帯が巡る。この16SI

llli士の土師器、弧忠器の実年代ははっきり示せないが911t紀後半～10世紀前半頃、十和田a火山灰降下前

後と推測される。

9～12は16SI2からの出土遺物である。12の長胴翌は体部外面の調整が頚部にまで及んでいない。この

特徴は本次澗査出土の他の非ロクロ土師器長胴饗に共通してみられる特長である。16SI2の出土遺物の年

代も16SIlに近い年代と推定される。

13～79は遺柵外及び12世紀以降の遺構中から出土した土師器、須恵器である。13～21は土師器坏である。

13は内外im､底面全体にミガキ、黒色処理が施されている。14は外而底辺部にヘラケズリ再調整が施される。

15は外底而にヘラケズリが施され切り離し方法が確麗できない。16～18は内而の磨耗が著しくヘラミガキの

方向、単位を判別し難い。21は内外面ロクロ調整のみの坏である。12世紀の遡櫛からの出土であるが、器形

から9～lO世紀のものと判断した。

22～32は土師器長胴艶である。28はロクロ僅胴蕊で22～27はロクロ不使用の縫胴蕊である。ロクロ不使用

催胴蕊の口縁部は短く「<」の字に外反している。体部外面のWI雛が頚部にまで達せず、頚部に無澗整の部

分が生じている。28はロクロ長胴蕊で口縁部が「<」の字に外反する。ロクロ調整の下地にタタキの痕跡は

認められない。29～31は是胴蕊の底部の破片であるが、ロクロ使用か不使用のものか判別がつかない。32は

ロクロ不使用の底部である。

33，34は須恵器長頚壷の口縁部破片である。34は赤褐色の色調を呈する。35～38は平底の須恵器蕊と推測

される。37はヘラケズリの下地にタタキ目がみられる。

39～79は須恵器の大喪である。12世紀以降の須忠器系陶器を含む可能性もある。39は口縁部破片で口径を

求めることが可能であった。41～卵はタタキ目、質感から同一個体と判断した。薄手の造りで内面の当て具

痕は不明瞭である。

51～63の須恵器大喪片は内面の当て具痕が不明瞭なものである。外面のタタキ目は平行タタキ目が多い。

64～79の須忠器大蕊片は内面に当て具痕が存在するものである。タタキ目と類似する平行または格子目状の

当て具痕が多い。須恵器の実年代については詳しく示せないが、土師器と同様に9世紀後半～lO世紀前半に

属する可能性が商い。
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第57図古代の土師器、須恵器①
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第58図古代の土師器、須恵器②
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第60図古代の土師器、須恵器④
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第61図古代の土師器、須恵器⑤
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第62図古代の土師器、須恵器⑥

-125-



薑II
75 ;I一

76

凶
■
■
雨
沼

10cm0

岸一ヨ

法品（“）

高き u柾底径

(3,7〉

(5.2） 一 一

〈6.8）

(3.2）

<7.2）

仏MM その他勝り fIMI 滞醐 川.上仙置 外lili測幣 |ﾉ1面|測轆

岬
一
》
岬
一
岬
一
岬

錘
謹
嘩
一
極
悪

蝿･上

(mG5c)

剛士上部東

I層

埋上(mG4R)

タタキh

タタキ目

タタキロ

タタキロ

タタキm 冊

鼎
一
雌
一
灰
灰
伐灰

布
一
祁
両
一
浦
測

16SK20

16SD13

16SE6
－

mG6d

16SD13

第63図古代の土師器、須恵器⑦

2かわらけ（第64～69図写真図版44～49）

12世紀のかわらけは手づくねかわらけとロクロかわらけが出土した。侭I示したのは手づくねかわらけ92点

(1001～1092)、ロクロかわらけ24点(1093～1118)、内折れかわらけ4点(1117～1120)、柱状高台かわらけ

2点である。図示したかわらけの箪量の合計は6.4kg､報告書不掲載のかわらけは43.7kgである。合計すると

泉屋避跡16次調査全体で12世紀のかわらけは50.1kg出土している。

(1)手づくねかわらけ（第64～67図写真図版44～48)

手づくねかわらけは以下の通り分類した。

C3W( 2段ナデロ唇部面取りなし

C4類2段ナデロ縁部つまみ上げ

C5類2段ナデロ唇部面取り

D2Wi l段ナデロ縁部外反

D3Wi 1段ナデロ唇部而取りなし

Djl類 1段ナデロ唇部面取り

手づくねかわらけはいずれも12世紀後半に属する。手づくねかわらけが多斌に出土した遺溝は16SE6で

ある。16SE6の図示した手づくねかわらけは35点ある。大型かわらけの口径の平均値は13.9cmである。

1069は特異な器形である。口縁部に焼成前の穿孔がある。
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届\． 出土位侭 分馴

ｑ
始
己
口

口機

:且（昼

服柾 高さ

内ini

ﾅ･デ

外庇

けのこ咽）

遺仔度

(鮎）
胎土 伽 啄

】㈹1 6SE6 22 C 10．2 2.3 和

1噸 6SK調埋上 C 14.4 3.2 水 すのこ艇 卯 細砂少 継ぎ目

lⅨB 6SE6 1層 C 16.0 2.5 水 40 細砂少

l”1 6SE6埋七上部 C M､8 (2 6） -ｳｰのこ猟 20 細砂少

1(､5 6SD2期士 C 15.8 2 9 木 すのこ疵 劇）

1恥 6SK釧蝿士 C 11．3 2 5 ･ｸﾞのこ狼 20 細砂少

l(X)7 6SE6 1～3層 C 14.8 2 ５ すのこ拠 20 細砂少

'㈹8 6SE6 3層 C 13.8 (2 5） 25 細砂少 継ぎロ

'㈹9 6SE6 1～3層 C 14．0 一 (2 8） 20 細砂多

1010 6SK28肌上 C 14.0 (3 0） 15 細砂多

l()11 6SK28埋土 C 14.5 3 3 1j 95 細砂多

1012 6SD13埋土 C 13,8 (3 0） 20 組・粗砂多 継ぎ目・口絶郁なで不トリl砿

1013 6SK12埋土 C 12．8 (1.“） 15 細砂多

1014 6SK鋤埋士 C 10.0 2.0 木 ” 細砂多

1015 6SK"埋土 C 16．4 (2 8） 25 細砂多 燦付蔚

1016 mG&1b I層 C 15．7 (2 5） 鋤 網砂少

1017 16SE6埋土_上部 C 15.2 3 1 70 絹砂少

1018 nG9g lH C 10．2 ２ 4 75 中央術凹み

1019 16SD15埋土(mG5g) C 15．0 (2 9） 鋤 細砂多

1蛇0 16SE14塊土 C 15.0 3 1 浦 細砂少

l舵I 16SE6 4W C 11．7 ー 3 1 す．のこ楓 和 細砂少
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岱号 出土位侭 分顛
1

口径

§量（範

庇径

）

高さ

内mi

ナデ

外服

けのこ肌）

通拝度

(％）
胎土 佃 琴

O型 16SE6埋土上部 C5 14.1 2．3 ~ｲ．のこ狐 師 細砂多 継ぎロ

0鱒 16SK41埋土 C 13．0 ｰ 3 0 15

0割 16SE6 1E C 13.2 2 8 木 すのこ概 弱

025 mG5b l層 C 2.2 2 8 木 40 細砂多

026 6SE9埋土 C 0.0 2 3 帥 口緑内外にタール状付藩物

027 6SE6 1～3層 I〕 5.0 ー 3 0 -ｳｰのこ疵 25 細砂少

O錫 6SKM埋土 ，4.0 ２ 0 20 細砂少

“ 6SK41埋土 ，3.0 3 1 すのこ痕 鋤 細砂少 継ぎ目

“ 6SK認埋土 ，13.4 3．1 すのこ痕 釦 細砂少 外庇揃凹み

侭1 6SE6 1～3層 ，13．2 (2.8） ･ｲｰのこ虹 45 細砂多

、2 6SE6 4W 、 14．8 一 2．7 すのこ狐 l⑪ 網砂少

唾 6SE6 1層 ，13.2 (2.5） 鋤 細砂多

咽 6SD13埋土(mG5d) ，13.0 (3.0） 20 細・粗少多 継ぎ目、n緑部なで不明瞭

昭5 6SD15埋土(mG4b) ，13.1 2 1 釦 細砂多

〔閲6 6SK43埋土 ，13．0 (2 4） 20 細砂少

㈹7 6SE6 1～3屑 、 14．0 3 0 すのこ楓 40 細砂多

〔“ 6SE6 3E ，12．7 3 0 ｡#･のこ弧 80

側9 6SE6 1～3層 I） 12．2 2 ７ すのこ狐 帥 細砂少 継ぎ上I

帆0 6SE6埋土上部 ，9.6 1 8 帥 ﾀｰﾙ状付君物（内･外底）

011 6SE7埋土 ，9.6 1 9 10 細砂少

012 6SE6 1～3増 ，10．0 1 9 鋤 緬砂少

013 6SE6 4H ，10．0 2 2 妬 細砂多 継ぎ[1
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稀g・ 出土位儒 分顛

ｑ
も
■
■

口径

猛（画

脹僅

）

商ざ

内面

ナデ

外底

けのこ侭）

遺存度

(％）
胎土 偏 考

014 6SE6 1～3層 D3 8.8 1．9 45 細砂少

015 6SD15埋土mG5b ，8 9 (1.7) 35 細砂少

016 6SE6 1層 ，9 ２ 1.9 すのこ痕 '㈹ 細砂多

017 6SK"埋土 ，9 (） 1.9 85 細砂多 縦ざⅡ

“8 6SK52埋土 ，9 4 (1.7) 15 細砂多 内面に煤付君

“9 6SE6 2層 ，9 0 一 2.0 '㈹ 細砂多

0駒 IG2c lW ，8 6 1.6 30 細砂多 継ぎl･l

051 6SD13塊土(mG5b) ，<9 5） (2.05） 20 細砂多 継ぎ

052 6SE6 3層 ，8 8 2.1 水 すのこ撫 95 甑み軒しい

”6SE6 1層 ，8 4 1.6 帥 細砂少 継ぎ凹

051 6SDl5塊土 ，8 2 1．1 釦 細砂多

鴨5 6SK記埋土 ，(8 6） ー (1.6) 20 細砂多 外脹揃凹み、継ぎ目

職 6SE14塊土 ，8 0 1.5 鋤 細砂少

鴫7 6SE14鮒土 ，8 4 1.6 帥 細砂少 I言I鯨に煤付粉

職 6SKM埋土 ，8 Z (1.5) 25 細砂少 外服に術紋？

059 6SK17 1E ，7 6 1．1 15 細砂多

唖 UG9g I層 ，16．0 ー 4.0 ” 細砂多 術凹み

蝿I 16SK31埋土 ，15.6 (3.1) すのこ痕 25 細砂多

(舟2 16SK釦埋土 ，11.5 (2.5） 15 細・机砂少 煤付滴

噸 mGIc I層 ，15.6 (3.5） すのこ猟 25 細砂多 II!央州凹み

〔舟1 mGl i lW 、 15.(） 4．0 30 細砂少 llil'ilみ称しい

(Xi5 16SE14鯏士 ，13，0 3,2 木？ すのこ痕 ” 術紋

噸 l6SE6 1層 ，】5.0 (2.4） 25 細砂少 継ぎ目、内底に煤付蒋

“7 16SE14埋土 ，(14.0) (3.4） 木？ すのこ摸 65 細砂少

(剛 16SK20皿士 ，13.8 (3.1) 20 細砂少
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舟号 出-1.位慨 分畑
i

I~lif

量(ca)

臓繩 高き

内面

ナデ

外哩

けのこ幌）

通存腫

(％）
胎土 備 考

“9 6SE6 1～3層 D4 (14.0) ー 4.2 15 細砂少 焼成前に穿孔、領み薪しい

070 6SK31 剛士 I〕 l‘1.4 (3 l) 15 細砂多

071 6SE6 1W ，13‘0 2 3 すのこ疵 35 細砂多 継ぎ目

072 6SD17埋土(mG5e) ，11．4 (3 0） 釦 細l砂少

(” 6SK41埋土 ，13．6 (2 7） 15 細砂少

的4 6SK"埋土 ，12．8 3 4 すのこ蝋 釦 細砂少

075 6SD13埋土 ，1‘1.9 ２ Z 25 綱砂少 底面に揃紋

076 6SDI5剛士 I〕 13． (2 5） 25 旧砂多

碗7 6SE12埋土 ，15.0 (2 8） 10 細砂多

碗8 6SE6蝿士上部 ，12．8 2 1 すのこ疵 ‘15 網砂少 中央I i凹み

的9 6SE6埋土上部 ，13．2 2 9 すのこ掘 25 網砂少

(卿 6SK37剛士 I〕 11．2 (2 2） 15 細砂少 継ぎ目

(賂1 6SE12期上 ，12．0 (2 0） 10 刺I砂多

(用2 6SE6M｣2｣令躯 D4か 10．0 ２ 0 帥 細砂多 継ぎ目

〔脇 6SK31埋土 D4 8．8 I 9 15 細砂多 外底柑凹み

〔剛 6SE6 1～3層 、 10.(） (1 5） すのこ痕 25 細砂少

(賂5 6SE6 1層 ，10．2 (1 8） 15 細砂少

〔暇i 6SK9服士 ，】0．5 1 3 10

鴎7 6SE6 4W I） 8．9
、
〃
』 0 す｡のこ猟 Ⅸ） 細砂多 継ぎ11

”6SK42埋土 I） 8.‘1 2 0 “ 細砂多 領み箸い、

”6SEl2埋土 ，9．0 1 7 15 細砂多

卿 6SD12埋土(mG4c) ，8．8 (’1） 15 細砂多

的1 6SE14埋土 ，8．0 1 5 25

" 6SE6埋土上部 ，8．2 I 8 -$-のこ狼 釦
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併号 出十位清 分顛

寺
砂
ロ
曲

口径

§量(cc

底径

）

高き

内面

ナデ

外庇

けのこ躯）

遺存庇

(％）
胎t 偏 考

1噸 6SE9 5" ロクロ 14.8 9.2 2．8 すのこ猟 25 粗砂少

1(砂1 6SE6埋土 ロクロ 12.6 3．1 鋤 網砂少

1船5 6SD12埋土(mG4c) ロクロ 13.5 2．5 15 綱砂多

l(腕 6SE6 1～3層 ロクロ 12.4 (2.8） 25 細砂多

l的7 6SD2埋土 ロクロ (14.8) (3.4） -ｹのこ猟 45 細砂少 右回り

1(卿8 6SE6 3g ロクロ 13.6 6.8 3．3 95 細砂少 右【Ljり

l(卿9 IG4b l層 ロクロ 13.0 6 6 3．2 2(） 細砂多

11“ 6SE9 1～2屑 ロクロ (15.0) (8 4） (3.5） 40 右uり

1101 6SE6 1層 ロクロ 13.6 7 1 ３ 3 85 細砂多 右回I)

1102 6SK21埋土 ロクロ 7 6 (2 7） 40 祖砂多

11“ 16SE9 5層 ロクロ (12.4) ３ 一
○ 鋤 粗砂多 右何り

1101 6SE9蝿士 ロクロ 12.8 4.8 ３ 6 25 粗砂多 右回り

11“ 6SEl l" ロクロ 10．5 4.0 2
《
ｊ
■ 鋤 棚砂少 布同I)

11〔応 6SE9 5g ロクロ (12.4） 3 5 20 棚砂多

1107 6SE14埋土 ロクロ 8.0 5.8 】５ 帥 細砂少

11脇 6SK鋤埋士 ロクロ 8 2 6.4 1 7 加 細砂多

11” 6SD13埋土(mG5b) ロクロ (8 0） (1 5） 15 細砂少

1110 6SD12魂士(mG4f) ロクロ 8 8 5.7 1 8 ．$．のこ痕 鋤 細砂少 右回り亜み軒しい

1111 6SE9 5m ロクロ 9 4 6 6 2 1 “

1112 6SK49蝿土 ロクロ 7 ２ ５ 2 1 9 40 細砂多 風化によりu1職不IｿI

1113 6SE6 1層 ロクロ 7 6 5 8 】3 15 粗砂多

1114 6SE9 5層 ロクロ 8 8 1 7 45 粗砂少 右何り

1115 6SK4埋土 ロクロ 5 8 <0 9） すのこ樅 ‘10 右也Iり

1116 6SE9 5層 ロクロ 9 4 1 2 35 III砂少 内服ナデ？



（2）ロクロかわらけ（第68図写真図版48, 49）

ロクロかわらけは手づくねかわらけに比較すると出土点数が少ない。ある程庇まとまった最出土している

のは16SE6である。図示したのは5点である。点数が少ないため確実なことは貢えないが、その器形から

12世紀後半に属すると推測される。1103は器形が古代の土師器に似るが一応かわらけと考えた。llO6はその

器形から12世紀前半に属する可能性もある。

（3）内折れ、柱状高台かわらけ（第69図写真図版49）

1119～1120は内折れかわらけである。胎士は手づくねかわらけと共通する。

1121,1122は柱状商台かわらけの高台部の破片である。ロクロ澗整である。

(4) 13～14世紀のかわらけ（第69図写真図版49)

藤原氏滅亡後の13～14世紀に属するかわらけが少最出土した。当概期のかわらけと判断できたのは3点で

ある。いずれもロクロ調整で小刑のものである。胎土は砂が多簸に混入している。ll24は内底miにナデ鯛整

が施される。ll23，1125は内底面の大部分を欠損しているためナデの有無は判別できない。八爪樫忠郎氏の

分類・編年では3b類に相当し、13世紀後半～14世紀前半の年代になる。当該期のかわらけは16次調査区の

東北本線を挟んだ西側の13次調査区でも出土している。
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秀号 出土位目 分顛

ｑ
、
β
●

口径

鼠（僅

底径

）

高き

内面

ナデ

外底

けのこ腰）

遺呼度

(％）
胎土 偏 零

1117 mG4c l層 内折れ 10.0 9．2 0.9 10 綱砂少 小破片

1118 16SD15埋土(mG5b) 内折れ (8.0） (8.6） (1.0) 濁 綱砂少 外庇揃IMIみ

1119 16SE9 1～2増 内〃iれ 7.8 1 ２ 20 外底術凹み

11釦 mG3h I層 内折れ 5.8 6．4 1 3 10 小破ﾊ．

1121 16SD13埋土(mG4c) 柱状高台 2‘1 20 棚砂少 性状高fi

11型 16SD12埋土(mG4b) 柱状高台 2 2 20 籾砂多

11鱒 16SE10埋土 ロクロ (6.0） (2 2） ５ 棚砂多 13CIff－MCmfのものか

l1Z1 16SE12埋土 ロクロ 8.9 6．8 1 5 術ナデ 釦 粗砂多 13Cfff－l4ICMfのものか

1125 16SE10珊土 ロクロ 8.8 (7.0） 1‘1 ５ 柵砂多 l3C後半～14C卿半のものか



3 国産陶器（第70～77図写真図版49～56）

国産陶器にはl2世紀の常滑産陶器、渥美産陶器、須恵器系陶器、13～14世紀の東北地方在地産盗器陶器、

13世紀～14世紀の東海産陶器がある。

(1)常滑産陶器（第70～72図写真図版49～51)

常滑産陶器は片口鉢4点、壷1点、三筋壷4点、広口壺2点、蕊25点を図示した。図示した常滑産陶器の

並品は合計3.7kgである。他に報告書不掲戦の常滑雌陶器は65片(1.5kg)がある。合計すると泉陸遺跡16次

調査全体で常滑産陶器は101片(5.2kg)になる。

2001はほぼ完形の片口鉢である。高台の出っ張りが小さい。2002は片口部の破片である。2005は三筋壷に

似る器形であるが、沈線部分が存在せず、望筋壺とすべき確証がない。底辺部にヘラケズリが施される。

2006, 2007は細い2本線の沈線がほどこされる三筋壺片である。2010, 2011は底径と体部の立上がりの角度

から広口壷と判断した。体部破片の場合、広口壷と蕊の判別は難しい場合が多い。2012～2036は蕊の破片で

ある。口縁～頚部の部位以外の破片は形式の判別が離しい。2012は2型式（赤羽根・中野生産地編年）に属

する。

（2）渥美産陶器（第73～75図写典図版51～55)

渥美産陶器は山茶碗1点、片口鉢4点、壷1点、鍵39点を図示した。図示した渥美産陶器の重量は合計5.2

kgである。他に報告書不掲載の渥美産陶器は35片(0.9kg)がある。合計すると泉屋遺跡16次調査全体で渥美

産陶器は80片(6.1kg)になる。

2037は山茶碗の口縁部破片である。口縁部がくびれ、外反する。2039の片'二1鉢は底辺部に回転へラケズリ

が施されるが、胎土から渥美産と判断した。2042は小型の壺片である。2043は蕊の口縁部破片である。口縁

部が頚部から立ち上がった後に外反している。2“4は頚部から口縁部がそのまま外反する。2“5は口縁部の

長さが割合に短い。2046は頚部の破片である。内面の継ぎ目痕が顕悲である。蕊の体部破片2060は外面に垂

下する沈線状のものがある。意図的な文様の可能性もある。

（3）須恵器系陶器（第76図写真図版55）

12世紀の猟思器系陶器は片口鉢4点、波状文四耳壷1点、蕊5点を図示した。図示した弧恵器系陶器の璽

量は合計0.8kgである。他に報告書不掲赦の須恵器系陶器は7片(0.1kg)がある。合計すると泉屋遺跡16次

調査全体で須恵器系陶器は17片(0.9kg)になる。

2082～2085は同一個体の片口鉢の可能性が商い。いずれも褐灰色で砂が少殻混じる共通した胎士である。

2083は片口部の破片である。2085の内面は磨耗しておりツルツルしている。2086は波状文四耳壷の底辺部の

破片である。沈線による波状文の一部が確認できる。底面には静止、または回転速度の遅い糸切痕が存在す

る。2087と2088は胎土､色調が共通しており同一個体と思われる。肩部破片の2087にはタタキ目が存在せず、

また2088の上半部にもタタキ目が存在せず、体部の上半にはタタキ目が施されない蕊と判断される。2089～

2091も2087, 2088と胎土、タタキ目が共通し同一個体の可能性が高いが確証はない。2091は底部近くの破片

である。これら甕破片の内面の当て具痕は明瞭ではない。
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一
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峨
一
御
一
癖
一
職
一
斗
一
恥
》
一
榊
一
剛
一
榊
岬
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mG4c lg

16SE6 1g

16SE11 1g

mG1b lE

nlC3b lR

迩
雌
抑
輌
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畑
叫
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狸
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狸
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榊
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第71図常滑産陶器②
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蝉
》
一
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一
轆
一
職
一
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一
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一
御
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そ の 他誇
墾
轆
一
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一
唖
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畑
型
型
狸
獅
畑
癖
輌

“
怖
一
榊
一
榊
一
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一
諦
辮
榊
糊
一
糊
一
端
榊
州
雨

“
亮
一
兜
一
擢
一
嘉
一
亮
一
発
尭
礎
一
狸
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2～3型式

2～3恥式
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第72図常滑産陶器③
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第73図渥美産陶器①
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第74図渥美産陶器②
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第75図渥美産陶器③
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第77図中世の甕器系陶器
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（4）中世の甕器系陶器（第77図写真図版56）

13世紀後半～14世紀前半と推測される東北地方在地産の盗器系陶器が出土している。2092～2094, 2096,

2097,2100は片口鉢、2095, 2098は壷？、2101は蕊である。図示したものが出土した全点である。具体的な

窯は不明であるが、宮城県北付近の窯が想定される。これらの胎土は一様ではなく、複数以上の窯の製品の

可能性もある。2092～2095, 2099は砂粒が多くザラザラした感じの胎土、2094, 2096～2098, 2100, 2101は

砂粒が多く綴密な感じの胎土である。2092, 2093は同一個体の片口鉢である。2093の内面はかなり磨耗して

いる。2093の底面は砂粒が付瀞している。切り離し痕は確認できない。2095, 2098は底部の破片である。器

種は確定できないが壷と推測される。2099は片口鉢の破片である。口縁部が歪んでおり片口部付近の破片で

ある。2096と2097は胎土が非常に類似しており同一個体の破片と推測される。2097の下半部はやや磨耗して

いる。2101は蕊の口縁部破片である。かなり大剛の蕊と推測される。

2102は産地を確定できないが、東海産の片口鉢片と推測される。常滑産の可能性が高い。時期を特定でき

ないが13世紀中葉頃と推測される。

4中国産磁器（第78～80図写真図版57,58)

中国産磁器は12世紀に属する物と、13～14世紀に属するものがある。12世紀に属するとした磁器の中に

は、製作年代がl1世紀にざかのぼる可能性を有するものがあるが、平泉においてはこれらの使用年代を12世

紀と考え、12世紀の磁器に含めて扱っている。また16世紀末～17世紀初頭の中国産染付も出土しているが、

それらは近世の磁器として扱っており、ここではふれていない。

(1) 12世紀の中国産磁器（第78，79 IXI 写典悩1版57, 58)

12世紀(11世紀）の中国産磁器は白磁碗15点、白磁皿1点、白磁壷10点、白磁水注2点、青磁碗6点、青

白磁皿1点、青白磁合子1点、青白磁梅瓶1点を図示した。これらが出土した全点である。

3001は玉縁の碗で化粧士が施される。碗で化粧士があるのはこの個体だけである。3004は外面に斜位に櫛

描きが施される。他の白磁と異なり真白な色調を呈する。3005,3006は内面に櫛描きが施される。3005の高

台部は露胎である。3010は内面に箆描きが施される。3014は化粧土が施きれた皿である。

3015, 3016の白磁壷は化粧土の有無を判別し難い。どちらも内面は施釉されている。3017, 3018は同一個

体の白磁水注である。どちらも2次被熱しており化粧土の有無を判別し難い。3017には把手の付け根の隆起

が認められる。また3018の口唇部は無釉で、蓋の存在が想定きれる。3019～3026は化粧土のないⅢ系（大宰

府分類）の壷である。3019は内底面にリング状の灰の付蒜がみられる。3027～3030は龍泉窯の青磁碗であ

る。3027は外而に櫛描が施される｡3028は内而に劉花文が施きれる。3031，3“2は同安窯の青磁碗である。

3032は厚く黄色がかった釉がかかる。3033～3035は青白磁である。3033は非常に薄手の造りの皿である。

3034は合子の下である口唇部は無釉である。3035の梅瓶は内面に漆に類似する皮膜が付着している。

（2）中世の中国産磁器（第80図写真図版58)

13世紀後半～14世紀前半に属する中国産磁器が出土している。白磁壷2点、青磁碗2点である。3036は大

型の壷である。透明度の強い釉が掛かっている。3037は白磁壷の下半部の破片である。3038は龍泉窯の鏑連

弁文の青磁碗である。3039は細片ではっきりしないが、髄泉窯の鏑連弁文の碗と推測される。
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訪号 佃頚 盟随 部位 出土位置 大宰府分顛 大宰府の年代剛 そ の 他

ml 白磁 碗 '二I縁郎 nG8g IW Ⅱ1 11C後半～12C前

”白田 碗 u緑部 16SE6即土上部 V 12C

… 白磁 碗 口絶郎 mG5c I層 V 12C

畑 白磁 碗 口級部 16SE12埋土 n2b 12C

麺5 白磁 碗 庇部 16SElOml土 V4b 12C

… 白磁 硯 体郁 nG9d IM V4bか l2C

3m7 白磁 碗 n緑部 16SK2()期士 Ⅷ l2C

3噸 白磁 碗 体郁 mG6c IM ⅣかVかⅧ l2C

3噸 白磁 碗 休部 P512掘方 ⅣかVかⅧ l2C

釦 0 白磁 碗 体郁 mG5b表土 Ⅶか 12C

釦 1 白磁 碗 体部 16SE6埋土 ⅣかVかⅧ l2C

30 2 白磁 碗 体郁 16SE6 1H ⅣかVかⅧ l2C 壷の可能性もあD

30 3 白磁 碗 体部 mG2d IW ⅣかVかⅧ l2C

30 4 白磁 皿 l｣緑部 排土中 ⅥかⅦ 11C後半～12CWi 化粧土あり

30 5 白磁 壷 休部 16SE15埋土(mG5b) n系 11C後半～12C前 化粧士あり

30 6 白磁 頭 体郁 P別8掘方 Ⅱ系 11C後半～12C前 化粧土あり

30 7 白磁 水注 口縁部 16SD13肌土 n系 llC後半～12C11 化粧土あり18と同一個体

30 8 白磁 水注 口縁部 16SK9肌土 nf llC後半～12CM 化粧12あり二次彼然している
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岳号 仙馴 鰐仙 郁位 出土位侭 大半肝分馴 大＊府の年代奴 そ の 他

鋤19 白磁 壷 底郁 P銘5掘方 、系 l2C

”0 白磁 壷 口織部 16SE3 1E 、系 l2C

”1 白磁 壷 体部 mG6c l層 m系 l2C

“ 白磁 壷 体郎 PlOi9掘方 m系 12C

3“ 白磁 壷 体郁 mG5b l層 m糸 12C

3雌4 白磁 蝋 体郁 PM掘方 m糸 l2C

3唾5 白磁 甑 体郁 P137掘方 、糸 l2C

3舵6 白磁 壷 体部 16SE13埋土 、系 l2C

3蛇7 青磁 碗 体部 16SE10 2g 側胤16 l2C

3舵8 青磁 碗 休部 mG4a I層 仙胤I l2C

3舵9 青磁 碗 口縁部 mG5b lW IMMII l2C

3“(） 背磁 碗 体部 mG5a lN Ⅲ肌I l2C

”1 腎磁 碗 n級部 16SE12 1層 同礎Iか、 l2C

3嘘 青磁 碗 底部 P284掘方 I可安I 12C

… 青白磁 皿 完形 16SK32埋土 W141磁 l2C

3“ 背白磁 令子 u緑部 P376掘方 WF1磁 I2C

副凪5 青白磁 柵甑 休部 P3M握力 背白磁 12C水一l3C



雨愚 吟〃
3037

一一10印

第釦図中国産磁器③

5瓦（第81図）

瓦はj肝丸瓦2点、粁平瓦1点、平瓦3点が出土した。出I:した全点を図示した。いずれも12世紀に属する

ものである。出土点数が非常に少なく、当調査区付近に瓦葺き建物が存在していた可能性は低い。4㈹1は陽

刻剣頭述珠文、4002は陰刻剣頭文の軒丸瓦である。どちらも12世紀後半に属する。4003は陽刻の唐草文の軒

平瓦である。12世紀中葉以前に属する可能性が高い。

6近世の陶磁器（第82～90図写真図版59～67)

近'此の陶磁器は、中国産、朝鮮産、肥前産、瀬戸英機産、大堀相馬産、東北地方在地産などがある。ここ

では16世紀代の陶磁器も便宜的に近世に含めて報告する。

(1)近世の磁器（第82～"図写真図版59～60)

近世の磁器は碗24点、Ⅲ24点、小杯1点、香炉1点、瓶3点、花生1点、水滴1点を図示した。

5㈹l～5㈹5は中国産の染付磁器碗である。5点とも染付の文様櫛成が共通する碗である。5㈹lと5㈹2,

5003～5㈹5がそれぞれ同一個体と推測される。釉が厚く掛かり漁州潔系の碗と推測される。5㈹6～5㈹9は中

国産の染付磁器皿である。5㈹6，5“8は端反りの皿である。5㈹9は染付けの色調から景徳鎮産と推測きれ

る。

5010, 5011は肥前産の碗である。一重網目文が施される。17世紀後半のものである。5012～5016は肥前産

の1690～1780年代の碗である。5015は染付の色調が宵灰色を呈している。5017～5024は18世紀後半～19世紀

前半の肥前砿の碗である。5021は内面にも染付が施されている。5025は19世紀前半の肥前産の碗と推測され

る。5026, 5027は平消水産の碗である｡染付は工業コバルトの色を呈する。5028は瀬戸産の碗と推測される。

染付が盛り上がっている。

5029は17世紀前半の肥前産の皿である。底辺部に砂が付淵する。5045，5M6は細片のためはっきりしない

が17ilt紀前半（大橋編年Ⅱ期）の肥前産皿と推測きれる。釦30～W14は1690～1780年の肥前産の皿である。

-145-

稀9． 棚馴 器仙 部位 出土位世 火宰府分別 大宰府の年代奴 そ の 他

3噸 白磁 壷？ 底郁 16SE11埋土
知
伊
■

⑪
匠
旬 13C～14Cのものか

”7 白磁 壷 体部 l6SE13埋土
⑩

ケ

。

冗
〆
■ 13C～14Cのものか

:奴路 肖磁 碗 n緑部 16SElO l層 舶泉13 13C後半～ﾙICM

躯9 青磁 碗 体郁 16SE40M-i: 朋胤15 13C後半～ﾙIC前
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一

I"1

1伽2

0“3

ｲ()01

11005
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1()07

,磯

鰄
半瓦

，ド凡

平瓦

,ド凡

出上位置

P2"掘〃

P'133掘〃

16SD12浬'二

16SD7埋土

16SE5埋士$呈部

16SE6 5E

16SE6 5E

文 様

隔刻

除剣

閣刻

剣州連珠文

剣賦文

聯峨文

第81図 12世紀の瓦
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砧\。 冊仙 出土位匠
1

IJ径

量(cD)

底様 高さ
胎上

杣繋

絵付
製作地 製作年代 その他

ⅨX)I 碗 I)425棚方 (5.2） 白世Ⅲい粒 染付 中岡 6C末～ 7C初

劇X)2 碗 I'953畑方 (4.9） 白色Ⅲい粒 染 中国 6C末～ 7C初 lと岡･-．個体か

知3 碗 P3お掘方 (2.5） 白色M1い粒 染付 中国 6C末～ 7C初 袖が厚い樟州潔系

凱脳 碗 mG5b lg (1.4） 白色Ⅲい粒 染付 中国 6C末～ 7C初 3，5と月刊体洲辮

劇X)5 碗 l6SE5 MM 12 1WK (1.6) 白色Ⅲい粒 染付 中岡 6C末～ 7C初 3，4と同一側ド禰州開晶

劇“ 皿 mG4 f l層 10.0 (1.2) F1色胤い粒 蝋 IIoIfl l6C？ 賭反りの皿

凱即7 Ⅲ 1'7殖棚方 (l.0) 白色肌い粒 染付 中国 16C末～17C初？

燕 皿 P425掘方 12．0 (1.8) 白色肌い粒 染付 ‘10同 16C末～17C初？

”皿 P425掘方 (2.5） 白色肌い粒 染付 中国 16C末～17C初？ 景筐鎖産

釦 0 碗 Pl"7掘方 (2.7） 白色 染付 肥前 17C後半 一菰網目文

釦 1 碗 Plm7掘力 (2.5） ドI色 染付 肥削 17C後半 一煎鯛n文

釦 ２ 碗 mG7e Ig (3.6） 白色 染付 肥前 690-．‐ 油

釦 3 碗 P鑑掘方 (1.5) 白色 染付 肥 “～ 初

釦 4 碗 16SEl2埋土 (2.0） 白色 染付 肥前 卸～ 油

釦 ５ 碗 16SE2埋土 (4.0) (11.7) 灰色 染付 肥前 6卯～ 伽 染付の色青灰色を里●する

釦 6 碗 16SE4 fil･t 9.8 4．4 5.2 I:1色肌い粒 染付 肥前 6”～ 函

釦 ７ 碗 UG7g lM
ー 3．2 (2.6） 白色 染付 肥前 8C末～ 9C初

釦18 碗 mGle l層 (2.6） 白色 染付 肥前 8C末～ 9C初

釦19 碗 mG6a l層 (2.4） 白色 染付 肥前 8C末～ 9C初

釦釦 碗 16SK20塊土 (2.8） 白色 染 1 肥前 8C末～ 9C初

駒21 碗 mG2d l層 (2.4） 白色 染 1 肥前 8Cボー 9C初 内面にも文槻あり

鋤22 碗 16SE10切土 ー (1.9) 121& 染 寸 肥111 8C末～ 9C初

5()郷 杯 MG7g lW (4.3） 白色 染 ＃ 肥前 3C末～ 9C初 筒形碗

釦別 碗 mG9h lR (2.6） 白色 染 1 肥前 8C末～ 9C初 筒形碗

”5 杯 16SE4埋土 12．0 (4.2） 白色 染 ＃ 肥前 19C前半

”6 碗 UG9g lE 4．0 (5.1) 白色ガラス目 染 ＃ 平消水 19C中葉 染付コバルト

”7 碗 16SEll lg (2.4）『I色ガラス間 染 'l ilf滴水 19C中策 染付コバルト

劇鰹8 碗 IIG9 i I層 (2.0） F1色ガラスロ 染 ‘↑ 涌ﾀゴ 19C前半 黛付が盛0)上がっている
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訓． 聖〃 ，為

三‘pご劉○享箭35030管
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』

上
8〕

元

、ニヨ＝宝；
一

40

9

潭 望0霧 憲認2醇

層認図口巍婁
0 10cm

法量(ch)

口径庇径商さ

3.6 (1!5)

- 3.6 (1.5)

(1.1)

(1←3)

(1.6)

4.‘1 （2.()）

釉薬

絵付
出土位置 製作地 製作年代 その他防号 鮮仙 胎土

P512掘方

16SD10皿土

IIG9 i IE

mGl f

nG9 i IE

16SE11埋士

白色

1:｣色

I,1色

1.世

向色

白色

雄付

染付

幽
染Ⅱ

染付

染11

”
｜
剛
州
一
”
一
岬
”

17C前半

1690～】780

1690～178()

1690-1780

1690～1780

1690～17剛）

駒29

釦30

5031

5032

釦33

503‘1

Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
一
冊

脇j凸み蛇I I杣蕊墹ぎ

14込み蛇1 1釉輔剥ぎ

兇込み蛇同釉蕊剥ぎ

見込み蛇目釉蕊剥ぎ

16SE5埋士上部

16SK19州股輔内

2破片に分かれる

機接ぎ
姫付 肥前白色M1い粕 16帥1780劇)35 ！ 13.‘1 7．6 3.8

nG7II 表土

16SD5埋土

mGOh Ig

16SD7南靖部緬十

16SK4 埋土

mG7e I層

西開撹乱

16SK19埋設箱内

nG8g I層

Pj175棚方

P･181 IM方

馳
錘
一
馳
一
錘
“
｜
碓
醒
一
唾
詑
癒
雌

郷
辮
謝
一
輪
一
報
一
輪
輔
一
報
一
紳
軸
一
岬

服圃の破片外旺に銘恥
一
軸
一
認
一
秘
蜘
郷
郵
一
諏
一
鋤
一
諏
祁

皿
皿
｛
皿
一
肌
皿
皿
皿
皿
一
皿
一
Ⅲ
Ⅲ

7.6 3．2

(3.0)

3．0

(2.3）

(2 1)

(2.3）

(1.9)

(2.2）

(1.7)

(1 ,1)

(1．6）

迦
跡
諏
一
跡
一
軸
”
”
一
蹴
一
獅
剛
一
跡

16”～17M

16卯～l細

'6兜～1780

16”～178(）

16鋤～1780

16M)～1780

1690 1780

1690～1780

1690～178(）

17C前半？

l7Cilf.ノ

｜
｜
坪
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

口辱部に口紅

圏弾き、銘大明年掴）

剛弾き

一
派
郡
澱
一
二
二
一
一

大皿の砿ﾊ'か

IIEWIIIIﾘIのllllか

llllllilI川のlll【か

第83図近世の磁器②
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5035は破断iiliに漆が付着しており、漆継ぎがおこなわれている｡5"4は大lⅢの破片と推測される。5()47~

5049は19世紀前半の肥前産皿と推測される。5“7は身の深い皿である。染付は青灰色を呈する。5048は大皿

である5050は肥前麓の小林である。5051は肥前産の香炉である。内而は口縁以外無釉である。5054は肥前

産の背磁花生である。内l＃iは口縁部以外無釉である。5052～5053,5055は肥前産の瓶であるいずれも内面

は口縁部以外無釉である。5056は肥前産の水滴である。型おこしの製品である。

I

』 1

｣＝＝妻～

5048

、
心5()47

』

1てむン
5050

EW
Czy

5055

505］5049

局

-1賭5054

三二コ〔二貢

5056
0
トー一一一

10cm

計5053

5()52

粒～ １

ｋ
色
色
照
色
色
色
色
色
色
也

胎
白
白
白
白
白
白
白
白
白

色白

１
１
１
１
１
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

き
０
２
５
７
０
０
－
コ
０
４
８

高
仏
い
ぃ
鰹
鰹
畝
侭
４
１
１

１

く

画誹
雄
一
哩
鯏
”
一
一
一
一

…脇

役
０

川
９
一
一
嘘
”
一
蝿

１
１

胎I
袖鍋

絵付
陽￥ 冊ドI 111 1位燗 製{1.地 秘作雌代 その他

皿
一
皿
皿
州
一
岬
瓶
瓶
一
畔
販
一
蛾

16SK20

16SE5

16SE7

16SE1

HIG4d

16SK13

nG7g

16SK20

16SK21

UG7g

染付

染付

染付

唯付

染付

染付

染付

青磁

背磁

唯付?

幟
蜘
一
跡
一
蹴
跡
跡
蜘
一
蹴
一
跡
一
”

畔
僻
畔
”
抑
”
卿
卿
獅
獅

一
１

脈
唾
脈
即
蜘
幽
“
卿
鮒
６卯

１
１
１
１
１
６

辨
秘
恥
畑
一
畑
遮
魂
銅
一
輻
一
癖

染付の色断灰色

3破片からなる

内mI I,稚部のみ施軸

内mi下半蕪地

内而口緑部のふ総轄

内而無釉

咽おこし

第84図近世の磁器③
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（2）近世の陶器（第85～"図写真図版61～67)

近世（便宜的に16世紀代の陶器も含む）の陶器は皿25点、碗16点、碗蓋1点、瓶1点、香炉5点、土瓶4

点、仏飯器2点、鉢2点、切立3点、行平2点、おはぐろ壷2点、植木鉢1点、蕊6点、拙鉢18点、土人形

1点、規炉3点を図示した。

5057～5060, 5063～5080は瀬戸美濃産陶器で大窯期（一部、登窯初期のものを含む可能性もある｡）の陶器

である。5064と5065は大窯期の前半に閥するⅢである。5063は時期がはっきりしない。他は大窯期の後半に

鵬する。

5064は端反皿である。5065は丸皿で見込みに菊花文がある。5057は丸皿である。5068～5080は志野Ⅲであ

る。5068は鉄絵が施されている。5074～5080は菊皿である。5063は天目茶碗である。外面下半には鉄化粧

（釧釉）が施される、内面と外面上半は鉄釉が施される。胎土は綴密な灰色である。全体の器形が明らかで

ないため群細な時期は不明である。5067は筒型の呑炉と推測される。灰釉が施される。内面は口縁部より下

は無釉である。

5061, 5081～"83は肥前（唐津）産の皿である。別61は内面に胎土目がある。釉は黄色がかった白濁した

紬が施されている。5081は16SB31の柱穴から出土した。深緑色の釉が施される。胎土は褐灰色土を呈する。

5082は口縁部の細片である。口唇部に鉄釉が施される。5083は失透性の灰色の釉が施される。胎土は褐灰色

を呈する。

5063は朝鮮賑の瓶である。胎土は綴密なにぶい褐色である。外面には深緑色の釉が施される。内而には当

て具痕がみられる。

5084～5086は18世紀前半の肥前産の碗である。5085は刷毛目が施される。5087～5097は大堀相馬産の碗で

ある。5087～5089は透明性のある灰釉が施される。18111:紀代の碗である。5090は体部下半に鉄釉が施され

る｡18世紀代の碗である。5091,5092は小型の碗である。透明性のある灰釉が施される。5093は腰折碗であ

る。透明性のある灰釉が施される。50“～5097は失透性の藁灰釉が施される碗である。5097は上半部に褐釉

が流し掛けられる。5098は失透性の藁灰釉が施される碗蓋である。内面に一条銅緑釉が施される。5097は産

地、時期不明の碗である。東北地方在地産の可能性がある。内外面には黒色の釉が施される。釉は生焼け状

態で光沢がない。高台内部は施釉されていない。胎土は粗く褐色を呈する。

51㈹は肥前産の皿である。見込み蛇の同釉剥ぎで銅緑釉が施される。5101～51"は香炉である。5101は肥

前灘の陶胎染付の香炉である。内面は、縁部以外無釉である。5102は産地不明の芥炉である。京・侶楽系の

可能性がある。鉄絵の上に透明釉が施される。内面は口縁部以外無釉である。5103,5104は瀬戸・美濃産香

炉である。5103の内面は施釉、51“は無釉である。5105～5108は土瓶である。5105,5106は同一個体の可能

性が高い。大堀相馬産と推測される。5107は東北地方在地砿である。外面には褐釉が施され、内面は無釉で

ある。5108は20世紀代の汽車土瓶の類と推測される。外面に藁灰釉薬が施される。5109, 5110は仏飯器であ

る。どちらも大堀相馬産と推測される。5110は底面に育孔がある。

5111～5124は東北地方在地産の陶器である。5116, 5117は体部に凸帯があり、いわゆる「おはぐろ壷」で

ある。どちらも内外面鉄釉である。5118は内面が口縁部以外無釉である。5119は器種不明であるが植木鉢の

可能性が高い。5125,5126は常滑産の大喪である。18世紀後半のものである。

5128～5144は描鉢である。5127～5129は焼締陶器である。東北地方在地産で18世紀後半と推測される。

5130～5144は東北地方在地産の柵鉢で19枇紀以降のものと判断される。

5145は素焼きの型おこしの人形と推測される。5146～5148は索焼きの規炉の類である。

-1釦一
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待号 濁仙 出さ'･仲間

ｑ
Ｔ
Ｌ

口径

量（－）

庇径 高き
胎土

粕蟻

絵付
製作地 製作年代 その他

顕7 皿 6SE3 1W 10.8 5.2 2.3 淡閃色 灰粕 図面 聾員 16C前半

… 皿 6SE3埋土 11.2 6.2 2.4 淡醐色 艮石柏 剛］英漫 16C末～17C初 志野皿

… 皿 6SE3 1層 11．2 6.4 2.0 淡寅色 腿石粕 捌戸 英浸 16C末～17C初 志野皿

”皿 6SE3埋土 5.2 (1.2) 灰白色 鉄粕 囲戸 英農 16C 外底面にも鉄粕

躯1 皿 6SE3 1層 10．8 4.6 3.5 にぶい樋色 蕊灰釉 暦揮 EIi) 16C末 胎・IQH

郡2 皿 6SE3 1屑 ー ー (6.0） にぶい褐色 鯉細也の鞘 帆卵 l6C 内面にタタキ面

試用3 皿 mG3～5b lW (3.3） 灰色 鉄釉 卿f・災徴 l6C 外面体部.ド半飲化粧

”皿 PW湖方 10.8 (1.9) 灰色 灰釉 棚両 英漫 16C前半

躯5 皿 16SEll l層 6．2 1 (1.7) 灰白色 灰釉 梱戸 美農 16C前半

班6 皿 P530掘方 (0.9） 淡枇色 灰釉 柧戸 奨没 16C 細片のため鮮細不明

郡7 許炉？ mGO i l層 一 (1.8) 灰白色 灰杣 柵風 焚勘 16Cか

班8 皿 P9認掘方 10．0 ー (1,7) 灰白色 飢股脚湘 胡面 災掴 17C初 志野Ⅲ1

班9 皿 mG2d lM 6.0 (1.5) にぶい側柤色 艇而釉 棚ri 英浸 16C末～ 7C初 志野皿

”0 皿 P4"掘方 5.0 (1.3) 灰色 長石柚 梱戸 奨漫 16C末～ 7C初 野皿

”1 皿 16SK"埋土 (2.5） I ぷぃ側樋色 畏石袖 細面 英漫 16C末～ 7C初 志野皿

”2 皿 16SE7埋土 一 (1.7) I ぷい閃佃色 長石柚 涌而 英没 16C末～ 7C初 志野皿

讃W3 Ⅲ I，郷2捌方 (1.2) I ぶい批旧色 庇fi杣 掴ロ・側風 16C末～ 7C初 志野皿
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稚号． 器靴 出十付屑
i

口径

E(ca)

底径 高き
胎t

釉繋

絵付
製作地 製作年代 その他

"4 皿 mGoi lg 7.4 (1.3） 灰白色 腿石柚 緬両・災鰻 6C末～ 7C初 志野皿

知5 皿 16SEll l層 8．6 (1.8） にぶい削棚仏 災石柚 卿I 猟濃 6C末～ 7C初 世野菊皿

”6 皿 16SE5期上上部 8．0 (1.3） にぶい出1mu 災石袖 棚ﾘｰ1 災濃 6C末～ 7C初 隙野菊皿

釦77 皿 mGlh l層 (2.1） 灰色 任石紬 梱｢『 拠潰 6C末～ 7C初 忠野菊皿

駒祁 皿 nC8a I層 (1.3） I ぶい賀柤色 長府柚 禰戸 鶴壇 6C末～ 7C初 膜野菊皿

釦79 皿 P"掘方 － ’ 1.3） I ぶい蘭橿色 促石軸 英漫 6C末～ 7C初 患野菊皿

”皿 nG7d lB － ’(0.9） I ぶい闘紐色 長ｲ柚 帥i 蕊目 6C末～ 7C初 筐野菊皿

知1 皿 P4別掴方 10．0 3．6 3．2 側灰色 深総の軸 W漁(凪繭） 17C初

劇腿 皿 16SD7剛士 ー ー (1.2) 赤側色 逸明伯 噛漁(肥的） 16C末か 鉄栓あり

“ 皿 P475掘方 (1.4) 柵灰色 灰色の粕 @jR(肥旧） 16C末～17C初

畑 碗 mGl i l層 (2.8） I ぶい関唖色 逸明柚 肥前 18C前半

班5 碗 mG5a lN (1.5) I ぶい黄樋色 透明粕 肥前 18C前半 闇毛目の文様がある

… 碗 nG9i I層 (2.5） I ぷい薗樋色 遼明柚 肥前 18C前半

馴用7 碗 16SD9 ガMz ー (3.1) 灰I･1色 脹軸 大堀W1" l8C

劇脇 碗 16SDll蝋土(mG3c) 一 (2.0） 灰白色 吠釉 火堀HI" l8C

訊賂9 碗 16SD7南燗那蝿･1･IM 8.8 (3.0) 脱白色 灰袖 大堀相賜 l8C

畑 碗 nG8f l層 (2.5） 灰白色 戯閣灰粕 メ 堀相馬 18C 外面鉄釉

”1 碗 ”89掴方 7.6 2.8 3．7 にぶい批樋仏 灰釉 ノ 堀相馬 18C後半

”碗 IIG9d l層 7.4 3.0 3．6 灰白色 脈釉 ノ MH1m 18C後半

劇X卿 碗 16SK11叩士 9.2 3.8 5．1 膿白色 峡釉 メ 朔相川 18C後半 腰折碗

”1 醜 16SKll棚土 3.4 (4.4） にぶい蘭柾世 蕊灰釉 火堀柑叫 9C前半

”5 碗 16SK20塊土 (4 7） 灰白色 蕊灰柚 大堀相照 9C前半

嵐繩 碗 16SE4皿土 (2 0） 灰白色 藁吠袖 大堀棚脇 9C前半

嵐鱒7 碗 PM鯉方 (2 1) 灰白色 扇贋触閲駒 大堀相叫 9C前半

“ 碗蓬 IIG9G IW 9.2 3.4 ２ 1 灰口色 酬肋叩、大堀ｲIIMI 9C曲半
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硲号 器仙 川士位厨

■
も
■
■
で

口径

量（－）

庇径 高さ
胎土

紬薬

絵付
製作地 製作年代 その他

”9 碗 PWl掘方 0.8 5.2 7.6 褐色 無色の紬 不W 19C以降？ 在地巌陶認か？

51側 皿 P4⑪捌方 2.8 5.0 3．5 lこぶい批樋色 遡轆剛噛 肥前 16”～l油 II込蛇n紬剥ぎ

5101 番炉 SD7肌上 1.0 5.6 8．2 灰色 染付 肥11 16{X)～1池） 内Ⅲi帰粕陶胎染付

5102 香炉 nG9d IW 0.8 4．6 洩批極色 雌翻仙 京･t蝶糸 l8Cへl9C 鉄絵は軸梨の~ド

51肥 香炉 P761掘方 1.2 5．3 灰白色 褐釉 瀬戸‘災農 l8C

51伽 呑炉 SK20期土 12.0 5．5 灰白色 鉄釉 繭戸・焚澄 18C 内面熈釉

5105 土瓶 mG6d lW 7,8 1．3 褐灰色 鯉鯛仙 大堀相 19CII'"

51帖 :l:M SEll lW 8.6 3 6 褐灰色 雌珊＃ 大脳MII？ 19CII'" 51"と111－個体か

5107 土瓶 SK4 JIIl: 6.2 3 3 胤掲色 細紬 在地鞭 19C以降 内1M無紬

51鴨 土瓶 mG5～3b 8.6 2 8 赤褐色 蕊吠釉 不明 20C？ 汽llL土賦か？

51”“圏？ P761掘方 8.8 2 4 灰色 蕊灰釉 大堀相照？ l9C

5110 “国？ SK13蝋土 4．6 ２ 2 灰色 蕊灰釉 大堀相賜 l9C 外脹而に孔がある

5111 鉢？ SE5M!:上部 5.6 1 8 暗灰色 舵が加哨 在地巌 9C以降

5112 鉢？ SK20肌土 5.6 1 9 灰色 緑色の柚 在地巌 9C以降 粕に ま珠股分が多い

5113 切､Ⅸ？ SE5期土.k邪 4 3 にぶい捜色 鉄釉 在地巌 9C以降 内閲 二も施柚

5114 切吹？ nC9g l層 3 5 褐灰色 鉄袖 在地産 9C以降 内m 二も施柚

5115 行'14？ SK20nt 14．8 ５ 3 灰赤色 鯛艶砺 在地産 9C以降 鉄鞘I 空色の駒龍しがけ

5116 "MMa SI)7肌土 6.6 6 7 暗褐色 鉄袖 在地廉 9C以降

5117 お剛I& SE.I MI: 5．0 4 8 冊灰色 鉄粕 在地巌 9C以降
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排号 器強 H間位贋
$

口径

糧（唖

庇怪

）

高さ
胎土

釉薬

絵付
製作地 製作年代 その他

５ 18 切立？ 16SK20肌土 ー 12,0 (10.0） 灰色 空色の粕 椛地駁 9C

5 19 M*#7 16SEll埋土 ー M､0 (4.7） 赤掛也 鉄釉 在地廠 19 -20C 内面無釉

５ 鋤 兜 16SE7埋土.13M 一 4.2 (2.4） 蹄灰色 鉄釉 在地亜 C 外底面にも施粕

5 21 兜 6SE7埋十Iz" ー 6.2 (2.0） 橿色 鉄釉 在地蔵 9C 外底回転糸切

5 盤 行平 6SD5北側埋土 15.0 ■■■ (7.3） 端灰色 鉄釉 在地産 9C

5 鰯 兜 6SK5埋土 8.4 (6.5） 赤褐色 蝿鎚蛸 在地箙 9C

5 割 喪 6SE7埋士｣:M 9.8 ー (7.7） 暗灰色 鯛艶囎 在地巌 9C

5125 大亮 6SE7埋士LM 鋤.4 ー (8.7） 灰色 罵粕 術柵 8C後半 図のスケールは1/6

51郡 大鹿 16SK恥埋士 寵.5 ■■■ <18.4） 赤褐色 無狛 常柵 8C後半 図のスケールは1/6

5】幻 描鉢 16SK5北側理-fz ー 11．8 (6.0） 晴褐色 焼綺め 在地産 8C後半 睡面回転糸切媒

5】認 掴鉢 16SD7翻土 ー ■■■ (4.5） 灰色 焼締め 在地耐 8C後半 底面の破片

51” 佃鉢 nG7d lE ー ー (3.5） 灰色 焼縛め 嫌地諏 8C後半 51"と同一個体か
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5136

法景(cB)
胎t

口径底径商さ

11 ．6 (7.0) *褐色略間色

一 一 (15.5) 赤褐色

一 一 （4.7） 赤褐色

一 一 （9.8） 暗赤縄色

（6.5） 暗灰～極色

27.0 10.2 15.7蹄灰榧色

一 11.'1 (11､j1) 略灰色

胎十
釉薬

絵付
製作地 製作年代 その他砂り 器樋 出土位置

榊
坤
一
蜘
郷
一
銅
識
鋤

》
｜
岬
一
錘
嘩
》
礎
一
岬

19C前半

19C

19C

19C鮒半

19C前半

19C前半

19C後半

庇【RIM転糸切痕榊
榊
秘
癖
一
”
｜
祁
榊

帽
一
蝿
一
昭
一
麩
一
堰
堰
一
幅

鋤
剥
鯉
輌
一
蜘
一
認
一
榊

I6SEll

l6SEll

i6SE11

16SD7

nC9g

mGo11

l6SE11

5131と側・閥仲

51劉､5135と同一燗休

外側に「しんも」似

しんこ｣削鰍のあ6鮴

第89図近世の陶器⑤
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熱演凝議 41

職職〃‘
5142

5143 5144
5141

も
5145

10cm0

F1

／

１
１ I 』

j f

量＝とイ
5148

L－－．． ‐
5147

0 10cm

! (51017,51418,のスケール）

ｊ
ｊ

さ
副
副
①
鋤
帥
励
帥
叩
訓
鋤
８
０

●
ｐ

高
低
個
個
偲
侭
低
侃
帆
偲
偲
伽
“

１陣
隆

一
一
一

量
脹

ト
恥
い

ふ
“
即

稚
Ｈ

ｆ

一
一
一
－
１

口
３

釉薬

給付
勝り 艀柵 出七位僧 製作地 製作年代胎士 その他

榊
一
州
一
癖
一
”
一
榊
一
榊
一
榊
瞬
一
蝿
一
癖
一
岬
一
岬

榊
一
鋤
一
“
｜
暗
嘔
一
鋤
一
塘
一
》
一
遍
一
唱
一
塞
一
錘

幟
一
岬
恥
睡
一
錘
《
｜
恥
鍵
唾
唯
一
睡
一
睡

州
一
郷
一
獅
郷
郷
一
榊
一
殿
蝿
一
諏
蒜
燕
燕

岬
一
岬
一
岬
一
岬
一
岬
一
嘩
岼
一
睡
一
岼
一
坤
一
畔
恥

”
畑
岬
一
岬
叫
一
弛
一
湘
一
岬
一
恥
一
誠
一
”
｜
稚

IIG5b

16SE7

16SE7

IIG7h

16SEl1

mG5b

16SE11

16SE7

16SE11

16SE11

16SK22

16SK22

19C

19C

19C

19C

19C

19C

19C

19C

19C以降

19C以降

19C以降

19C以降

光沢のある鉄釉

光沢のある欽粕

型おこしの人形？

第90図近世の陶器⑥
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7木製品（第91～95図写真図版68)

木製品は12世紀に属するものと近世に属するものがある。12世紀の木製品は6"l～6"6、近世の木製品は

6007～6011である。

6"l, 6002は棒状の製品で両端部が細くなっている。器種ははっきり特定できないが、織機の部品と推測

される。樹種は6001がスギ、6002はヒノキ科類似種であり異なった樹種である。6003は曲物である。16SE

6の底面付近から正位の状態で出土した。底板と側板は木釘で固定されている。6()04, 6005は曲物の底板と

推測される。6M6は漆器Ⅲである。腐食が箸しい状態で出土した。

6"7は桶である。16SE4の底面からばらばらの状態で出土した。釣瓶が井戸底に落ちたものと推測され

る。便l示していないが竹製のたがも存在した。供伴した陶磁器から19世紀代の桶と推測される。6008～6010

は16SE3から出土した。供伴した陶磁器から16世紀末～17世紀初頭の木製品と判断できる。6㈹8は箱型の

釣瓶である。土圧で歪んだ状態で出土した。鉄釘で板を接合している。把手部分は残存しないが、接合した

釘の痕跡が箱の上面にみられる。6009は漆器椀である。黒漆が施される。高台内面は漆遮りが施されていな

い。6010は横槌である。樹稲はクリである。6011は16SEllの底而からぱらぱらの状態で出土した。図示し

ていないが竹製のたがも存鞭した。釣瓶が井戸底に藩ちたものと推測される。側板どうしの接合に木釘を使

用している。16SE11の出土陶器から19仙紀代の桶と推測される。
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8石製品（第96～102図写真図版69～72)

石製品は砥石18点(OO1～7018)、硯2点(7019, 7020)、挽き臼5点(7021～7025)、板碑1点(7026)が

出土した。

砥石はその形状からでは時期判別が困難である。出土した過構の年代剛から判断すると7011は12世紀の遺

物と考えられる。他の遺櫛内から出土した砥石は近世以降の可能性が高い。遺柵外出土の砥石は時期を判断

する材料がない。

7019の硯は粘板岩製で硯面に墨が付着している。出土した16SK19の年代奴から19世紀以降の硯の可能性

が高い。7020も粘板岩製の硯である。硯而の一部が残っている。出土した遺櫛16SK53の年代が明らかでは

なく、7020の年代も明らかにできない。

7021は挽き臼の上臼である。2つに割れ別々の遺栂から出土した。一方は暗渠櫛の16SD1に他の礫とと
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即1 不馴 6SK21埋土 スギ 器種不明、 2と同一の器強か

”不明 6sK銘埋土 ヒノキ科馴似徹

ⅨXB 曲物 6SE6蝿士 ヒノキ風馴似棚（側板） 底板の樹仙はスギ、木釘はヒノキ属の一樋

“I 曲物庇 6SK18埋上 スギ

6噸 曲物底 6SE6 鯏土 ヒノキ風の一岨

6噸 襟器皿 6SK6蝿土 ケヤキ 遺存皮が想い

6” 棚 6SE4底面 スギ（側板） 底板の樹秘はヒノキ属の一秘

”釣瓶 6SE3 1W クリ 鉄釘を使川、把手部分欠州

“ 壊器椀 6SE3 1g ブナ杣の一･･個

“10 横棚 6SE3 1層 クリ

釦11 棚 6SEll底面 スギ（側機、庇板） 木釘を仙ﾙI
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岳号 涛樋 11l土位侭 石質 その他 Ⅲさ(9)

7側1 砥石 16SD5北側蝿gt 凝灰質砂岩 砥面4 置き砥 1噸､0

7” 砥石 16SK20埋土 凝灰質砂岩 砥面4 礎き砥 知.0

7噸 砥石 16SK20埋土 斜長石漉紋岩 砥面4仕上げ藍 2釦.0

7〔卿1 砥石 16SE2籾土 斜長石漉牧渦 砥耐i2 II2pt 51．0

7噸 砥石 16SE11 1層 斜艮禰枇牧岩 砥面2 11:上げ砥 110.0
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岱勝 器種 出土位価 石質 その他 Ⅲき（科）
7噸 砥石 6SE2 MI:1: 糾艇石流紋器 砥面4 履き砥仕上げ 320.0

畑7 砥石 6SK20埋土 斜腿石靴紋燭 砥面4 111M 4帥.0

岬 砥石 6SK19埋殴稲内 斜艮石琉紋岩 砥面5枇さ砥中砥 265‘0

7噸 砥石 6SE11 1B 斜是石流紋場 砥醐4 臆き砥仕.上げ 662.0

7，0 砥石 6SK7埋土 斜是石流紋岩 砥而4 中砥 40.0

和11 砥石 6SD15埋土 砂質枯仮岩 砿面4 仕上げ舐 67.0

mI2 砥石 P9鰯掘力 斜腿石流紋岩 atiki2仕上げ飢 2“.0
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"-?ツ2

｛ ）

排号 器種 出土位慨 石賀 その他 爪誉（屑）

7013 砥石 16SE7塊土上郁 斜挽石沈紋岩 離間3mihiの-.つに細状の掻痕あり仕上げ砥 】20.0

7014 砥石 16SE7Ⅲ士上部 斜促石流紋珊 砥面‘1 仕上げ砥 3記.0

7015 砥石 mGod lW 斜腿石沈杖岩 砥面4 仕上げ趾 23.0

7016 砥石 16SK20埋土 斜腱石斑紋器 砥面1 中砥 79.0

7017 砥石 mG5b lW 砂質粘板岩 砥面5腋化鉄分少量付着黄砥 躯.0

7018 厭石 mGod l層 斜長石漉紋潟 砥面jI 仕上げ砥 39.0

7019 硯 16SK19瑚般術1勺 粘板岩 硯而'二鴎が少且付蔚 印.5

7卿 硯 16SK勢埋上 粘板料 肌面の一部が硯ろ 錐.0
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もに詰め込まれていた。卸し目は放射状である。出土遺構の年代槻から近世以降のものと判断される。7022

は挽き臼の上臼である。7021と同様に、l6SDlに他の礫と2分割の状態で詰め込まれていた。卸し目は放

射状である。年代は近世以降と判断される。7023,7024は挽き臼のド円である。どちらも近世棚立柱民家で

ある16SB29の柱穴の底面に裏面を上にした状態で礎盤として慨かれていた。l6SB29の建築年代は18世紀

中頃と推測され、7023,7024はそれ以前の製品ということになる。卸し目はいずれも放射状である。7024の

裏而は火熱を受けた痕跡がある。7025は挽き臼の下臼である。卸し目は6分割と推測されるが欠損のため

はっきりしない｡7021～7024と卸し目のパターンが異なるのが湖｣される。出土したl6SEllは19世紀以降

と推測され、7025の年代も19世紀頃の可能性が高い。

7026は板碑である。暗渠溝16SD1に背而を上にした状態で他の礫とともに詰め込まれていた。石質は粘

板岩である。柧子はキリーク（阿弥陀如来）が刻まれている。紀年、願文等は刻まれていない。樋子のドに

罫線のような縦の線が認められるが、人為的なものか、自然のものか判別できない。16次澗姦区の中世遺物

の年代と19次調査出土の板碑の年代（元亭4年 1324年）を考え合わせると、7026は14世紀前半に属す可能

性が筒い。
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0 20cm

'f9･| 器樋 出十:位置

’ 25 1挽郡1 16SEll l牌 ’
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ヂイサイト TIf1 pは6分棚か

砿ざ(9)
－

5,8{X)

第101図石製品⑥

9金属製品("103～106図写其図版73, 74)

金属製品は銭貨とそれ以外の製品がある。

（1）銭貨（第103～105閃写真図版73, 74)

銭貨は北宋銭11点(8601～8011)、永楽通賓3点(8012～8014)、寛永通寶11点(8015～8025)、半銭銅貨1
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点（8026）が出土した。

8001は天聖元寶である。鎌倉時代の井戸l6SE10の検出面から出土した｡16SE10に伴う可能性が高い。

8002の聖宋元賓は近世掘立柱民家の16SB28の柱穴P498から出土した。8003～80(側の3枚は癒藩した状態

で出土した。また8007～8011の5枚も癒着した状態で出上した。これらの北宋銭は12世紀に伴うものではな

く、鎌倉時代に使用された可能性が高い。

永楽通衡8012～8014は非常に灘く、また重量も職く樅鋤錨と判断できる。8012, 8014は近世抓立性比家16

SB33の柱穴、8013は16SB31の柱穴から出土した。l6SB31の建築年代は17世紀前半、16SB33の建築年

代は17世紀後半と推測され、これらの永楽銭の使用年代を推測できる。

8015～8018は1636年初鋳の古寛永、8019～8022は背文の1668;年初鋳のものである。8022の背には「佐」の

字がある。1717年初緋の佐渡相川所鋳蚊である。

8016は16SB28の柱穴、8017は16SB33の柱穴、8019はl6SB29の柱穴、8020は16SB32の柱穴から出土

した。柱穴内出土の寛永通寶が、古寛永と背文に限定される点が注目される。

8026は明治13年鋳造の半銭鋼衡である。調避区内で表採された。

（2）その他の金属製品（第106図）

8027は鋼製のリング状の金具である。窪表に唐草の文様が施される。洲燕区西|側の撹乱部からの出土であ

る｡時期は全く不明である。また朋途も不詳である。8028は銅製の金具である｡川途時期は不明である。8037

～8“0は煙管の雁首、8029，8“l～8043は煙管の吸口である。近世のものである。8030は刀である。出土し

た16SE13の年代槻から13世紀後半～1411t紀前半のものと推測される。8031は鉈である。出土した16SK20

の年代剛から19阯紀代のものとｲI鮒Ⅲされる。8032は州･け金具を受ける金具、8033,8034は釘である。いずれ

も出土遺柵の年代棚から19世紀以降の製品と推測される。8035の鉄斧は時期不詳である。

I）
I

h

P

0 5cm

|

01

番号・

8012

帥13

鋤皿

筑
寵
捉

期
通
遡
畑

捌
飛
獺
撫

永
永
永

出土位置

掘方

掘方

掘方

i["(cm)

2．20

2．30

2．20

岬
一
鋼
一
鯛
一
鋼

鋳造年代

1408;年以降

*

わ

備巻

帥
一
岬
一
僻

槙跨銀

槻鮒銭

侭糾磯

第1“図銭貨②
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１
ｊ
ｒ

)2

2）

02 ）

5cm0

■■

備考

古寛永通寵

古寛永通宝

占寛永通す［

古寛永通宝

江戸亀F1|所鋳

江j『亀ji所鱒

江戸亀戸所鈎

佐渡相川所鋳

山城棚大路所跡

江戸･1．万坪所朔

fI:) i十万坪所緋

鈎通年代

覚水13年(1㈱6）

寛永13"(1(i36)

覚永13年(1636)

寛永13'年(1636)

寛文8年(1668)

寛文8年《1668）

寛文S年(1“8）

享保2年(1717)

jC文ﾉ6年(1736)

享傑1 1年(1726)

元文元年(1736）

明油13順（1880）

卸
一
“
｜
柳
一
轆
一
恥
郷
一
獅
一
細
一
狐
一
”
｜
獅
州
一
狸

鯛
一
癖
一
岬
一
恥
一
》
｜
》
》
｜
》
一
》
｜
》
一
榊
一
“
｜
》

肌1:位俄

P艶5掘方

P395掘方

P935掘方

16SD5埋土

P361掘方

P391掘方

16SK7埋土

nG8h I層

nG8g I屑

MG5g I層

抑土中

UG7脚災採

需
一
恥
一
恥
一
鋤
畑
一
鋤
蜘
一
細
一
轆
孵
唖
一
睡
一
蝿

第105図銭貨③
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Ｊ
１
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○E二二一
80298027

一

二那稲唾重重蚕摩
8032

0
8031II 8033

④ o

匙、
8038 8039

－
７

＠
▽
症

｡

｜8035

恩

ー

｛
I

韓○ 噂C
I8041

8040

0=O-
’ 8042 8043

8036
0 10"
一ヨヨ

第1m図金属製品

-1乃一

研号 輔剛 川土位置 その他

”7 不IﾘI金典 mG4b撹乱 朗製脳炎喪mに文槻がある時期不畔

”8 不明金共 mG4b撹乱 鋼製品

”9 煙管 nG9h lE 鋼製品と吸口

鋤 刀 6SE13埋土 刀子とするには大きい

”1 なた 6SK却埋土 水質筋わずかに硯存

“2 不珊 6SD7塊士

… 釘 6SD7埋土

鋤弘 釘 6SK"埋土

”5 鉄斧 UG9h l層 時期不詳

畑 かんざし mG4c lE 鯛製品

”7 蝿符 nG8e l層

“ 煙祷 P3妬掘方

”9 煙荷 P391掘方

”0 煙管 P476掘方

跡11 煙腎 P313掘方

”2 煙管 UG9h l層

劇M3 偲腎 P919掘方



10その他の週物（第107，l"図写真図版74)

8“4～80"は鍛冶津と推測される。8050はやや大型で碗形津の形状を呈する。8"6，8"8は12世紀の櫛か

らの出土であり、12世紀に属する鍛冶津である。他は近世以降のものと推測される。

8051は漆紙である。漆の染みた紙を折りたたんだものである。赤外線カメラで観察したが騒書は確認でき

なかった。16SE6からの出土で12世紀後半のものと推測できる。8052は鋳型と推測される。還元色を呈す

る粘土製のものである。表而が摩滅しているが、表面に沈線が格子状に施されているのを確遡できる。この

上に真土を施し鋳型としたと推測される。具体的に何の製品の鋳型かは判断できない。出土した遺栂16SK

40は近世以降に属する遺櫛であるが、8052の年代については不明である。

8053は素焼きの土製の玉である。貫通する孔がある。時期は不明である。

1
くつ80“ぐう ここ介少 8047

○○$"，○ 8046
I

I

匡CJ 8049

鋤穆
○8"‘<＞

一

1

8050

10cm0
一一一F－=ヨ

第107図鉄津

-1利一

番号 仙顛 出土位股 その他

”4 鉄沸 6SEll ig 殿冶津

湖5 鉄淳 6SEll lg 鍛冶浦

“16 飲樺 6SD12皿土 鍛冶津

”7 鉄津 6SD3埋土 鍛冶謀

”8 鉄沸 6SD15埋土(MG5b) 鍜冶津

”9 鉄沸 MGOg lW 鍛冶灘

鋤釦 鉄沸 6SK19塊股箱内 限冶沸



8052

０
１

10

ニゴ
C、

鬮
鬮

出土位燗

16SE6塊土

16SK:10埋土

mG4c lW

幽
鰄
一
”
賑

’ －気その他

折りたたんでし‘る文字は確醜できず

環尤色を呈する時期不鮮

帥期不鯲 ＝
第108図その他の遺物
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11縄文時代の遺物（第109～130図写真図版75～87)

縄文時代の遺物は主に基本層序のⅣ層から出土した。調査区の南側に縄文時代の通物が分布する傾向がある

が、明硫な集中域が存在するわけではない。

(1)繩文時代の土器（第109～115図写真図版75～78)

縄文時代の土器の出土総趾は32.9kgある。図示した縄文時代の土器は85点(il.7.3kg)である。時期的には

後期前～II!葉の「大湯式」に相当するものと、後期後葉～晩期初弧のものに2大別される。これらの時期差

は出土範囲、層位で峻別できる状態ではなかった。よって時期を示す特徴的な文械がない場合は詳細な時期

区分ができなかった。

"Ol～9側4は後期前～中葉の土器である。9側lは口縁部が一部欠損するがほぼ完形の壷である。底面に網

代の圧換がある。9㈹2は片口壺の頚部～口縁部の破片である。片口部は接合しないが同一個体と判断した。

9㈹3, 9004は同一個体の深鉢である。沈線によるクランク文が施きれる。

9005～9085は後期後葉～晩期初頭の土器と推定される。文棟の特長の少ない土器は、上述の後期前～中葉

に含まれる可能性も否定できない。9005～9㈹7の深鉢の底は上げ底になっている。”9は口縁部に突起が4

単位ある。9010は羽状縄文が施される。"12～9018は無文の土器の体部下半である。深鉢と推測される。

9022は口縁部が波状になっている。9腿3～9029は縄文のみ施文の大型の深鉢である。口唇部が平坦なものが

多い。9025, 9026は羽状繩文が施される。9052～9056は台付きの鉢である。台部分は無文である。9057は把

手の破片である。晩期初頭の土器と推測きれる。9059は隆帯が巡る浅鉢である。隆帯の一部分が剥落してい

る。9妬Oの浅鉢は口縁部が波状になっている。9063～恥5の浅鉢には三叉文が施される。晩期初頭の土器で

ある。9066は体部に突起がある。壷か注口土器と推測される。9067～9073は注口土器である。9067～9"9は

注口部の形態から後期後葉の注口土器と推測される。"70～9072の注口土器には三叉文が施されており晩期

初頭の土器と判断される。9074～9081は注口土器と推測される。9077～9079,"81の底面にはリング状の突

起がある。

9082は人而付きの注口土器である。ⅢG2cグリッドから破片がまとまって出土したが、土圧でつぶれた

状態ではなくぱらぱらの状態であった。注口部分の破片はみつかっていない。底面にはリング状の突起があ

り、体部下半は無文、体部上半には三叉文、円形文が施される。注口部は基部から剥離した状態である。人

面は土器正面の口縁に斜め上を見る形で付いている。鼻と顎部分が剥落している。

9083,9084は小型の無文土器である。胎土から縄文時代のものと判断した。9085は土製品か土器の把手と

推測されるものである。上端、下端ともに欠損している。
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錨

9001

ー

灘溌

0()3 ）4

｛

9007
0 10cm

90()6

法量（“）

｢1径高さ胤祇

13.2 20．3 7.8

18.2 (8.0)

（】4.8）

一 （10.9）

一 （6.3） 6．0

- (10.2) 6.6

（6.9） 7．9

番号 瀞棚 出土位悩 その他

岬
一
”
｜
郷
一
畑
一
癖
蠅
一
蝿

瑚
一
僻
一
耕
一
鮴
”
｜
跡
一
岬

梱
一
咽
一
岬
一
喝
一
吋
唯
一
州

岬
噸
一
噸
一
幅
岬
一
順
順

後期前～巾馴庇而網代疵

後期帥～中馴

後期前-I1I頃クランク文

後期前～中頃”3と同一固体

後期末～晩期初剛上げ底

後期末～晩期初頭上げ底

後期』ミー晩川初猟 l:り，服

第109図縄文時代の土器①
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ー

｡

9016

17

18

、

10cm0

維賊<cm)

u徳高き

(3.1

9.1 〈7.9）

10‘2 （5.9）

<'l.8)

－ 〈8.8）

一 （6.4）

一 （3.1）

〈3.9）

〈3.9）

〈3.6）

一 〈4.9）

〈9.4）

（4.0）

11，2）

その他出la位置器樋爵り “
一
劃
一
鯉

【。R縄文

LR縄文

LR ･ RI.縄文

R1.柵文

後期後葉へ晩期初頭か

後期催姓～晩期初菰力・

険川彼砿晩jU1初剛か

後川彼熊晩lﾘI初剛か

陵lⅢ俊葉～晩期初賊か

癖
一
群
孵
一
”
癖
癖
一
群
一
癖
”
一
癖
一
繩
一
塗
耕
一
識

媚
一
噸
艸
一
蝿
叫
一
蝿
一
岬
一
幅
瑚
一
”
一
噸
一
幅
一
幅
一
幅

mG3d

mG2d

16SK109

MG2d

16SK109

mG8g

mG4g

mC211

16SI<10】
－

nC9h

mG3g

mG2h

mGl ll

mGo[

舗
需
一
器
一
鶚
一
蹴
鶚
鵲

馴
剛
一
皿
一
赤
池
一
Ｍ
祁
恥
’

後期後葉～晩期初弧か

後期後莱～晩期初弧か

後期後菜～晩期初剛か

後1N後典晩期初剛か

後期従蝦～晩川初肌か

俊川陵莱～晩期初頭か

磯期末～晩期初瓢

俊期末～晩期初頭

機川,k-晩期初弧

LR縄文

I.R , RL縄文

第110図縄文時代の土器②
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！
噂

028

9027
f

L
0 IOcm

引

法遠く“〉

口径高き底搬
18.7 (16.2) -

一 （9.6〉

〈12.5）

（13.6）

－ （9.6）

- <10．9) -

一 （5.6〉 －

（8‘4）

（2.4） 1().6

貯吋 器晴 出土位置 その他

一
“
一
岬
一
蝿
一
畑
一
噸
轆
一
岬
一
蜘

な
〆
》

恥

〃

】帥 辮
斜
一
”
辨
癖
辮
一
織
織
”

mGOg

III(; 1 11

MIG2g

IMG2b

mGoh

nG8f

mG3d

IIIG6b

IIl(；‘i〔1

蝿
順
一
蝿
一
噸
噸
鴫
一
幅
蠣
蠣

後期後葉～晩期初砿か

後期綾葉～晩ﾘﾘl初馴か

後期後蕊～晩)vj初皿力・

後期後紫晩期初頭か

後期後業～晩期初願か

後期後紫～晩期初頭か

後期後葉～晩期初頭か

後期後葉～晩IUI:初剛か

後期後菜一晩期初服か

RL縄文
一

RL縄文か

1.R縄文
一

LR・RI･縄文

LR・RI･縄文

RL縄文

RL縄文
一

RL繩史

第111図縄文時代の土器③
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I 9034

詞…9031 32
9()33

I
鍵塞

I
…型A

9038
()36

()35

I
9041

)42

I039

謬万
！ 9046

044043

0 10cm
1

9048
7

法量（”）

、礎高さ

一 （5.‘1）

（6.7）

- (6.1)

（4.1)

一 （7.9）

一 （6.1)

＝ 〈3.9）

（5.9）

〈5‘6）

一 （5.7）

（5.0）

（4.9）

〈6.0）

（6‘6）

〈3.6）

一 （3.1）

〈4.2）

〈4.0）

〈6.6）

（6.1）

その他出土位置俳号 器栂
底径
一

躯1 深鉢

蠅2 深鉢

OM3 深鉢

帥劉 深鉢

IX)35 深鉢

卯36 深鉢

的37 深鉢

IXXi8 深鉢

”39 深鉢

“10 深鉢

W11 漂鉢

鋤12 深鉢

”13 深鉢

帥14 深鉢

鉛15 深鉢

”16 深鉢

"17 Z

|”18 壷

90‘19 奄

獣)鋤 奄

深鉢

深伸

後期後葉～晩期初激

後期後葉～晩期初Ⅷ

恢川I後紫～晩)ﾘl初剛l

椎lⅢ艇蕊～晩lⅢ初伽

哩
蝿
一
哩
哩
噸
噸
一
噸
一
噸
一
媚
一
噸
幅
幅
一
噸
蝿
蝿
一
噸
幅
一
哩
岬
雨

岬
一
》
｜
崎
一
岬
一
岬
一
峰
一
州
一
州
一
州
一
価
一
吋
一
帖
岬
一
岬
一
州
一
岬
一
吋
一
岬
一
吋
一
岬

後期後業～晩期初m 9036とIIII|一個体か

後期後葉～晩期初顔

’
’
一
一
一
一

後期後業～晩期初顕

後川後葉～晩"I初伽

"1VI'後難～晩1W初Ⅷ

股剛後紫～晩期初頭

後I明俊葉一晩期初瓢

後期後葉～晩期初頭

後期後葉～晩期初Ⅶ

後lﾘﾘ後繋～晩IUI初鮒

{&IW後梨～晩IUI初別（

惟期後業～晩期初剛

後期後葉～晩期初顕

賎期後業～晩期初剛

俊川後葉～晩|IUI初伽

挽期陵蕊～晩IUI初倣

"18と同一俄体か LR縄文
LR縄文

第112図縄文時代の土器④
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ノ
9063

4

9064

＆菰
10cwI

－ー→

､｡
（、

"

66

法量（“）

口径高さ

15.9 （3.6）

（2‘6）

〈6.3）

- (3.1)

一 （‘1.2）

- (3.0)

一 （3.6）

一 （‘1.8）

27.0 （5.1）

2'1.2 (5.2)

15.0伽.0）

一 （3‘1）

（5.0）

（3.5）

一 （4.0）

一 （6.5）

一 （4.9〉

一 （4‘.l)

一 （4.2）

硲妙 藩種 出t位置 その他
唾
一
一
一
馳
一
”
率
、
一
雨
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

壷
榊
一
鋪
一
癖
一
》
｜
銅
轆
一
岬
一
津
》
一
群
鋤
一
蹴
一
辨
癖
一
塾
》
》
｜
“

岬
岬
蝿
一
噸
唖
一
畑

DG911 Ⅳ層

IIG91 iVg

UlG5d Ⅳ層

mG5d Ⅳ層

IIG7c Ⅳ層

mGlc lM

nlG() 11 1VE

1IIG2b Ⅳ層

MG5f Ⅳ層

mG4d Ⅳ層

nG9d n,屑

lllCl i Ⅳ層

IIIGl e W塒

11IG2i W層

mGlgⅣ屑

UIG2h Ⅳ層

P330掘方(UG9e)

IIG8 11 1V層

lllC2ロⅣ層

後期後紫晩期初頭

按期後蛸～晩期初耐

後期催購～晩期初頭

後期後館～晩期初甑

後期後熊一晩期初頭

後期後購～晩期初甑

1.R縄文

畑
緬
一
畑
一
畑
蜘
一
岬
獅
岬
轆
轆
一
畑
一
蠅
蜘

晩Wl初顔 把蹄'li分の破片

後期後蝋晩期初剛

後期後業～晩期初馴隆怖が一部剥稽

後期後鏡～晩期初頭

後期後葉～晩期初頭

後期後鯆～晩期初頭

後期伐獺晩期初剛

晩期初剛 9065と同一側体か

晩期初駅

後期後業

後lUl後染 こぶがある

後"l後熊か

俺期後於か

趣
一
鐸
一
塗 ’

第113図縄文時代の土器⑤

-181-



織働鳶／
9070

9075

9074

ﾐ／

｡

三〆

9 0 10"
一十一ヨ

908

第114図縄文時代の土器⑥
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諮り． 器種 出土位価
i

口径

ia(ca)

商さ 庇雛
その他

”0 注、土器 nG9g Ⅳ層 8.4 一 晩期初馴 三叉文

”71 注、土器 mGoi Ⅳ咽 3.8 晩期初剛 三叉文

”羽 注口土器 mG5e l層 5.0 晩期初弧 司叉文

帥沼 注口土器 UG9h Ⅳ層 6.7 後期後業～晩期初頭

”刺 注口土器か nG9h Ⅳ層 11．0 後期後葉～晩期初眼

”5 注｢1士蕃か mG4d Ⅳ層 8.8 14.2 後期後業～晩期初頭

”6 注'二1土器か nG9h Ⅳ屑 8.6 後期後繋～晩期初剛

”77 注口土器か mG2g Ⅳ層 3.8 2.4 後期後策～晩期初頭

”78 注口土器か mG4d Ⅳ層 2 6 1．4 後期彼紫～晩期初頭

Ⅸ)79 注口土器か 16SKl的埋土 2 3 1．6 後期後藁～晩朗初噸

… 注口土器か mGoh w層 ３ 8 後朋後菓～晩期初剛

”1 注口上露か mGOg Ⅳ層 4 2 Z､0 後脚雌蕊~晩期初弧
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第115図縄文時代の土器⑦

-1闘一

岱号 蕃樋 出土位価

、
部
肌

n径

§量（－）

亮さ 底掻
その他

噸2 注、土器 mG2c n層 10．1 14.8 2.3 晩期初頭 人面が付く

”83 小剛-f器 mGlb l層 4.2 2.3 ー

後期後葉～晩川初砿か

”小烈-t訟 mGlb l層 5.1 1．9 後期後葉へ晩期初剛か
畑5 士製品？ UG9h Ⅱ屑 6.4 後期後藁～晩期初剛か上製品か上勝把手か不明



（2）縄文時代の石器（第ll6～130図写真図版79～87)

縄文時代の石器は石鐡26点(9101～9126)、石錐1点(9127)、石匙7点(9128～9134)、石箆5点(9135~

9139)、スクレイパー15点(9140～9151)、異形石器1点(9155)、打製石斧5点(9156～9160)、磨製石斧4

点(9161～9164)、石棒3点(9165～9167)、膳石5点(9168～9172)、くぼみ石9点(9173～9181)、石IⅢ？

11点(9182, 9183, 9185～9193)、擦痕のある石1点(9184)が出土した。これらの石器の所属時期は個々の

形態からは判断できないが､本調査区から出土した縄文土器は、後期前半と後期末～晩期初頭に2大別され、

石器もどちらかの時期に属すると推測される。

石錐は無茎で基部に挟入があるもの(9101～9103)、無茎で挟入がないもの(9104～9106)、有茎のもの

(9107～9120)、柳葉状のもの(9121)、欠損するもの(9122, 9123)がある。9124～9126は石錐とするには

疑問があるが、一応石雛とした。9117, 9120は埜部にアスファルトが付蒜する。

9127はつまみがあり錐部が長い石錐である。

石匙は縦型のもの(9128～9130)、横型のもの(9132～9134)がある。9130と9132のつまみ部分にはアスファ

ルトが付蒲している。

9135～9139は石箆である。刃部が下端にあるものを石箆とした。9138は片面のみの加工である。

刃部が側縁にある剥片石器をスクレイパーとして一括した(9140～91M)。細分類が可能であろうが、ここ

ではその作業をおこなっていない。

9155は異形石器とした。鋸歯状の突起がみられる。図の下側は欠柵している。

1956～1960は打製石斧である。91", 9160は基部が茎状になっている。9161～9164は磨製石斧である。

9162, 9164は刃部が欠損している。

9165～9167は石棒または石刀の破片と推測される。石質は共通しており同一個体の可能性もある。

9168～9172は磨り面がある礫で、磨石とした。9172は凹部分もある。9173～9182は凹石である。1973はた

たき石が妥当かもしれない。91"は擦痕のある石である。人為は加えられているが製品名は不明である。

9182, 9183, 9185～9193は石皿とした。9182は真中がくぼみ、石皿状の形態であるが人為的な造形でない

可能性もある。9183, 9185～9193は板状の石である。擦痕があり石皿とした。

-l剖一
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第116図縄文時代の石器①
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滞り． 冊柧 出土位風
＃

腿ざ

:R(c

帆 厚さ
爪さ(X) ｲi質 その他

9 01 行蝕 nG9c Ⅳ層 3．9 1．2 0.5 1.祁 疵紋\;唯艇灰岩

9 蛇 石触 16SKll "1_1: 2‘1 0.4 1.7 1 銘 チャート

9 脇 石磁 mG3b Ⅳ隅 ２ 6 1.9 0
こ
り 1 縄 掻灰貿泥満

9 01 而触 mG6d Ⅳ牌 2 4 1.1 0 3 C 艶 チャート

９ 蝿 而触 mGoc Ⅲ咽 3 1 1．1 0 3 I 74 擬灰賀#t岬｝
9“ 櫛厳 mG4b l層 ３ 5 1．2 0 4 I 錦 擬灰間泥岩
9 07 石鮭 mGoh l" 2 4 1．4 3.5 1 05 チャート

9 蛇 石蝋 16SKl的南側埋土 2 3 1．3 0.3 0．69 チャート質粘板岩

9〔鱒 ｲj厳 mGlh Ⅳ層 ２ 7 1．5 0.4 1.腿 ﾁ･ヤート質粘仮満
Ⅸ］0 ｨi厳 mGod Ⅳ層 ２ 3 1．4 0.3 0．98 チャート

例 1 櫛蝕 mGoh IW 2 5 1.4 3.5 0．86 チャート

帥 2 石峨 mGlb lW ３ 0 1.5 0．4 1．32 チャート質粘桜岩
帥 3 石蝕 mG4f l" 2 8 1.4 0．4 1．01 流紋糊生凝灰岩
卯 4 個厳 16SD12蝿士(mG4h) ２ 6 1.7 0．4 1.鴎 凝灰質泥岩

卯 5 而触 UG9h Ⅳ卿 2 6 1.5 0．3 1．43 チャート

”6 ｲi厳 16SI l 噸欄中 2 7 1.7 0．4 l･訓 泄紋粋1擬灰岩



I

I

零
I

零 I曇■■■■

ー

一

’
一

‐
一
参
‐
一

9117 9118 9119

一
Ｉ

４
ｍ
加
叩
叩
叩
叩
皿
叩
Ⅱ
叩
Ⅱ
肌
Ⅱ
加
川
Ⅱ
叩
叩
ｕ
Ｎ
０

I

零
I■■■ q■■■

4■■■

9122’
＠
’
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-1部一

苗り。 弱仙 川上位個

令
白
Ｂ
ｂ

腿さ

:B(ca)

帆 厚さ
爪さ<g) ｲi間 その他

9 17 石蝋 mGoh Ⅳ塒 3．8 1．5 ().3 1．17 凝灰質泥洲 埖部にブスファルト付蔚

9 18 fi" P607掘方 3 4 1.5 3.5 1．29 凝灰質泥ト

9 19 行厳 mG5f IM 3 ７ 1.9 0.‘1 1.刷 チャート

9 釦 石触 nG9g Ⅳ層 3 6 2.0 4.0 1.掴 ﾁ･ヤート 熊郁Iニアスファルト付輔

9 21 而蝕 mGoc W屑 4 0 1.0 0 5 1.妬 洸紋糊生凝I犬糊

9 型 イ 鮭 nD8d W卿 3.2 1．1 0 3 1.“ 粘恢洲

９ 23 イ 蝋 nG911 Ⅳ燗 2．4 1.4 C 4 1.“ チャート

91別 1 鮭 mG2g Ⅳ層 2 3 2．1 C 7 3.37 流紋岩生凝灰岩

9125 《 敵 mGoi Ⅳ屑 2 3 1.8 0 4 2.1】 チャート質粘板岩

9126 （ 触 mGOi ハ隅 3 0 2.1 0
【
ｊ
■ 3.盤 ﾁ･ヤート質帖板器

9127 口紅 mGoh Ⅳ増 4 0 0．6 1
一

〃

■ 2．35 犯質綴側灰V;
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番9･ 勝柧 出土位侭

ｑ
弘
和

長さ

:R(c:

帆

）

厚き
IRさ（脚） 石質 その他

9128 石匙 UG8g Ⅳ層 10．1 1.5 0．7 】0.師 泥質凝灰岩

91卿 府匙 UG8g Ⅳ層 6.8 3 1 0．6 10．71 泥質凝灰糊

91鋤 石匙 mG4b Ⅳ層 3.3 1 6 0．7 1.蝿 ﾁ･ヤート質帖板惜 つ1み腿分Iこアスファルト付府
9131 石匙 nG8c Ⅳ間 5.1 1 8 1 0 10．45 泥質凝灰岩

9132 石匙 nC9h Ⅳ屑 4.7 6 8 1 0 26.05 粘板岩 つまみ邪分にアスファルト付蘭
9133 打匙 UG8c Ⅳ層 5.9 3．1 0 8 8.85 チャート質粘板場

9134 禰匙 UG8c Ⅳ層 3.6 6．5 0 9 17.29 凝灰質泥料

9135 行施 mG6d Ⅳ屑 6.0 2．6 I 7 24.” チャート
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番号． 跡仙 出土位侭
i

腿さ

:R(cg)

棚 厚さ
亜さ（尺） 石質 その他

9136 洞見 mG2b Ⅳ層 7.3 2.9 2.0 41.鶴 凝灰質塊岩

91訂 行箆 mGlf Ⅳ層 7.4 1 3 3.0 別 02 陀質凝灰岩

91銘 石箆 mG2b Ⅳ層 7.5 3 2 2.3 48“ 凝灰岩質硬砂岩

9139 石箆 mGOg Ⅳ層 9.3 3 9 1．6 認 弱 帖恢岩

9140 スクレイバー mG6d Ⅳ屑 18．5 4 5 2.1 93〔用 凝灰岩質硬砂岩

9141 スクレイパー 16SK10剛士 5.6 2 3 1．5 14 認 ･ヤート質粘板糊
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器⑤

毎号 勝棚 出土位間

■
奄
々
Ｐ

腱さ

:量（函）

輻 厚さ
IK5(9) fiW その他

9 42 スルイバー mG2H Ⅳ層 ‘1.‘1 2．41 1.3 12．27 淀紋瀦生凝灰V;

9 43 スクレイノ(－ mG4d Ⅳ闇 5.8 3.8 1 5 26.52 粘恢岩

９ 44 スルイバー IG9h Ⅳ層 3.8 3．45 1 0 16．80 絲也細粒艇灰VI

9 45 スクレイパー mGIg Ⅳ層 4 0 2.7 0 ７ 7.鴎 泥質凝灰岩

9 46 スクレイパー mGOh Ⅳ層 4 4 3.1 1 2 7.泥 チャート質粘恢淵

9 47 スクレイバー mG2b Ⅳ層 2 5 3.5 0．5 5.郡 擬灰質泥岩

9 48 スルイバー mG6h Ⅳ層 7 9 6.8 1.8 l的.'17 ホルンフェルス
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番号 器翻 出土位置

也
勺
■
■

促さ

量（－）

幅 厚き
砿さ(9) ｲj質 その他

9 49 ｽルイバー IIG8d Ⅳ層 4.4 クワ
－0ｰ 0.6 6.3 泥質凝り犬淵

9 釦 ｽクレイバー HG8H Ⅳ層 3.1 7．1 1 4 33.31 泥質凝灰岩

9 51 ｽクレイパー mG3f Ⅳ層 3.1 3．9 1 1 11.鋤 泥質凝灰粉

9 52 ｽクレイバー UG9h Ⅳ層 4.4 4．6 1 1 30.35 凝灰岩

9 認 ｽクレイバー mGoh Ⅳ層 3.4 2．4 C 9 4．49 泥質凝灰料

9 別 スクレイパー mG2c Ⅳ層 2.9 0．9 2 4 6.鋤 淀紋岩'k掻灰岩

9 弱 與形澗固 mGl i Ⅳ層 2.8 3.3 C 9 4.郷 ﾁ･ヤート質帖恢洲
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岳号 器棚 出土位置

町
刺
■
■

長さ

§量（ロ

幅

）

厚さ
jnさ(9) 石質 その他

91錨 打製石斧 mG2h Ⅳ層 14.7 6.6 3.0 3.別 凝灰岩質硬砂岩
9157 打製石斧 mGlc Ⅳ層 9．3 2.3 4 7 118.31 赤褐色凝灰岩

9 認 打製石斧 16SK20埋土 11．6 6.8 1 0 110.55 粘板粉

9 59 打製石弗 I)1M2埋土 12.6 8.0 1 9 159.兜 粘板淵

9 60 打製石弗 mG2d Ⅳ層 16.3 7.1 1 1 l秘.恥 粘板岩

9 61 磨製石弗 mG7h l層 4．7 4．5 2.8 “.43 凝灰岩

9 62 磨製石斧 nG9i Ⅳ層 10．7 4.9 2.6 型_鋤 凝灰岩

9 侭 磨製石斧 nG8g lE 7．5 4.5 2.3 117.” 凝灰岩

9 刷 府製石斧 mGIg Ⅳ層 9．0 2.5 2.5 145.11 製灰浴
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第123図縄文時代の石器⑧
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1

番号 器極 伽･ﾔ･け屑
i

長き

獄〈画）

棚 厚さ
正き(9) 石質 その他

9 65 石棒 nG911 Ⅳ層 12．0 1．2 3．1 67.40 粘板岩

9“ 石械 mG5a I層 7.5 205 1.3 30.別 粘板埼

9 67 石怖 mGlh Ⅳ隅 4.6 2.4 1,3 13.溺 粘恢燭

9 閲 咽石 mG2e Ⅳ層 9.5 6.7 7.2 610.醜 間輝石安111岩

9 的 瑠石 mG4g Ⅳ層 6.0 6.45 8.3 791.錨 凝灰質硬砂岩

9 和 磨石 P4祠掘方 10-7 8.4 5.0 615.” 両輝石安111e

9 71 咽石 nG9c Ⅳ層 16.3 12.3 5.8 卸.帆 問蝉石安山岩

9 72 暦石 mGoc Ⅳ層 9.3 7.8 5.0 4”､85 両琿石安山岩
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番号 器樋 出土位瞳

Ｑ
い
い

長き

ﾐ且（園

帆

）

厚き
遮嘗(g) 石賀 その他

9 73 凹石 UGlc Ⅳ廟 8.9 7.5 5.8 4鯛.97 問輝石安1I1岩

9 例 凹石 mGoh Ⅳ屑 12.3 9.0 7.0 1l師.齢 問輝石安11l岩

9 庵 凹石 UG2h Ⅳ屑 6.5 5.6 3.8 】浦.飢 デイサイト

9 祁 凹石 mGlc Ⅳ層 9.7 4.15 7.6 4弱.11 両輝石安山岩

9 刀 凹石 mG2f Ⅳ層 12．8 9.1 4．9 唖ら言哩 撞灰質硬砂岩

9 沼 lul石 mG2g Ⅳ層 8.9 4．2 7.45 4的・30 同輝石安111岩



1

一一､

、ノ

職
〃萄

一
､

こつ
9180

こつ ””
I

1

、----

918］

II

（
、、

戸と

ノ

1"jl'
1

川

’

1

『『

■

I
'Ｉ

０
ｋ
１
ｈ

熱

ｌ
ｊ
Ｗ
Ｉ
１
口
働
肌
１

９
Ｕ
０
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｍ
旧
旬
Ｊ
１

〃

9183

9184
0 10cm

8

出上位侭 噸さ( I1 ) その他瀞号 器脚 荷質
厚嘗

1．2

5．7

“
⑤
リ
】
戸
切

一

弘

任
臥 395.錦 間輝洞安lllY1岬

一
Ⅷ
｜
媚
蝿
蝸
岬

岬
岬
一
蛎
一
馴
一
郷
岬

mGOc

mG3c

mG2 11

mG5g

mGlc

IIC9E

9179

9180

9181

9】82

9】鼬

91別

向輝ｲ『憐|111\1IB】.21

i町輝石安山岩

デイサイト

両輝石安l11"

ホルンブエルス

恥
一
幟
一
》
一
岬

6･9 6－8 Q Q
Ooon

17.7

10.1
-

20.5

０
６
蝕

叩
Ｇ

Ｍ
園
８

３
６
０

■
■
。

６
２
３

第125図縄文時代の石器⑩

194
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I

9185

ご
I

〆
蛎
〆／

１
１
１
１

"〃
古･ｰ

、》
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、
、

～～勺､

一

ー

イー
、

イー

､、〉
ｌ

Ｉ
Ｉ

ｆ

一一
＝

、

/－－
L－－ ノ 9186

0 15"

岸一一

第126図縄文時代の石器⑪

-195-

瀞号 謡秘 出｣旦愉侭
法量（唾

促さ ’ 棚

I

厚き
亜き(9) 石質 その他

9185 石1m？ mG1g Ⅳ屑 14.01 10.6 4，1 8”､55 デイサイト

9186 石皿？ IIG8鰹 Ⅳ屑 15.6 1 17.2 3．8 1錦1.26 デイサイト



I

ー

1 9187

I
戸

『

、 ～電
司q~

、

V

’
'5

ー

蕊

I

9188

0 15m

一一

第127図縄文時代の石器⑫

-196-

僻サ 器髄 川12位置
法量(cE

催さ ’ 柵

）

l属き
亜さ(9) ｲi質 その他

9187 荷1m？ mG2f nW 30.4 1 14.2 3.7 2“5．14 粘板粉

91胡 石皿？ nG9c n闇 '1.2 1 '().2 2.1 414.2 ﾃ'イサイト
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9189

一

一ー

I

｢~~~］ ，“

rl
－－ノ

ー
ー

F~、
9191

0 15m

第128図縄文時代の石器⑬

-197-

播号 番髄 出土位世

り
む
グ
ら

長さ

誼（⑮）

幅 厚き
頂菩(9) 石質 その他

9189 石皿？ mGOh Ⅳ層 14．1 2.9 10．6 6ﾚ1.27 デイサイト

91卯 石皿？ 16SD13束側凧i: 12，3 H､7 3．7 7鯉.‘15 デイサイト

9191 石lⅢ？ mGlg Ⅳ増 M'5 13.3 5.6 1303.28 デイサイ1、
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0 15画

第129図縄文時代の石器⑭

-198-

待号 器髄 州士位侭

ｑ
■
■
■

長碁

量〈ロ

幅

I

厚き
Ⅸき(9) 澗質 その他

91蛇 石皿？ mG4f Ⅳ隅 3Z､4 麹.9 3.6 5.m デイサイト



I

1
9193

0 15画

一一

第130図縄文時代の石器⑮

-199-

毎号 關独 HIzI2位慨
i

長き

錘（車）

棚 厚き
煎苔(9) 石賀 その他

･9193 禰皿？ mG511 Ⅳ照 29.2 25.5 5.0 5,820 デイサイト



柱穴計測表①

－2”一

柱穴僻号
苔
１

深
伸

底面の棉高

(m)
巡物播号

PlOl 36.9 22.13 16SB"

PI()2 鋤.7 22.32 16SB"

Pl(B 28.0 22.19

P101 33.9 22.15 6SB"

P105 30 0 22 17 6SB45

I)l" 15 6 22 31 6SB46

P107 39 2 22 船 6SB39

Pl(B 34 6 22 l1 6SB49

P1" 27 0 理 20 6SB43

P110 弘 2 22 14 6SB46

Plll 39 6 22 13 6SB43

Pll2 32 7 22 17 6SB44

Pll3 32 2 22 19 6SB46

P114 29 1 22 20 6SB40

P115 28 2 22 22 6SB45

Pl16 25 9 22 謝 6SB"

Pll7 猟 3 型 17

Pll8 29 3 22 20 16SB38

P119 40 9 22 的 16SB45

P120 26 6 22 22

P121 25 3 22 26

Pl型 鋼 0 22 】8

I)l" 35 7 22 幻 16SB44

P124 32 3 22 26

PI25 39 0 22 10 16SB42

1'126 47 3 21 85

I)127 15.5 22 20

Pl" 26.7 22 05 16SB"

P129 10 6 22 39 16SB55

Pl3() ﾜ目
一写 6 理 21

Pl31 24 5 型 25 16SB59

Pl32 38 2 型 05 16SB59

P133 12 5 22 鱒 16SB61

P134 11 0 22 33

PI35 12 0 型 型

P136 21 I 型 15

P137 26 8 型 01

P 38 35 3 21 蝿 16SB61

P 39 22 0 22 似 16SB20

P 40 12 3 22 的

P 41 8．1 22 似） 16SB61

P 42 23.0 21 98 16SB"

P 43 15.2 型 鋤

P 梱 13．4 型 05

P ‘15 18.4 21 91 16SB"

P 46 20.0 21 甑）

P ｨ17 10.6 22 ()8

P 48 6．2 22 10 l6SB59

P 49 14.4 型 02

P 鋤 11.6 型 鯉 16SB59

牲穴番号
さ
め

深
い

底面の標高

(m)
逮物番号

P51 35.7 22.20 6SB52

P錘 鋤 3 22 型 6SB"

P錨 44 6 型 (閉 6SB55

I'M 47 I 22 (喝 6SB45

P55 41 0 22 14 6SB46

I'" 31 0 22 24 6SB58

P57 20 ５ 22 21 6SB48

P銘 29 3 ワツ
悼画 21

P59 16 0 22 40

P“ 25.7 型 28 16SB52

I'61 33.0 22 22

P62 32 5 22 19 6SB52

l〕侭 35 2 22 21 6SB46

P刷 29 9 22 25 6SB42

P65 48 2 22 09 6SB43

P髄 30 9 22 29 6SB55

P67 45．3 型 16 6SBa)

P68
１
２

35．2

27 3

少リ
ー四

22

21

30

6SB"

6SB53

P69 37 2 22 17 6SB42

P70 47 8 22 11 6SB45

P71 39 ７ 22 19 6SB55

P72 29 4 22 錫 6SB"

P73 32 4 22 23 6SB"

P7jl 31 0 22 23 6sB弱

P75 45 ５ 22 08 6SB58

P76 40 3 22 13 6SB47

P77 31 0 22 20 6SB"

P78 13 0 22 認

P79 41 4 22 16 16SB46

P鋤 33.0 22 23

P81 16.7 22 42 柱列4

P82 23．3 22 34

P83 47 0 22 10

P別 33 0 22 24

P85 39 0 22 18 l6SB55

P錨 26 5 22 21 16SB"

1'87 18 I 22 30

P鶴 22 9 22 18

P89 羽 5 22 21 16SB"

P" 訓 9 22 ()9 l6SB47

P91 47 0 22 12 16SB57

P蛇 調 9 22 21

P兜 10 1 22 43

P91 38 0 22 12 6SB57

P95 18 5 22 36 6SB47

P" 28 9 22 26 6SB38

P” 38.6 22 14 6SB41

1，鵠 26.6 22 28 6SB40

1'" 3】.6 ツリ
ーー 20 6SB39

P1側 16.3 リワ
ー~ 劉 6SB‘16

柱穴番号
深き

(ca)

底而の標高

(m)
建物稀号

Pl 12.0 22.48

P2 39 3 型 27

P3 釦 4 22 35

P4 28 2 22 34

P5 弱 1 22 07 16SB19

P6 28 7 22 38

P7 43 2 22 24 16SB37

P8 20 2 22 35

P9 22.5 22.40

P 0 45.1 22.18 16SB37

P 1 21.8 22 36

P 2 25.3 22 39

P 3 16．1 22 43 16SB27

P 4 35.3 22 20

P 5 劉.7 22 33 16SB27

P 6 26 8 22 32

P
《
。
■
。 25 5 22 29 16SB26

P 8 27 9 22 28

P 9 17 4 22 41 l6SB39

P20 43 2 22 15 l6SB37

P21 11 4 22 46

P22 8．7 型 47

P23 鱒.1 理 35

P21 47 1 22 12 l6SB38

P25 32 5 22 26

P26 15 6 22 43

P27 13 8 型 45 16SB39

P28 33 7 型 25 l6SB37

P29 31 3 理 認

P30 41 4 22 18 l6SB郷

P31 10 7 22 47

P32 13 8 22 43

P33 25 7 22 30 16SB43

P34 33 5 22 20 16SB43

P35 17 7 22 32 16SB42

P36 不lﾘI 別 明

P37 29.0 2Z 17 16SBd16

P銘 45.0 2Z 05 l6SB46

P39 22.6 22 23

P40 23.4 22 26 l6SB卵

P41 9.4 22 41 16SB52

P42 鋤.2 22 21 柱列4

P43 17.･1 狸 27 6SB48

P44 37 4 22“ 6SB弱

P45 39 7 22 11 6SB49

P46 39 4 22 11 6SB43

P47 23 6 型 29 6SB46

P48 29 4 記 25 6SB"

P49 銘 5 型 16 6SB39

P釦 37 ５ 型 13 6SB弱



柱穴毎号
さ
ｊ

深
い

底面の標商

(m)
建物番号

P 51 9.4 22.40

P 鑓 15.5 22.36

P 副 76.0 21．67 16SB61

P 51 46.6 21．67

P 55 16.0 22.鴨

P 弱 11.6 22.10

Ip 57 10．7 22 13 16SB"

P 認 22.9 21 99

P 59 23.1 21 98

P 帥 9.5 22 17

P 61 40.0 21 湖

P 62 28 5 21 蝿

P 63 25 ７ 21 87

P 刷 22 8 21 98

P 65 19 8 22 03 6SB30

P“ 19 5 22 蛇 6SB28

P 67 23 6 21 艶 6SB"

P 開 21 3 22 01 6SB51

P 69 32 0 21 93 6SB28

P 70 20 2 22 02

I' 71 10 4 型 17 16SB51

P 72 27 4 22 02 16SB"

P 73 24 0 22 O4 16SB417

P 74 8．3 22 21

P 75 18.6 22 13 6SB48

P 76 33.6 21 98 6SB28

P 77 鋤.‘1 22 10 6SB55

P 78 25.1 22“ 6SB54

P 79 26.1 22 05 6SB46

P 80 21.4 22 10 6SB48

P 81 28.8 21 別 6SB55

P 鍵 26.8 22 的 6SB"

P1" 11．1 22 鱈 6SB55

P 81 19.7 22 25 6SB44

P 85 22.9 22 鯛 6SB46

P 86 17.8 22 17 6SB48

P 87 鱒.8 22 鯛 6SB46

P 錦 17.9 型 16 6SB"

P 棚 15.7 22 18 6SB43

P Ⅸ） 29.5 22 (吃 6SB49

P 91 20.4 22 11 6SB46

P 92 16．1 22 18

P 93 9.6 22 24 16SB"

P 91 不切 不lﾘﾘ 16SB47

P 95 13.3 箆.20 16SB48

P 96 19 6 鯉 12 16SB28

P 97 17 5 22 15

P 98 23 3 配 14 16SB48

P ” 14 8 22 22

P2" 21 0 22 11 16SB51

性穴符号
さ
』

深
悼

底iniの標高

(m)
建物番号

P201 32.2 22.脚 6SB49

I》202 21 4 型 21 6SB5O

P2(B 31 6 22 10 6SB43

P201 37 6 22 03 6SB42

P2" 26 2 22 13 6SB38

P2" 27 9 322.12 6SB47

P207 10 5 鯉.31 6SB51

P208 29 9 22 12 6SB48

P209 39 6 22 鮒 6SB38

P2 0 24 3 22 22

P2 1 22 2 22 27 6SB41

I'2 ２ 14 2 22 32 6SB40

P2 3 l1 8 22 28 6SB40

P2 4 7.5 22 44 6SB42

P2 5 20.5 22 27 6SB46

P2 6 9.6 22 36 6SB44

P2 7 21.2 ワワ
ー~ 26

P2 8 6．0 22 29 16SB410

P2 9 14．4 22 31 16SB46

P220 15 5 22 21

P221 23 5 22.121 16SB38

P222 31 2 21．95 16SB29

I>2鱒 39 5 21 87

I'221 29 0 21 的 16SB29

P225 17 0 22 14

P226 32 3 21 ” 16SB28

I)227
１
２

24

15

8

8

22

22

(吃

15

16SB2d1

P2認 21 9 ツウ
凸~ 10 l6SB21

I,型9 17 0 22 13 16SB28

P230 32 3 22 02 16SB32

P231 22 7 22 12

P232 欠冊

1

1'2332

3

32.4

21 0

17 1

21．91

22 蝿

22 05

6SB29

6SB"

6SB25

P234 20 8 22 11 6SB37

P235 24 9 22 12 6SB46

I'236 17 0 22 23 6SB43

P237 9.6 22 30

P郷 25.8 22 16 16SB42

P239 14 0 22 29 16SB37

P240 14 1 22 16 16SB46

P241 18 1 22 26

P割2 21 3 22 割 16SB41

P2l13 銘.7 22 鴫 16SB37

P244 27.1 型.1 16SB"

P245 10．3 22.26 16SB"

P246 14.0 22 81

P247 24 0 22 05 16SB25

P248 14 2 22 鱒 l6SB銘

P249 13 3 22 01 16SB

P2鋤 16 9 22、

柱穴岳号
ざ
ｊ

深
い

MIHiの標高

(m)
建物番号

P251 20.5 21.97 16SB24

'’2鑓 5.0 22.14 16SB25

P253 18．5 22.()2 16SB24

P254 13.5 22.05 16SB25

P255 11．9 22.14

P2弱 21．0 22.幅 l6SB24

P257 7.9 22.19 16SB38

P2銘 19.5 22．08

P259 11 5 22.19

P2" 32 3 22.18

P261 別 2 22.17

P262 40 5 22.10

I'263 10 0 22.17

P264 欠岱

P265 剥.6 21．91 l6SB30

P266 59 5 21.“ 16SB28

P267 29 ２ 21.97

P2"
１
２

24

27

0

0

21.98

21.95

16SB"

16SB51

P269 9.8 22.13

P270 10.4 22.13 16SB'16

P271 不明 不明

P272 35.5 21．97 16SB29

P273 7.5 22.03

P274 17.8 22.01

P275 25.5 22.(X） 16SB31

P276 7.7 22.12

P2万 型.0 21.” l6SB51

P278 40.0 21.別5

P279 51．1 21．74 l6SB29

P2M 26.1 21 98 16SB31

P281 不明 1 IﾘI

I》2槌 39.7 21 胡 16SB32

P麺 18.2 Z 13 16SB35

P284 認.0 21 95 16SB35

P285 欠稀

I,銘6 22.4 21.” l6SB29

P287 11.9 望 13

P2" 13．1 Z 12 16SB25

P2" 不I洲 刀 明 16SB3.1

1,2鋤 可 明 別 Wl l6SB28

P291 刀 明 1 }ﾘI

P2" 可 明 別 明

P2蝿 26.3 21 95

P2M 錫.8 21 蛇 16SB30

P295 37.0 21 83

P2% 51．2 21“ 16SB29

P297 不明 刀 明 16SB31

P2" 不明 刀 明

P2的 22.8 21 92 16SB28

P3㈹ 11．2 22 01



柱穴計測表③

－2(吃一

柱穴岱号。
さ
鋤

深 IK面の標高

(m)
建物耕号

P‘101 11．2 22.(〕3

PJ102 l‘I 9 21.87

P403 36 0 21．71 16SB31

P40I l‘1 5 21.97 16SB30

P405 2C 0 21.72 16SB32

P4(応 7.9 21．81 16SB33

1'd107 欠瀞

Pdl"
１

２

22.4

凱.3

21.69

21 釣

l6SB錫

P4的 7.7 22 肥 16SB34

P4 0 17.6 22 01 16SB32

P4 1 51.6 21 61 16SB28

I〕4 2 13．2 ワツ
ー~ 12

P4 3 8．2 22 20

P‘1 4 29.9 2】 蝿 l6SB22

P4 5 39.3 21 鯛 16SB23

P‘1 6 31.7 21“ 16SB22

P4 7 不lﾘI 4 明

P4 8 29.0 理.20 16SB23

P4 9 23.8 21.92

P‘120 2‘1.8 21．93 16SB22

I》421 欠硲

P422 ｨ《IﾘI 不明

P423 18.2 22 03 16SB32

P424 11.8 22 (賂

P425 65.9 21 髄 16SB28

I〕‘126 不IﾘI 卯 明 16SB22

P427 22.8 21 卵 16SB23

P428 37.3 21 縄 16SB22

P429 6.4 22 15

P430 42.0 22 16 16SB23

P431 9.6 22 13

P432 33.4 21 髄 16SB33

P4詔 14
ワ
』 型 鮪

1'4" 32 3 21 閃 l6SB36

P435 15 3 22“

I》436 43 0 21 別 16SB32

P437 43 2 21 鰯 16SB30

P438 l1 4 22 鱒

P439 31 5 21 91 16SB32

I)･1410 40 0 21 帥 16SB31

P441 5．3 22 川

P442 8．3 22 09

P443 14．4 22 鮪

Pj144 15．3 22 02

P41J15 1.1.0 型 03

P‘146 9．9 型 16

P447 15．6 22 的

P448 19．3 22 似

P449 10．3 22 ” l6SB29

P4" 15.2 ワワ
ー~ 05

柱穴番号
さ
釧

深
に

底面の標高

(m)
述物榊号

P351 31．1 22.01

P352 ‘18 8 21 81 16SB29

P3認 23 1 22 Ⅲ 16SB30

P3別 18‘1 22 07

P355 21 2 21 98 16SB29

P3弱 19 8 22 的

I》357 猟 9 21 l6SB35

P3銘 ‘15 ‘1 21 82 16SB33

P3" 33 ５ 21 95 16SB32

P3帥 M‘1 22 15

P361 16 5 22 10 16SII29

P362 l(｝ 9 22 20 16SB30

P363 訓 8 21 95 l6SB30

P認1 3．8 22 15

P弱5 6．0 艶 13

P366 36．0 21 92 16SB2j1

P367 6．3 22 (X）

P368 小IﾘI 1 明

P369 不明 イ 明 16SB24

P370 24.7 21 銘 16SB2‘1

P371 ‘16.8 21 81 l6SB29

P372 37．9 21“ l6SB31

P373 欠冊

P3Wi 43.8 21.83 16SB32

P375 欠稀

P376 35,1 21.72 16SB28

P3" 26.‘1 21.95 I6SB32

P3記 錫.･1 21.93 l6SB

P379 15.8 22.12

P3劇） 40．8 21.87 l6SB33

P381 15 1 22.“ 16SB29

P3M 38 9 21.鯛 16SB36

P3" M ‘1 ､91 16SB29

P錫1 21 7 型.02

P385 15 8 22.05

P386 クリ
－画 5 21.97 6SB35

P387 14 4 21.刺 6SB:16

P3銘 20 8 21.67 6SB31

P389 ‘1.6 21.87 6SB29

P3" 5．6 21.92 6SB30

I'391 44.3 21.81 6SB32

P392 32 0 21.78 6SB29

P3蝿 20 4 21.89 6SB28

P3" 11 2 21.蛇

P395
１
２

認

Ⅲ

3

7

21.72

21.87

6SB28

6SB29

P3妬 抑 9 21.72 6SB31

P397 9.1 22.(刀 6SB3i1

P398 13.8 22.05 6SB32

P3鯛 29.6 21.85 6sB郷

P4" 16．5 21.” 6SB32

柱穴悉号
ざ
ｊ

深
い

底面の標高

(m)
建物稚\。

P301 25.8 21.79 16SB36

P3" 11.6 22.05 l6SB鱒

P“ 収).2 21.57 16SB28

P301 62.9 21.74 16SB33

P305 9.7 22.“

P”
１
２

劉.0

15．2

21．93

22．01

l6SB29

P307 13.9 22.“ l6SB31

P3岨 8.‘1 22.崎

P3" 9.3 22.鯛 16SB35

P310 47.0 21.69 16SB28

P311 18.9 21.97 16SB35

P312 20.7 21.92

P313 42.1 21.別 6SB32

P3 ‘1 18.2 22.伽 6SB28

P3 ５ 28.5 21.鶴 6SB32

P3 6 13 6 22.似 6SBzi

P3 7 33 9 21.髄 6SB3()

P3 8 42 6 21.稲 6SB29

P3 9 18 '1 22.舵 6SB29

P320 32 9 21.帥 6SB31

P321 16 8 21.銘

P322 21 3 21." 16SB29

P3認 43 9 21.77 16SB32

P324 馴）2 21.89

P325 鋤 6 21.卯 16SB2'l

P326 26 7 21.95 16SB32

P327 27 6 21.弱 16SB33

P3" 24 1 22.鯛 16SB31

P329 30 ７ 21.97

P330 28 2 21.95

P331 3．6 22.鋤 16SB34

P332 25.5 22.01 16SB33

P麹 10 5 22.13

P334 11 2 22.13

P335 32 5 21.剖

P336 44 2 21.81

P337 11 5 22.肥

P3銘 9.7 22.13

P認9 15.5 21.脚

P訓0 13．9 21.妬

P訓’ 20.4 21.妬

P型2 6.7 22.10

P鋤3 22.5 21.妬

P344 17 0 22.11

P315 12 2 22.01

P3i6 13 8 22.11

P347 20 4 22.“

P348 19 4 22.“ 16SB32

P349 27 8 22.㈹ l6SB34

P3" 26 ５ 22.側



柱穴岱号
さ
』

深
化

底面の標商

(m)
巡物番号

P451 7.8 22.鯛 6SBm)

P4" 9.5 22.㈹ 6SB30

P453
１
２

2.4

7.1

21.85

22.05

6SB28

6SB33

P451 不明 不明 6SB31

P4" 不明 不明

Pdl" 20.3 32.㈹ 16SB35

P457 13．4 22.05

P458 32.5 21.縄 16SB33

P4" 8.9 22.05

I'460 3.4 21.85 16SB31

P461 12．5 21.79

P462 8.2 21.79 l6SB36

P463 12.2 21."

P4" 9.0 21.89 16SB30

P465 8.0 21.別

P466 2‘1.3 21.72

P‘167 7.3 21.郷 16SB36

P4" 10．4 21.兇 16SB29

P469 19.0 21.卵

P470 61.0 21.53 16SB33

IDd171 16.7 21.98

P‘172 36.9 21.甑）

P473 妬.0 21.鋤

P4別 32.5 21.帥 l6SB35

P475 不明 不明

P476 不IﾘI 不IﾘI 6SB32

P477 (列.9 21.62 6SB29

P478 51.2 21.76 6SB34

P479 9.2 22.12 6SB"

P4帥 31．2 21.期 6SB32

P481 7‘1 4 21.51 6SB28

P482 13 6 22.“ 6SB35

P483 22 0 22.01

P481 18 0 22.05

P485 57 2 21.61 16SB29

P4" 29 3 21.艶

P487 26 0 21.88

P4" 50 6 21.85 16SB22

P489 ,17 4 21.86 16SB23

P4" 38.8 21.95 16SB"

P491 30.9 21.銘 16SB22

P492 15 7 22.鱒

P493 弘 9 21.91 16SB23

P491 刷 8 21.49 16SB28

P‘195 65 ５ 21.48 l6SB31

P‘l蝿 45 0 21.銘 16SB29

P497 欠儲

P4" 57.6 21.59 16SB"

P4的 18．4 22.“

1'5(X) 13.6 22.M

住穴勝り．
さ
〕

深
催

底面の概商

(m)
皿物番号

Pa)1 8.8 22.碗 16SB22

Pa)2 8.6 22 11

PHXI 8.3 22 07 l6SB23

P鋤 5.0 22 17

P釦5 2.5 22 14 16SB23

I》凱陥 不明 不明 16SB22

PR)7 1 明 不WI

P畑 1 明 不Iり1 6SB69

P帥9 13.3 鰯.12 6SB28

P5 0 43 8 21.別 6SB28

P5 1 36 0 21.郷 6SB28

P5 2 釦 6 21.89 6SB29

P5 3 36 0 21.79 6SB32

P5 4 30 3 21.86 6SB29

P5 ５ 46 0 21.75 6SB31

P5 6 10 5 型.05 6SB29

P5 7 ‘14 9 21.祁 6SB30

P5 8 10 4 錘.脇

P5 9 21 2 21.97

P520 27 3 21.鶴 16SB28

P521
１
２

10 2

不IﾘI

22.07

ﾘ1

P鑓2 31．0 21.蝿 l6SB30

P翅 11.6 諺.鯛 16SB35

P認4 27.2 21.錦

P525 27.2 21.87 l6SB32

P526 欠稀

P527 42.5 21.河 l6SB29

P艶8 不明 不明 16SB33

P529 47.6 21.67

P錦0 20 2 22.01 l6SB30

P531 36 9 21.86 l6SB32

P532 51 0 21.74 16SB29

P533 49 5 21.73 16SB33

P知 不明 不馴

P認5 《畑.8 21.91 16SB31

P認6 14 9 21.帥 l6SB32

P鯛7 12 5 21.兜

P錦8 17 2 21.”

P熟9 22 4 21.86 16SB28

P510 9.1 22.脚

P副1 55.4 21.61 16SB28

P別2 不明 不明

P別3 33.7 21.70 16SB33

P別4 29．5 21.71 16SB29

P515 9．8 21.87 16SB28

P516 15.6 21.89

P別7 20.4 21.75 16SB29

P518 不明 不明 16SB32

P別9 不明 不明

I》5刷） 57.5 21.35 16SB33

住穴勝り
さ
』

深
い

底面の侃商

(m)
建物番号

P弱1 31.7 21.㈹

P552 17 8 21.“

P553 29 9 21.錦 16SB33

P551 29 8 21．59

P555 帥 2 21.33 16SB67

P5" 42 4 21．46

P557 16 9 21.沁

P5" 14 6 21.70

P559 不明 不明

P鍬） 31．5 21.61

P弱1 不明 不I9j

I,弱2 20.7 21.617

IDW 21.2 21.71

P弱1 9.7 21."

P565 37．5 21." 16SB33

PW 10．2 21.87

P錨7 21．6 21.97

I》麹 欠岳

P弱9 41．4 21.76

P5" 33.7 21 68 16SB33

P571 11．4 21 89

P572 7．9 21 帥

P5耐 6.6 22 33

P5別 15．6 22 22

P575 11．2 22 ワワ
凸一

I'576 19.6 22 17 16SB21

P577 19.4 22 15

P5" 12.4 22 27

P579 41．3 21 97 16SB21

P麺 21．0 22 12

P銘1 15.9 22 20

P銘2 鋤.3 ツリ
ー一 (恥 16SI324

P583 15.7 22 11

P鋤 32.3 21 ” 16SB23

P銘5 13.2 22 的 16SB21

P鍬｝ 11．2 型 12 l6SB21

ID銘7 21．1 22 12

P” 26．7 22 07 6SB21

P錦9
１
２

17.2

12.8

22

21

10

91

6SB"

6SB21

P5" 12.4 22 13 6SB24

P調1 鋤.2 クリ
ー哩 21 6SB37

P592 17.4 22 26

P593 8．5 22 17

1'594 13．1 22 19

P595 13.9 22 2′1

P5蝿 12.9 22 30

P597 8.3 型 44

P5" 39.2 22 16

P5" 36.9 22 鰯 l6SB37

I》6(X） 41.4 22 15



柱穴計測表⑤

－2M一

柱穴番9。
さ
副

深
に

底面のI刷高

(m)
述物番号

P701 28.1 22.銘

P7(E 15 1 22 35 16SB15

I〕7“ 18 1 22 35 性列2

P70i 19 3 2I 30 l6SB16

P7()5 24 9 22 21

P剛う 不明 列 明

1'707 20.1 22.25 柱列19

P7" 17.9 22 30 16SB9

P7的 15.7 22 33 柱列1

P7 0 28.5 22 21

P7 1 18.0 22 25 住列1

1,7 2 欠番

P7 3 卯 不lﾘI 16SB15

P7 4 17．1 22 32

P7 5 38.1 2Z 12 16SB8

P7 6 41.3 翅 10 16SB7

P7 7 18．4 型 32 l6SB4

P718 32.8 22 21

P719 46.9 22 12 16SB8

P720 24.5 22 29

P721 4.4 22 55 16SB5

P722 16.4 22 42

P花3 7.4 22 認

P”4 30.9 22.26

P725 32.1 22.29

P726 29 6 22 31

P727 48 8 22 ll 16SB7

P728 38 8 22 16 16SB8

P729 26 1 22 27 16SB5

P7W 19
一
， 22 劉

I》731 46 5 21 鱒

P732 35.9 22 24

P733 38.3 22 22 16SB3

P734 26.5 22 29

P735 26.7 22 27 16SB2

P736 17．9 】型.39 16SB7

P737 欠播

P738
１
２

36.9

41.6

22.17

22 13

l6SB3

16SB7

P739 23.1 22 29

P740 31.8 22 23 6SB8

P741 7.8 22 46 6SB4

P742 麓.6 22 29 6sB2

P743 詞
ロ
、 型 割 6SB5

P別4 21 8 22 31 6SB2

P別5 13 7 22 38 6SB4

P別6 19 4 22 32

P別7 13 4 22 39

P748 9．0 22 41

P別9 17．0 22 36

P7釦 12､9 22 41

柱穴橘号
深き

(cm)

底Ⅲiの標間

(m)
建物番号

P651 5.0 22.15 16SB21

P6" 4.2 22 ''1 16SB21

P6艶 0.3 22 17

P651 6.8 22 11

P6弱 6.7 泌 13

P6$ 24.5 22 93

P657 33.3 22 (X）

P6認 欠岱

P659 15．4 22.17

P卸 32 0 21 ㈹

P髄1 25 7 22 31 16SB17

1'662 18 1 22 36

P6" 12 5 22 43 16SB17

PM 25.5 22 29

P髄5 32.1 22 型 16SB19

P" 18 2 22 湖 16SB20

P髄7 24 5 22 31

P噸 14 0 22 40

P髄9 48 3 22 08 16SB19

P670 31 7 22 23

P671 19 6 22 初 16SB18

P672 釦 0 22 37 16SB17

P673 釦 2 艶 32

P674 37 9 蓬 16 l6SBl9

P675 19 3 22 劉 16SB18

P676 不IﾘI 刀 lﾘI

P677 不明 イ 明 柱列3

P678 31.0 22 26 l6SB17

P679 釦 1 2Z 割 16SB19

P卸 24 1 122．31

P鯛1 20 0 22.妬 l6SB18

I'682 23 3 22 訓 16SB17

P閃3 18 6 22 33

P684 15 4 22 35 16SB18

P685 13 7 22 25

PM 29 6 22 (賂

P齢7 18 2 22 19

P" 2．4 22 35

P6" 23.9 22 16

P6" 26.4 22 11

P691 7.2 22 30

P6蛇 6．5 22 31

P6" 31．5 22 鴨

P691 11 9 22 22

P695 20 0 22 19 16SB10

P696 21 0 22 16

P697 銘 8 22 01 16SB"

P698 6．6 22 40 柱列5

P6" 】7．9 型 31 l6SBl6

P" 21．6 22 33 性列2

柱穴番号
深さ

(ca)

庇面の標高

(m)
建物番号

P閲1 別.8 クククク

P印2 30 3 22 19

P“ 28 5 22 鱒

P” 認 0 魂 22 16SB37

P“ 27 5 22 31

I》6妬 24 7 22 35

P印7 28 1 22 31

PM 2C 4 型 07

P" 麹 9 型 14

P610 5.5 認 27

P611 欠酢

P612 32.2 21.蝿 16SB68

P613 釦 3 21 85 16SB69

P6 4 型 1 22 17 16SB19

P6 5 錐 5 22 25

P6 6 認 1 型 07 16SB19

P6 ７ 24 4 22 認

P6 8 13 9 22 38

P6 9 8．5 22 46

P620 8．2 22 47

P621 26．3 55 弱

P622 13 0 22 47

P6鱈 19 8 22 訓 16SB18

P624 20 0 22 32 16SB17

P625 36 5 22 18

P626 21 8 22 31

P627 15.1 22 39

P6" 23.8 22 30 6SB18

P629 38.4 22 14 6SB17

P田0 27．7 22 郷 6SB27

P631 鋼 6 22 27 6SB37

P632 釦 1 22 10 6SB19

P田3 21 2 22 32

P634 20 9 22 32 16SB18

P635 19 ７ 型 訓 16SB18

P侭6 31 0 型 19

P鰯7 21 9 翠 32

P唾 23 9 22 25

P齢9 15 0 22 15 16SB21

P刷0 36 5 22 15 16SB21

P晩1 詔 8 22 01 16SB17

P晩2 22 1 22 31

P"3 27 8 22“

P“4 10 5 22 劉

P例5 19 2 22 17

P646 15.0 22 14 16SB21

P647 17.1 22 15 16SB21

P“8 9．6 22.16 l6SB21

P“9 18．9 22.”

P6" 14.0 22.16



柱穴計測表⑥

-205-

柱穴併号
深さ

(cm)

"mの標高

(m)
廸物播号

P751 21．9 21.31 16SB61

P752 ,15 6 型 脳 16SB61

P7" 21 9 22 30 16SB62

P7M 42 7 22 的

P755 33 1 22 17 16SB62

P756 15 1 22 32

P757 29 2 22 17 6SB65

P7W 26 6 22 鱈 6SB62

P759 35.2 22 07 6SB"

P7" 49.7 22“ 6SB63

P761 38 9 22 13 6SB"

P762 31 6 22 割 6SB62

P花3 45 1 22 13 6SB62

P7" 11 4 22 45

P765 11 8 22 43 6SB62

P7" 柏 2 22“ 6SB2

P767 32 5 22 25 6SB3

P7" 12 5 22 33 6SB2

P769 24 1 22 29 6SB2

P770 9．3 22 40 6SBI

P771 23.7 22 銘

P772 51．6 22 側

P773 37.3 22 19 16SB6

P774 28.9 22 27 16SB2

P775 47.3 22 11

P776 39.6 22 16

P777 3().1 蕊 羽 16SB3

P778 不'91 不明

P779 不明 不明

P7" 不lりI 不明

P781 27.6 22 26 16SB3

P782 9．4 2＆ 46 住列2

P7" 7．8 22 47 住列2

P7別 22．4 22 30 16SB13

P785 10.8 22 41 住列2

P7" 11.5 22 乳 16SB15

P787 16.4 22 37

P788 10.5 22 36 柱列5

P789 11．8 22 33 16SB16

P柳 17．1 22 39

P791 不IﾘI 22 31

P792 30.4 型 郷

P7蝿 13.0 22 47

P7"
１
２

不明

不IﾘI

22

22

28

40

16SB4

P795 6.9 22 52 16SB4

P796 20.7 22 29

P797 35.4 22 20 16SB3

P7" 20.9 22 記

P7弱 19.4 22 38

P8" 37.0 22 21

柱穴爵号
さ
』

深
嶮

底面の標高

(m)
建物播号

P釦1 12．3 22.26 16SB65

PW 25.4 22 12 16SB65

PW 訓.1 22 12

PW 21.1 鯉 32 16SB13

P帥5 28.7 22 17

P8M 19.4 22 26

P帥7 35.5 22 鱒

PW 48.8 21 ”

P" 銘.6 型 11 16SB"

P8 0 39.2 22 12 16SB63

P8 1 13.6 22 39

P8 2 16.8 22 25

P8 3 18．5 22 18 16SB"

P8 4 30.5 22“ 16SB65

P8 5 6.5 22 鋤

P8 6 13.3 22 41

P8 ７ 47.8 22 05

P8 8 9.0 22 釦

P8 9 25.7 22 釧 16SBl2

P飽0 21.6 22 錦

P鯉1 19.7 22 40 16SBll

P錘2 12.9 22 判

P蛇3 23.5 22 36

P鋤 19.5 22 40 l6SBl5

P825 18.3 22 42 16SB13

P826 21.5 22 別 16SB15

P827 17.0 リリ
ー~‘10 16SB13

P" 10．7 22 43

P艶9 7.5 型 45 柱列5

P830 28.6 22 詔 16SBl4

P鼬1 19 1 22 37

P鱒2 14 7 22 42 16SBl1

P“ 24 1 2Z 鋤 l6SBl2

P鯉1 17 6 2Z 36

P鋤5 不叩I イ 明 l6SB侭

P錨6 26.5 22 23

P縄7 14．1 22 32 16SB14

P縄8 18．0 22 31 16SB13

P縄9 11.5 22 38 16SB15

P別0 不IﾘI イ 叩1

P811 11．9 22 35

P斜2 8.4 22 41

P別3 13.4 22 44 16SB12

P刷4 16.2 22 銘 16SB16

P別5 8.9 22 38

P816 20.‘1 22 27 16SB13

P817 15.5 22 31 16SBl5

P別8 18.5 型 ”

P別9 8.3 Z2 39 16SB12

P8" 5.5 22 43 16SBll

柱穴舟号
さ
帥

深
に

底面の標高

(m)
建物番号

P閥1 8．8 22.39

P8" 10．2 22.郷 16SBl6

P853 14.9 22.32

P854 9.4 22.36 16SB14

P855 7．6 22.37

P8弱 7.6 22 38

1'857 16.0 艶 30 16SB16

P8W 不明 1 W 16SBl3

P859 17.4 22 麹 16SB16

P8" 15.9 22 31

P861 15.9 22 31

P8(E 10.4 22 32

P8" 10.1 22 33

P” 20.4 22 25 住列1

P妬5 11.0 22 32 16SB9

P躯 釦.1 22 21 16SB8

P髄7 28.2 22 15 16SB7

P髄8 不明 22 31

P869 欠番

P870 36.0 22.13 l6SB聡

P871 羽.0 22 17

P872 23.6 22 26 16SB51

P873 16．0 22 36

P8別 40.5 22 17 16SB44

P875 34.8 22 24

P876 14.0 22 23 6SB48

P877 割.0 22 30 6SB"

P8M 鱒.6 22 31 6SB51

P879 26.0 22 25 6SB46

P勘 36.4 22 21 6SB53

P鯛1 34.2 22 14

P鯛2 34.9 22 13 l6SB44

PW 13.0 22 36 16SB47

P畑 19.8 22 27 16SB44

P郷5 3.9 22 17

I'W 17.6 22 52 16SB"

P887 4.7 22 劉 16SB"

P8M 駒.0 21 67 16SB28

P889 銘.4 型 11 16SB弱

P8” 鰯.9 型 18 柱列4

P891 10．9 艶 16

P892 18．6 22“ 16SB54

P鯛3 27.6 22 07

P8蝿 不明 刀 明

P895 8.7 22 08 16SB30

P8% 17.5 2Z 22 16SB61

P897 21 2 21 98

P鯛8 17 0 22.蛇 16SB28

P8" 12 3 21.85 16SB30

PIM) 13 1 21.帥



性穴岱号
き
』

深
嘘

底而の槻高

(m)
建物番号

Plm1 別.5 21.51

Plmy2 15.2 21.61

P1W 14．6 22.37

Pl側1 36 5 22.17 16SB17

Pl側5 銅 9 22 17

P1(M 3C 5 22 18

Pl(X)7 26 4 22 25 16SB17

PIMB 28.0 22 14 16SB17

P1" 8.9 22 26

P1010 5.0 22 45 16SBl7

PlOll 24.3 21 98

PlOl2 11 4 22 (用

PlOl3 13 9 22 16

P1014 41 7 22 的

P1015 42 0 22 11 16SB43

PlOl6 45.6 22 07 16SB49

P1017 9.2 22 26

PlO18 11．6 22 20

P1019 11．5 22 21

P1020 12.0 22 16

P1021 13.0 22 15

P1022 19．0 22 的

PlM3 13.4 22 13

P1024 8.4 22 17

P1025 17．5 22 91 16SB"

P1026 20.0 22 20

P1027 不明 イ 明

P1028 19．1 22 07 16SB21

P1029 3.2 22 26

PIm0 20.5 22 11

PIO31 20.9 22 鋼 16SB13

I｣1032 5.8 21 ”

P1033 18.8 22 18

P1034 32.6 22 20

PIO35 15.8 22 15

IJI(B6 】8.2 2ズ 07

P1脚7 不明 1 lﾘI

P1" 13．6 22 22

PI"9 不明 不明

I'1(MO 不lﾘI 不lﾘI

Pl似1 14．1 22.23 16SBIO

P1012 19.6 型 34

PlOl3 38.3 22 10 16SB65

PlOl4 38.4 22 鮨 16SB"

P1015 45.4 22 12

P1伽6 45.0 22“

PlOl7 20.1 22 30

PlO18 17.7 22 35

PlO19 39.0 22 19 l6SB6

PlO釦 不珊 不明 16SB7

性穴番号
さ
帥

深
に

鵬而の標高

(m)
建物番号

P951 欠播

P952 39.7 21.62

P9認 34.3 21 弱 16SB33

P9別 46.2 21 48 16SB67

P955 11.7 22 46

P956 28.9 22 22 16SB40

P957 欠硲

P9" 33.5 22.27 6SB41

P959 銘 1 22 25 6SB39

P卿 理 8 型 31 6SB37

P妬1 38 1 22 15 6SB42

P962 44 0 22 12 6SB38

P蝿3 30.7 22 25

P” 15.3 22 39

P粥5 21.2 22 36

P聯 29.5 22 26 16SB39

I'%7 27.3 22 23 16SB41

P蝿8 7.8 22 51 16SB37

P蝿9 31.6 22 27 16SB26

P970 25 8 22 31

P971 32 1 22 22 16SB28

P972 39 6 22 15 16SB27

P9" 麹 2 22 29 16SB28

P974 29 0 21 鮒 16SB24

P975 不珊 不IﾘI

P976 6.1 22.16

P977 21.7 22.05 16SB22

P978 不明 不明

P979 不明 不明

P卿 8.2 22.11 16SB38

I》兜1 19．1 22.16 16SB25

P兜2 13.3 21.80

PW 4.9 21.別

I》蝿 9.8 21.80

P蝿5 11．5 21.鍵

P錦6 10.6 21.77 16SB36

P銘7 31.1 21．61

P9W 25.0 21.“

P989 不明 不IﾘI

P9" 7.0 21.糊

I'991 10.3 21.82 16SB61

PW 8.1 21.81 16SB"

P"3 7.6 21.鱒

P9gi 25.3 21.61 16SBSI

P鱒5 12．9 21.別

P996 2.0 21．87

P997 14.4 21.布

P”8 鍵.7 21.卯 16SB35

P卿 43.2 21．81

Plm 16.6 22.01

柱穴番号
深き

(ca)

庇而の標高

(m)
建物符号

P"l 20.0 21.95 6SB32

P"2 7.5 21.” 6SB29

P躯 11．2 21.” 6SB"

P” 31．7 21.98 6SB"

P卯5 25.1 22.蛇 6SB38

P蛾 不明 不IDI 6SB30

I，帥7 25．2 22.01

P" 鋤.3 21 97 16SB31

P” 例.7 21 51 16SB33

P910 14.3 22“ 16SB"

P911 9．1 22 師

P912 欠猯

P913 22.5 21.鮎 16SB28

P9 4 17.0 22.02 16SB29

P9
Ｆ
Ｄ 欠播

P9 6 5.8 21.鯛

P9 7 32.0 21.餌 16SB29

P9 8 38 3 21.髄 16SB36

P9 9 別 1 21.57 16SB28

P920 47 3 21.78

P921 47 3 21．77 16SB34

P922 7.3 21.蝿 16SB"

P蛇3 31.3 21.77 16SB32

P蛇4 鋤.5 21.刺

P925
１
２

22.0

3.2

21．73

21．91

16SB31

P926 26.5 21.帥 16SB30

P927 型.6 21.73

P蛇8 不明 不明

P蛇9 25.7 21.69 16SB31

P9" 25.5 21 65

P蝿1 不IﾘI 刀 明

P兜2 29.0 2】91

P鰐3 11.9 2】87

P兜4 不明 不明 16SB30

P卵5 30.1 21.別 16SB33

P唖 17.0 21.” 16SB29

P937 21.4 22.“

P938 欠瀞

P939 欠播

P940 19.2 21.86 l6SB30

P則1 6．0 21.92 16SB67

P剖2 2．2 21.艶

P舛3 認.2 21.認

P914 銘 2 21.“

P鋼5 26 8 21.93

P剥6 46 7 21.39

P蝿7 12 3 22.15

P脚8 15．7 22.13

P関9 48.3 21.別

P9" 鋤.8 21.妬 16SB"



柱穴計測表⑧
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柱穴番号
さ
』

深
い

底面の標高

(m)
迅物岱号

P 鴨1 不卿 不明 16SB7

P ”21．0 ”海

P 0母 10.4 22 45 16SB4

P 0別 不明 刀 明

P 055 別.0 22 26 16SB9

P 0弱 29 9 22 21

P 略7 24 0 22 24

P 0銘 32 0 22 25

P 鴫9 39 2 22 19 16SB9

P 咽 45.3 狸 18 16SB7

P 閲1 12．5 22 28 16SB8

P (賂2 9.6 22 35

P 噸 18.0 22 32

P ”4 13 6 22 36

P 開5 21 2 22 26

P 噸 22 4 22 釦 16SB15

P“7 24 8 22 39

P 鰯8 34 2 22.23 16SB6

P 脇9 56.6 22.01 16SB8

P 070 欠廿

P 071 欠勝

P 072 27.2 22.割

P 073 32.7 22.拠

P 074 15.4 22.37

P 075 45.3 22 08 16SB6

P ()76 36 6 22“ 16SB6

P 077 57 2 21 87 16SB6

P 078 19 0 22 猟

P 0刃 19 2 22.現

P 卿 44 5 22.11 16SB6

P 昭1 15 4 22.謁

P 082 20 2 22.28

P 畷 12 5 22.41 16SBl

P ”＄ 欠併

P 鴨5 弱.2 21．97 16SB6

P 唖 欠硲

P 船7 48.3 漣.05 6SB6

P 職 47 6 22 07 6SB6

P 岨9 58 3 22 ” 6SB6

P 卿 47 8 22 07 6SB6

P 的1 41 0 22 l1 6SB6

P 的2 不明 別 明

P 噸 10．4 翌 35

P 畷 欠冊

P 的5 55.2 21.卯 16SB6

P 096 22 8 22.20 16SB6

P 097 20 6 22.39 16SB8

P 噸 16 3 22.鋤 16SBl

P 函 25 4 塑二32

P 1m 2】7 22.36 16SB9

柱穴番号
さ
』

深
化

底面の標高

(m)
建物番号

P1101 欠番

PllO2 不IりI 不明

Pllm 35.8 22.伽 16SB6

Pl1" 不明 不IWI

PllO5 23.8 22.38 16SB26

Pll" 18.4 22 35 16SB6

PllO7 割.6 22 28 l6SB13

Pll" 17 2 22 認

Pll" 44 1 22 蛇 6SB38

PlllO 14 7 22 詔 6SB16

Pllll 24 8 22 27 6SB13

Plll2 39 7 22“ 6SB6

Plll3 20 9 22 21 6SB9

Plll4 10 2 22 48

Plll5 幻 5 22 29

P1116 25 3 22 錫

P1117 5.7 22 弱

Plll8 21.0 22 16

Plll9 4.0 22 37

P1120 31.1 22 30 16SB27

Pll21 27 7 22 32

Pll" 43 0 艶 17 16SB26

Pll23 14 9 艶 39

Pll別 19 9 2Z 40

P1125 不明 刀 明

P1126 22.7 22 認

Pll27 21 7 22 33 l6SB40

Pll" 20 4 22 25 16SB41

Pll鱒 濁 0 型 鋤 l6SB49

Pll調 20 2 Z2 認

P1131 35.4 22 10

P1132 44.0 22 03 16SB41

Pll33 33.3 22 19 16SB46

PllM 36.0 22 21 16SB38

P1135 25.1 22 29 l6SB37

P1136 鋤.6 22 25

P1137 28.6 22 28

P1138 30.6 22.鮪

P1139 45 3 22.11 16SB57

PlMO 23 0 22 16

P1141 11 5 22“ 16SB"

P1142 15 9 22 26 l6SB26

P1143 釦 0 22 14

P1144 銘 0 21 91 16SB20

Pll45 不明 不明 16SB20

Pll46 9.9 22.17

Pll47 25.7 22 02

P1148 36.5 髭 鯛 16SB24

Pll49 弱.0 型 20 16SB42

Pll印 不I別 不明 16SB44

柱穴番号
さ
』

深
化

底面の撫応

(m)
建物番号

Pll51 36.9 鰯.19

Pll" 37．1 22 16

Pll" 21．0 22 07 l6SB38

Pll" 20.8 22 26 16SB39

P1155 不明 〃明 柱列4

Pll" 別.0 22 21 16SB"

Pll57 38.4 22 側 16SB52

Pll" 11．0 2： 11 16SB"

Pll" 23.2 2】蝿

P11" 不明 叩 明

P1161 不明 列 明 16SB"

Pll62 67.9 21 80 16SB61

Pll" 12．2 2Z 07 16SB46

Pll" 不明 別 明

P1165 25.3 22.18 16SB40

P11“ 不明 不明

P1167 19.0 21.艶

Pll" 42.7 21 鯉

P1169 26.9 21 89 16SB34

P1170 35.3 22 24

P1171 22.3 22 15 16SB26

Pll72 鋤.2 22 26

Pll73 11.2 21.別8

P1174 11.0 21.9弱

P1175 9.2 22.01 16SB36

P1176 15.5 22 13

Pll77 6.4 22 17

P1178 10.4 22 16

P1179 13．2 22 16

Pll帥 21 4 22 07

Pll81 20 1 22 10

P1182 23 5 21 97

PllW 32 0 21 鍵

PllM 20 8 22 11

Pll85 19 8 22 15 16SB10

P11" 18 6 漣 腿

Pll87 鑓 3 21 別

Pll" 14 1 22 16

Pll89 20 4 22 22

Pll” 不明 卯 UI 16SB46

P1191 14.3 21 鋤

P1192 14．0 22 26

P1193 16．5 22 27 柱列3

P11呪 12．3 22 32

P1195 9.2 22 30

Pll96 欠番

Pll97 19.0 22‘23

Pll" 7.3 22.30

Pll" 11．1 2Z,11

Pl抑 31．5 22.21



－2昭一

性穴計号
ざ
鋤

深
に

底面の侃商

(m)
建物帯号

P1301 6.7 22.35

P1302 21．2 22.18

P13m 4.2 22.25

P130i 9.6 22.27

P1305 14.0 22.14

P13" 15 7 22.12

P13W 22 3 22“

P13" M 8 22 M

P13" 釦 1 22 碗

P1310 40.3 22 23

P1311 9.1 22 37

P1312 6.9 22 訓

P1313 9.7 22 37

P1314 7.6 22 37

P1315 16.4 22 01

P1316 9.1 22 10

P1317 10.3 22 39

P1318 11.9 22.38

P1319 欠瀞

P13" 欠播

P1321 30,7 鰯.呪 16SB"

P 322 欠蹄

P 3浬 欠撚

P 324 欠廿

P 325 22.6 22.鰯

P 鉈6 11．8 21.82

P 327 16．1 21.縄

P 型8 不明 不明

P 329 8.5 21.例

P 調0 25.1 21.48

P 鱒1 12.8 21．62

P 認2 欠廿

P 麺 35.2 21．39 16SB67

P 野1 8.2 21.閃

P 調5 15．7 21,59

P 錨6 25 8 蝿.的 16SBW

P 弱7 猟 4 22.妬

P 露8 43 6 21．91

P 弱9 29 9 21.弱

P 郷0 1.2 21.‘19

P 311 14．5 21.弱

P 342 35.5 21,28 16SB67

柱穴番号
深さ

(cn)

鵬仙iの標高

(m)
建物番り。

P 251 5.‘1 22.61

P 252 19．7 22.･13

P 2認 欠齢

P 2劃 14．9 22.的

P 255 4.4 22.55

P12" 7 7 22.‘17

P 2罰 '1 8 22.52

P 2銘
今
ｄ
ｇ 3 22.46

P 2釣 f 8 22=弱

P 2帥
ｒ
ｊ
由 4 22.弱

P 261 洲 明 不IﾘI

P 262 5．8 22.61 桃列5

P12" 4.2 22.63 16SB14

P12脚 欠稀

PI265 欠稀

P 266 9.j1 22.43

P 267 欠栫

P 2鯛 4．6 22.,16

P 269 12．6 22 29

P 2和 16.7 22 '12

P 271 9.7 22 52

P 272 d10．7 22 22

P 273 9.2 22 61

P1274 15．5 22 58

P1275 42.1 22 13 16SB47

P1276 12.2 22 35

P1277 16.8 22 25

P1278 14.1 22 詔

Pl279 15.5 22 27

P1280 13．9 22 33

P1281 12.1 22 31

PlZ2 7.3 22 36

P1" 5.6 22 31

PlW 2.6 22 26

Pl"5 9.2 22 31

P1"6 8.6 22 34

Pl"7 7.4 22 49

P1" 5.1 22 40

Pl"9 12.1 22 25

P 瓢 8.3 型 29

P 湖1 18.5 22 16

P 酌2 】2.0 22 35

P 鱒3 9.1 22 36

P ”4 16.5 22 33

P 295 】3．1 22 38

P 2” 10.7 22 42

P 297 9.9 22 46

Pl298 8.6 22 41

Pl299 “.‘I 21 78

P13m 13.5 22 40

柱穴番号．
さ
〕

深
い

底面の標高

(m)
建物薪号

P1201 15.6 22. 4

PI" 19.2 22. 9 16SB26

P12" 25.2 22. 8

P12隅 29.2 22. 6

P1205 21.8 22. 8

P1" 6.8 22浬

P1207 5.7 22.35

P12" 10．0 22.31

Pl2的 49.9 22.12 16SB37

P1210 16．8 22.05 16SB37

P1211 163.2 2223 16SB5

P1212 17.5 22.蛇

P1213 26.5 21.91 6SB2dl

P12M 21．1 22.18 6SB10

P 215 17．3 22.18 6SB68

P 216 27.5 22.15 6SBlO

P 217 37.7 22.22 6SB4

P 218 15.3 22.21 6SB9

P 219 13.2 22.M 6SBIO

P 理0 9.7 22.15

P 理1 26..1 22.18 16SB9

P 222 瀦.6 22.19

P 223 割.0 22.17 16SB5

P1224 7．3 22.帖

P 225 21．2 22.11

P 226 11．4 22.12

P 227 37.9 21.89

P 228 欠岱

P 229 17．2 22=21

P1230 19.4 22.21 16SB1

P】麹1 27.6 22.的

P】麓2 9．1 21.的 16SB38

P1錘 19.9 22.07

Pl野1 欠帯

P1"5 不IﾘI 不明

P1236 7．9 22.71

P1237 9．9 22=盤

Pl"8 11．5 22.65

P1239 10．2 22.61

P1210 欠僻

P1211 8．7 22.61

P1割2 欠榊

Pl"3 7．1 22.記

P 別4 10.0 2： 61

P 別5 不IﾘI 剛 Ⅷ 柱列3

P 216 11．6 22 釦

P 割7 10．9 22 釘

P 割8 6.1 22 55 柱列3

P 劉9 12.1 22 49 柱列3

P 2駒 欠排



第3節まとめ

1 週柵

泉屋遺跡16次調査で検出した遺椛は、掘立柱建物69棟、柱列5条、井戸14基、土坑60蕪、碑21条、竪穴建

物2棟である。これらの所属年代は多岐にわたる。以下その所属年代を列挙すると①縄文時代②9～lOill

紀③12世紀④13世紀後半～14世紀前半⑤16世紀⑥16世紀末～19世紀末である。

所閥時期不明の遺櫛もかなりあるが、上記いずれかの年代に属すると推測される。各時期を概観する。

①縄文時代縄文時代の避椴はV屑上面で検出された土坑(16SKlOl～109) 9蕪が骸当する。これらの

土坑を縄文時代の所属と判断した根拠は、検出面がVW_l河という点だけで、明確に遺物が供伴していたわ

けではない。形状から人為的な遺櫛ではない可能性のものもある。16次調査区の縄文土器は後期前～中葉の

ものと、後期末～晩期初弧のものに2大別きれる。16SKlOl～109もこのどちらかの時期に属すると考えら

れるが､詳細は不明である。 また16次捌査I又では縄文時代の住居跡は全く検出されなかった。出土した縄文

土器を使用した人々の集落跡は調査区外に存在すると考えられる。可能性が高いのは16次鯛査区に近接する

北側と推測される。

②9～lO世紀平安時代前半の遺柵である。竪穴建物16SIl、16SI2の2棟が相当する。他に明確に

9～10世紀に属する遺櫛は無い。土師器、鎖忠器の出土趾から推察するともう少し遺櫛の縦があっても良さ

そうである。これはl2世紀以降の遺櫛により羅穴住居などが破壊されてしまった可能性もある。16SI l、

16SI2も残存状態は悪くその可能性を示唆している。16SIlは残存状態が非常に悪く、砿櫛とカマドの

火焼而のみの検出である。カマド火焼而は大半を近世の井戸に破壊されているが、南殿にカマドがあると辛

うじて判断できる。16SI2はおそらくカマドが存在しない。このように逝柵の残存が悪い状況であるので

明笥はできないが、16次澗査区内には数軒の竪穴住居からなる9世紀後半～lO世紀前半にかけての小規模な

集落が存在したと推測できる。

③12世紀奥州膜原氏の時代の避柵である。12世紀に属する可能性の商い過柵を示す。掘立枕建物では16

SB6、16SB38、16SB46、井戸状遺柵では16SE6、16SE9、土坑は16SK6、16SK9、16SK

14、16SK17、16SKl8、16SK21、16SK25、16SK28、16SK31、16SK32、16SK34、16SK38、16

SK41、16SK42、16SK43、16SK50、16SK52、16SK59o櫛は16SD6、16SD12、16SD15、16S

D17、16SD20である。これらの遺櫛はいずれも12世紀代でも後半期に属する遮櫛と推測される。12世紀前

半とする積極的な根拠を有する遺構は存在しない。

16次測査区を横切る形で16SD12が存在する。16SD12は対になる櫛が存在せず道路側淌には成り得ない

が、都市を区画する櫛と推測される。よって16次調査区の12世紀の遺柵は、 16SD12を境として、それぞれ

が異なった区画に属すると判断される。また調査区北西隅で検出された榊16SD15は東北本線の西側、泉屋

遺跡l3次調査検出の櫛13SDlと対になる道路側溝である。16SD12とは同時存在と推測される。

16SD12よりも北側の区画に属する主な迫柵は、掘立柱建物16SB6、井戸状遺櫛16SE9がある。

棚立柱建物16SB6は平泉遺跡群の中でも有数の大規模な建物である。柱IⅢ寸法は10尺を基地としており、
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柳之御所遺跡の中心建物と比較しても何ら遜色のない規模である。平泉拠点地区においても、！'!核的な重要

な用途の建物であったと推測される。16SE9は位世間係から大型述物16SB6に伴う可能性が商い。

16SD12よりも南側区画に属する主な泄柵は掘立桃建物16SB38、16SB46、井戸状巡柵は16SE6があ

る。16SB38は二面庇、16SB46は四而庇の廸物である。16SB38と16SB416は前後|則係が不明であるが、

プランが重複することから同時存在ではない。井戸状遺構16SE6は開口部が非常に広い。16SB38または

16SB46のどちらかに伴う可能性が高い。

④13世紀後半～14世紀前半概ね鎌倉時代後半の遺構である。この時期に属する可能性の商い避櫛を列挙

する。掘立柱建物は16SB37、16SB24、井戸状遺櫛16SE10、16SE12、16SE13である。また減16SD

13もこの時期の可能性が高い。掘立柱述物l6SB37と16SB24は軸方向が概ねliil-で、位世間係も並立状態

で、同時存在の可能性が商い。溝16SD13の軸方向も概ね掘立柱建物と平行関係にある。井戸状遺櫛16SE

10と16SE12は非常に近接しており前後関係を有するものと推測される。これら16次調査を含めた鎌倉時代

の泉屋遺跡の性格、械朴lについては、「羽柴i':人2(X)2年 「釧術時代の平泉の様相」 紀要XXI (IM･)岩手

県文化振興事業剛埋蔵文化財センター」において考察をおこなっている。

⑤16世紀（前半） 出土避物、重複関係から16世紀(15世紀末頃の可能性も含む）に属する可能性の商い掘

立柱建物がある。16SBl7、16SB19、l6SB34、16SB35、16SB“である。これらの建物は、規模から

推測して一般農民レベルの民家の主屋と推測される。後述する16世紀末から展開する近世民家と連続するか

否かの判断は難しい。

⑥16世紀末～19世紀末近世から近代まで連続する民家である。16次調査区南側、字泉展27番地に展開す

る。民家の主屋は掘立柱建物16SB30→16SB31→16SB33→16SB28→16SB29→16SB32の順に変遷す

る。その後､礎石建物の主屋が建てられたと推測されるが､その適柵は残存しない｡16SK20は礎禰建物の主

屋に伴う厩のくぼみと判断される。またl6SK19も礎石の主屋内に股けられた施設と推測される。出土遺物

から判断して泉屋27番地の屋敷は19世紀末頃に廃絶したと推測される。おそらく明治22年の東北本線の開通

がその原因であろう。

井戸状遺栂は16SEl、16SE2、16SE3、16SE4、16SE5，16SE7、l6SE8、16SEllが近

世以降に属する。16SEl～5，8は字泉臓22稀の屋敷に属するが、16SE7、llは調査区の北側に位置

し、27番地の屋敬とは別個の睦敷に属する可能性が高い。16次調鋼又を含めた泉屋遺跡の近世民家、屋敷に

ついての変過は｢羽柴II![人 1997年「岩手県平泉町における近世棚立柱民家について」紀要XⅦ （財)岩

手県文化振興馴業団塊蔵文化財センター」において考察をおこなっている。

2出土遺物

泉屋遺跡16次捌査で出土した遺物を時期別に分けると以下の通りになる。

①縄文時代②9～10世紀③12世紀④13世紀後半～14世紀前半⑤16世紀⑥16世紀末～19世紀末

各時期の遺物について概観する。

①縄文時代後期前～中葉のものと後期後葉～晩期初頭のものに2大別される。両者の出土位悩は層位的
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には区分できなかった｡土器の総出土品は32.9kgである｡特筆される遺物としては人面付きの注口土器(9082)

がある。晩期初頭のもので他に類例の乏しいものである。

②9～lO世紀竪穴建物l6SIlからまとまった資料(1～8)が得られている。土師器坏はいずれも再

調整がないものである。8の須恵器長頚壷は赤みがかったにぶい褐色の色調を呈する。

また過櫛外や12世紀以降の泄櫛からも土師器、須忠器がlll土している。土帥器坏には再調整を施されるも

のと施されないものが混在している。またロクロ不使用の土師器長胴翌は、織部のヨコナデ調整と、体部の

調整の間に無調整の部分を有するという共通した特長を持つ。須恵器は大蕊の破片が多い。

これらの土師器、須恵器の実年代を提示するのは、盤井郡の土師器、須恵器の編年が確立していない現状

ではI劉難である。大まかに-|･和田a火山灰降下前後の9～10111:紀に楓するものとしておきたい。

③12世紀かわらけの出土総賦は約50kgで、平泉遺跡群拠点地区内では多い舐とはいえない。ほとんどが

12世紀後半に属するかわらけで、確実に12世紀前半に閥するものは抽出できない。可能性としては柱状商台

かわらけ(1121, 1122)が前半に閥するnJ能性がある。

国産陶器は'附淵産､渥美産､須恵器系陶器がある。かわらけ同様出土鼠は多くはない。中国産磁器は白磁、

青磁、青白磁がある。出土した総破片数37点である。12世紀前半代に遡り得る可能性を持つ化粧土を有する

白磁も含まれる(3"1, 3015～3018)。瓦は総破片数7片が出土した。4003は唐単文の軒平瓦で12世紀中蕊以

前に属する可能性がある。4㈹1，4002は剣頭文で12世紀後半のものである。木製品では漆器皿、曲物、不明

製品がある。不明製品6㈹1，6㈹2は織機の部品の可能性が満い。また砥石7011は出土遺櫛から1211t紀に属す

る可能性が高い。漆紙8051も12世紀に楓する遺物である。恥Qは確認できなかった。

④13世紀後半～14世紀前半かわらけは3点(1123～ll25)出土している。ロクロ製で内面にナデ調整が

あるものもある。国産陶器は東北地方在地産のもの（2092～2101)、束海産のもの(2102)がある。東北地方

在地産の具体的な窯の特定は難しいが､宮城県北部付近の可能性を考えている。中国産磁器は白磁壷(3036,

3037)、青磁碗(3038, 3039)がある。また板碑(7026)には紀年銘がないが、この時期に属すると推測され

る。北宋銭(8601～8011)も碓舐はないが、この時期に使用されたものと推測される。

⑤16世紀（前半） わずか3点であるが、瀬戸美濃産の灰釉皿5057, 5064, 5065が出土している。

⑥l6世紀末～19世紀末多賦の陶磁器が出土している。産地別にあげると、中I』産、朝鮮雌？、肥前産、

瀬戸美濃産、大棚相馬産、常滑産、ル(・僧楽系？、在地賑のものがある。時期は16世紀末から19世紀末頃ま

でのものがあり、泉屋27番地の屋敷の存続期間を示している。木製品では漆器椀（6㈹9)、横槌(6010)、釣

瓶（6㈹8)、桶(6007, 6011)がある。漆器椀、横槌、釣瓶は16SE3からの出土であり、供伴した陶磁器か

ら16世紀末～l7世紀初めのものと判断できる。桶はどちらも井戸の底からの出土で、釣瓶として使用されて

いたものである。石製品は砥石、硯、挽き臼がある。挽き臼は目が放射状のものがほとんどである。柱穴の

礎盤として使用きれていたもの(7023, 7024)もある｡金属製品は銭貨､煙管などがある｡銭貨は永楽通寶(8012

~8014)、寛永通寶(8015～8025)がある。永楽通費はいずれも模鋳銭である。また明治13年の半錨銅貨は屋

敷の下限年代の一端を示す資料である。
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第4節泉屋遺跡16次調査におけるトイレ遺構分析

株式会社古環境研究所

1 はじめに

トイレ過櫛聯の糞便堆稲物は、滞堆虫卵密度、花粉組成、樋実組成に特拠性が腿められる°したがって、

これらの分析を総合的に行うことによって、堆積物が猟便であるか否かがわかり、トイレ遺撒を示唆するこ

とが可能である。また、寄生虫の特異な生活史や食用とされた花粉や種実によって、食物や食生活の検討を

行うことが可能である。

ここでは、泉臆過跡16次調査において検出された土坑について、トイレの可能性を検討するfl的でトイレ

遺構分析を行った。

2試料

試料は､16SK6の2層（試料l)､16SK9の2層（試料2)､16SK18の2層（試料3)、SK21の2層

（試料4）､16SK38の2層（試料5)の5点であり、いずれも12世紀とされる北坑である。

3寄生虫卵分析

（1）方法

微化石分析法を辨本に以下のように行った。

1）サンプルを採肚する。

2）脱イオン水を加え撹枠する。

3）筋別により大きな砂粒や木片諦を除去し、沈澱法を施す。

4）25％フツ化水素酸を加え30分岬慨（2 ．3度拠和)。

5）水洗後サンプルを2分する。

6）片方にアセトリシス処理を施す。

7）両方のサンプルを染色後グリセリンゼリーで封入しそれぞれ標本を作製する。

8）検鏡・計数を行う。

以上の物理・化学の各処理間の水洗は、15"rpm、2分間の遠心分離を行った後、上澄みを捨てるという

操作を31il繰り返して行った。

（2）結果

試料1，2，4は、試料（堆禰物) lcc中lO"個以上の寄生虫卵が検出され、試料3，5ではld)O個未満

でやや少ない。各試料とも胆l虫卵、鞭虫卵が検lllされ、試料2からは肝吸虫卵が検出された。回虫卵が多い

傾向にあり、鞭虫卵が続く。
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表1 泉屋遺跡16次調査における寄生虫卵分析結果
分類群 (試料0.l"中） 1 2 3 4 5

l6SK6 2W l6SK9 2卿】6SK182W l6SK21 23 16SK382W学希 和名

寄生虫卵

Inl虫卵

鞭虫卵

肝吸虫卵

Helminlheggs
AsCarislumbricoides

TriChurislrichiura

Clonorchissinensis

652

60

160

117

2

０
１

５
２

363

314

３
町

計
●●Ce■●由●争●‐●争ひけ寺●●●●●● q

(lcc中に算定）

Total
●●●●今守●■●●●■毎句争争●●●●●●●●●巳｡●●■●守年一●■凸 712 279 71 677

●●由▲｡●●●■巳卓守口●－ゆゆ●け｡｡｡｡C■●●●●■●●｡●◆‐●●p守寺●●中心●巳ら｡｡●■争。や●◆－■。●●●申寺●●●●●●｡●申●●｡

712 2790 710 6770

20
℃●■。●｡●■寺

200

明らかな消化残涜 (－） （一） （一） （－） （一）

4花粉分析

(1)方法

花粉粒の分離抽出は、基本的には中村(1973)を参考にし、試料に以下の順で物理化学処理を施して行っ

た。

l) 5%水酸化カリウム溶液を加え15分I川棚脳する。

2）水洗した後、0.5mmの肺で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法を用いて砂粒の除去を行う。

3）25％フツ化水素酸溶液を加えて30分放例する。

4）水洗した後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理（無水酢酸9 : 1濃硫酸のエルドマン氏液を加

え1分Ⅲ1淵煎）を施す。

5）再び氷酢酸を加えた後、水洗を行う。

6）沈液に石炭酸フクシンを加えて染色を行い、グリセリンゼリーで封入しプレパラートを作製する。

以上の物理・化学の各処理|川の水洗は、15(X)rpm，2分間の遠心分離を行った後、上滋みを捨てるという

操作を3回繰り返して行った。

検鏡はプレバラート作製後直ちに、生物顕微鏡によって300～10(m倍で行った。花粉の|可定は､烏倉(1973)

および中村（1980）をアトラスとし、所布の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって、科、

亜科、属、亜属、節および秘の階級で分類した。複数の分類群にまたがるものはハイフン（－）で紬んで示

した。なお、科・亜科や属の階級の分類群で一部が属や節に細分できる埆合はそれらを別の分類群とした。

イネ鴨に閲しては、中村（1974, 1977)を参考にし、現生標本の表im模様・大きさ・孔・表墹断面の特徴と

対比して分顛し、個体変化や類似種があることからイネ属型とした。

（2）結果

l)分類群

出現した分類群は、樹木花粉24、樹木花粉と草本花粉を含むもの3，草本花粉23、シダ植物胞子2形態の

計52である。これらの学名と和名および粒数を表lに示す。主要な分類群を写典に示す。以下に出現した分

熱群を示す。

〔樹木花粉〕

モミ属、マツ属複維管束ill噸、マツ属単維管束亜属、スギ、クルミ属、サワグルミ、ハンノキ属、カバノ

キ属、クマシデ属一アサダ、クリーシイ帆、ブナ楓、コナラ楓コナラ亜属、コナラ幌アカガシjlli属、ニレ楓

一ケヤキ、エノキ属一ムクノキ、サンショウ属、カエデ偶、トチノキ、シナノキ閥、アオイ科、グミ楓、エ
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表2泉屋遺跡16次調査における花粉分析結果
52 3 41

16SK6 2W I6SK9 29 16SKI82W I6SK21 29 16SK"29和 潴学 私
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ゴノキ帆、ツツジ科、ニワトコ属一ガマズミ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科･－イラクサ科、バラ科、マメ科

〔草本花粉〕

イネ科、 イネ属型、カヤツリグサ科、ミズアオイ属、タデ属サナエタデ節、ソバ属、アカザ科一ヒユ科、

ナデシコ科、キンポウゲ属、アブラナ科、ソラマメ属、ササゲ属、アリノトウグサ属一フサモ属、セリ科、

センプリ脇一ツルリンドウ属リンドウ属、シソ科、ナス科、オオバコ属、ゴキヅル、タンポポ亜科、キク亜

科、オナモミ属、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条櫛胞子、三条櫛胞子

2）花粉群集の特徴

各試料ともイネ属型を含むイネ科、アカザ科一ヒユ科、アブラナ科が多く、ヨモギ属が伴われる。アブラ

ナ科は試料2，4で多く特徴的である。試料3，5はクワ科一イラクサ科の出現率が商い。他にソバ風、セ

ンプリ属一ツルリンドウ屈一リンドウ閥が出現する。樹木花粉は各試料とも極めて低率である。

5柧実同定

(1)方法

試料（堆積物) 100ccを0.25"の節を用いて水洗選別を行い、双眼実体顕微鏡下で観察した。同定は形態的

特徴および現生標本との対比で行い、結果は同定レベルによって科、属、棚の階級で示した。

（2）結果

1）分類群

樹木7，草本14の計21が同定された。学名、和名および粒数を表lに示し、主要な分釧聯を写真に示す。

以下に同定根拠となる形態的特徴を記す。

〔樹木〕

a、クワ属Moms槻子クワ科

茶褐色で広倒卵形を泉し、飛部に突起がある。表面はやや粗い。催さl.8～2.2mm、柵1.4～1.6mm。

b.キイチゴ属RublJs核バラ科

淡褐色でいびつな半円形を呈す。表而には大きな網目模様がある。長さl.6～2.lmm、幅0.9～1.1皿。

c，ブドウ属Vilis槻子ブドウ科

黒褐色で倒卵形を呈す。脳面に「ハ」字状の孔が2つあり、背面には梢円形のカラザがある。技さ4.3～4.5

皿、幅2.5～3.3mm｡

d.マタタビAα伽耐加pol)gamaPlanch. cxMaxim・ 樋子マタタビ科

賠褐色ないしやや紫色を帯びる茶褐色で、梢円形を呈す。断面は両凸レンズ形、表Imには穴が規則的に分

布する。種皮はやや陣<堅い。長さ2.2～3.0mm、幅1.3～l.6mm｡

e.グミ閥Elaeagnns穂子グミ科

茶褐色で是梢円形を呈す。表面には縦方向に8本の筋が走る。長き4.7～5.Omm、幅2.6～3.5mmo

f.ガマズミ属Ⅵ伽mum核スイカズラ科
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茶褐色で梢III形を呈す。腹而に1本と背面に2本の柵が走り､下端に小さなへそがある。挺さl.6～2.Omm、

幅1.1～l.3mm｡

g.ニワトコ SambucussieboldjimaBIumeeXgmedn棚子スイカズラ科

黄褐色～茶褐色で楕円形を呈す。一端にへそがある。表面には横方向の隆起がある。長さ2.4～2.6mm、幅

1．5～1.7mm。

〔草本〕

h、ホタルイ属Sci'pus果実カヤツリグサ科

黒褐色で、やや光沢がある。広倒卵形を呈し、断面は両凸レンズ形である。表面には横方向の微細な隆起

がある。長さl.7～l.8皿、幅l.9～2.0m。

i ･ カヤツリグサ属C"ﾌems果実カヤツリグサ科

淡褐色で狭倒卵形を呈す。表面はやや粗い。断面は三角形である。提さl.0～l.2mm、幅0.5～0.6Inm｡

表3泉屋遺跡16次調査における種実同定結果
(拭料'㈹“中）分釧群 1 2 3 4 5
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図1 泉屋遺跡16次鯛査における寄生虫卵ダイヤグラム
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図2泉屋遺跡16次調査における花粉ダイヤグラム（花粉総数が基数）
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図3泉屋遺跡16次調査における種実検出図(0.25mm"100")
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j. カヤツリグサ科cypelaseae果実

黄褐色で倒卵形を呈す。断面は刷平である。長さl.3mm、幅1.Omm｡

k. イボクサAneitmaKcisakHassk・ 槻子ツユクサ科

黒褐色で梢円形を呈す。腹部に一文字状のへそがあり、側面にくぼんだ発芽孔がある。長さ2.4mm、幅l.4

血no

l .アカザ属men"odium秘子アカザ科

黒色で光沢がある。円形を呈し、片而の中央から周縁まで浅い櫛が走る。経l.lmm。

m.ヒユ属Amamnthus種子ヒユ科

黒色で光沢がある。円形を呈し、 1ヶ所が切れ込みへソがある。断面は両Inlレンズ形である。係1.1～l.2

mmo

n｡ナデシコ科"Jy叩jU"ﾉ““e樋子

黒色で円形を呈し、側面にへそがある。表面全体に突起がある。径0.6～l.0"。

o・ヘビイチゴ閥一オランダイチゴ属一キジムシロ属

Duch"n"-RTE"a-"lemi〃樋子バラ科

黄褐色で腎臓形を呈す。表面はやや粗い。長さl.0mm，帳0.4m。

p･シソ属庇""出 果実シソ科

茶褐色で球形を呈し、下端にへそがある。表面には大きい綱目模様がある”径l.5～l.8mm。

q･ メハジキ属Leonums果実シソ科

果実は淡褐色で三角状くさび形を呈し、 3稜がある。上端は切形で三角形、下端のへそにむかって細くな

る。是さ2.1mm、幅l.3mm。

r.ナス SolanummelongemL・ 棚子ナス科

黄褐色で扁平楕Iﾘ形を呈し、一端にくぼんだヘソがある。表面には複雑な網目模様がある。長さ2.5～3.0

mm、幅2.8～2.9 ｡

S.ナス科Solana""種子

黄褐色で円形を呈す。表面にはやや大きい網目模様がある。長さ1.5～l.8mm、幅1.2～1.4mm。

t.ゴマScsJImummdicumL・ 種子ゴマ科

黒褐色で柿円形を呈し、上端がやや尖る。表面には微細な網目模撒がある。長さ2.5～2.7mm、幅l.2～l.6

mm。

u.ウリ類m"miSmeloL・ 種子ウリ科

淡褐色～黄褐色である。柿円形を呈し、一端には「ハ」字状のへこみがある。

16SK9 2層の種子の長さについて計測を行い、表に示した。最大粒長は8.3mm、股小粒災は5.lmm、平

均粒長は6.5mm・藤下(1992)の現生種子を基本とする分類では、長さ6.0以下の小粒種子(雑草メロン型)、

長さ6.1mm～8.0mmの中粒種子（マクワウリ・シロウリ型)、催さ8.1mm以上の大粒種子（モモルディカ型）に

分類している。本試料を比定すると、雑草メロン刑が5，マクワウリ・シロウリ型が17、モモルデイカメロ

ン型がlである。

2）種実遺体群の特徴

各試料とも食用となる植物の柧実が多く、キイチゴ侭、マタタビ属、ナス、ウリ類が主に検出きれた。キ

イチゴ属は試料1，5で多く、マタタビ属は試料1，2でやや多く、ナスは試料1，3で多い。クワ属、ブ
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ドウ属、シソ属は試料1，2から検出され、グミ属は試料l、ゴマは試料2，3，4から検出される。

6考察

（1）糞便およびトイレ遮柵の可能性

寄生虫卵分析では、各試料から寄生虫卵が検出された。このうち、試料l、2，4では試料（堆禰物) 1

“中10伽澗を越える通である。花粉群集は、各試料とも草本花粉の占める割合が極めて高く、イネ楓型を含

むイネ科、アブラナ科、アカザ科一ヒユ科の食用または薬用とみられる植物の出現率が高い。また、明らか

な栽培植物であるソバ属も出現するという特徴を示す。種実遺体群では、試料によって出現数の差異がある

ものの、キイチゴ属、マタタビ属、ナス、ウリ類などの食用となる果実の種実が中心に出現する。

以|:のように、試料l (16SK6,2M)、試料2 (16SK9,2M)、試料4 (16SK21,2M)は、寄生虫

卵が商密庇に検出され､花粉群集と種実遺体群は食用と考えられる分類群を中心に椴成されていることから、

これらの堆積物は糞便を主に構成されているとみなされる。試料･3 (16SK18,2M)、試料5 (16SK38,2

層）では、滞生虫卵密度は低いが、花粉群染と樋実過体群は食片jと考えられる分類群を中心に柵成されてい

るため､災便の堆積を多く含むとみなされる。したがって､16SK6、16SK9､16SKl8､16SK21､16SK38

がトイレ遺櫛である蓋然性は高いと判断される。

（2）食生活と薬川植物について

寄生虫卵の構成では、各試料とも定住農耕生活によって蔓延する回虫卵、鞭虫卵の占める割合が商いこと

から、特に農作物が頻繁に食べられていたとみなされる。柳之御所遺跡などで検出される日本海裂頭条虫卵

は検出されず、本遺跡ではサケ・マス類の摂食は一般的ではなかったとみなされる。泉崖遺跡15次鯛森にお

いても日本海裂頭条虫卵が検出される遡柵とそうでない遺櫛があることから、サケ・マス類の摂食にはなん

らかの制限があったことが考えられる。

花粉では、イネ属剛およびイネ科、アブラナ科、アカザ科一ヒユ科の花粉が多い。イネ科は穎の中に花粉

が残存し果実に付蒲するため、これらは摂食きれたコメや雑穀類からもたらされたものと考えられ、 イネ科

の穀類の摂食が示唆きれる。アブラナ科は、花芽を含めた野菜として摂食されたことが考えられる。アカザ

科一ヒユ科も食用となるアカザやヒユの摂食が考えられる。ソバ属も果実に付薪していた花粉と考えられ、

ソバの柧食が推定される。センプリ属一ツルリンドウ属一リンドウ風は、薬用としてのセンプリSweITja

jaPonicaMakinoが考えられる。ヨモギ属も食川の可能性があるが､一般的に出現するため摂食されたものか

はわからない。

種爽ではキイチゴ属、マタタビ属、クワ属、ブドウ属、グミ風の樹木とナス、ウリ類、ゴマの農作物が検

出され、これらが摂食きれていたと考えられる。特にキイチゴ楓、マタタビ属、ナスが多く認められる。

（3）試料における遺体群の差異について

試料3 (16SK18,2")、試料5 (16SK38,2層）では寄生虫卵密庇は低いが、花粉群集および樋実過体

群集では食用となる分類群が主に構成される。これは堆積物に含まれる糞便の爺の差あるいは宿主への寄生

虫の寄生数の個体差を反映している可能性が考えられる。また、これらの試料でクワ科一イラクサ科やヨモ

ギ属の花粉が他より多いため、周囲から供給された堆積物が多かったことも考えられる。
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試料2 (16SK9,2W)、試料4 (16SK21,2層）ではアブラナ科の花粉が商率で、クワ科一イラクサ科

とヨモギ属は低率になる。種実では試料1 (16SK6,2層)、試料3 (16SK18,2層)、試料5 (16SK38,2

岡）でナスが多い。他に傾向を示さない分頻群もあるが、アブラナ科の花粉は春を示唆し、クワ科一イラク

サ科、ヨモギ風の花粉とナスの種子は秋を示唆する。このことから、食物も季節性が反映されている可能性

があり、試料2 (16SK9,2層)、4 (16SK21,2層）は春、試料1 (16SK6,2層)、3 (16SK18,2

層)、 5 (16SK38,2層）が秋を反映している可能性が示唆される。
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泉屋避跡16次調査の寄生虫卵花粉胞子遡体
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